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自分の感性を
軸にして学びます。

これまでの経験や学習で培われた自分
自身の感性を学びの軸とします。

�知識・教養をもとに
音楽を捉え直します。

幅広い知識と教養に触れ、自分なりの
考えをもつことを目指します。

�体験活動を通して実感を
伴った学びを促します。

自分の体を実際に使って、感じ取った
ことを学びにつなげます。

�他者との対話を通して
学びを深めます。

考えたことや感じたことを他者と共有
し、さらに学びを深めます。

改訂のコンセプト

人間は、どうしたって他者と生きていかなければならない。
一人一人が、それぞれの環境のなかで色々なものを抱え、
時には折り合いがつかず苦しむこともあるかもしれない。

僕が表現活動をするうえで一番重要だと思っているのは、
そのような社会のなかで、自分自身が何に興味をもっているのか、
何を美しいと思っているのか、という個人的な感性を大事にすること。

自分の感性を軸に、自分の頭で物事を捉え直し、自分の体を動かし、
他者と対話をしながら、作品をつくりあげていく。
万人受けだけを求めるのではなく、
今誰かが抱えている個人的な問題意識に大きく響くような、
そんな表現活動をしていきたい。

もりやま・みらい
1984年、兵庫県生まれ。５歳から様々な
ジャンルのダンスを学び、15歳で本格的
に舞台デビュー。2013年には文化庁文化
交流使として、イスラエルのテルアビブに
１年間滞在、インバル・ピント＆アヴシャ
ロム・ポラックダンスカンパニーを拠点
にヨーロッパ諸国にて活動。 舞台、映像、
パフォーミングアーツなどのカテゴリーに
縛られない表現者として活躍。

表現とは、
頭と体を使った他者との対話

森山未來

“Wallflower” by Inbal Pinto and Avshalom Pollak
 Photographer : Rotem Mizrahi
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また、学習指導要領の改訂に伴い、以下の５つのポイントに考慮して編集しました。

①主体的・対話的で深い学びの実現を目指しました。

②�生活や社会の中の音や音楽の働き、音楽文化についての理解を深める学習の充実を目指しました。

③生きて働く「知識・技能」の習得を目指しました。

④未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成を目指しました。

⑤�学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養を目指しました。

（教科書p.4-5)
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　カンタータ《土の歌》は、〈大地讃
さん
頌
しょう
〉を含む全7楽章からなる混声合唱曲です。　ここでは、混声合唱とオー

ケストラの編成で全曲を聴き、歌詞の内容、音色や響きの特徴、各楽章の関係を理解して、〈大地讃頌〉の
表現に生かしましょう。 ＊カンタータ：合唱などによる器楽伴奏付きの声楽曲。大規模なものが多い。

第７楽章〈大地讃頌〉を聴き、どのような思いが込められているのかを書こう。

第１～６楽章を聴き、それぞれの楽章で何が描かれているのかを感じ取ろう。

◆T
テンポ
empo d

ディ
i m

マルチャ
arcia：行進曲の速さで　◆M

メスト
esto：悲しげな

1Step

2Step

p.98〈大地讃頌〉
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カ
ン
タ
ー
タ《
土
の
歌
》の
歌
詞
や
曲
全
体
の
構
成
を
理
解
し
、〈
大
地
讃
頌
〉の
合
唱
表
現
に
生
か
そ
う

大
おお

木
き

惇
あつ

夫
お

作詞
佐
さ

藤
とう

眞
しん

作曲混声合唱とオーケストラのためのカンタータ 土の歌

全楽章を通して聴き、カンタータ《土の歌》にどのような思いが込められているのかを話し合おう。

Step①～③を踏まえながら、〈大地讃頌〉の全体における意味や役割を考え、どのように合唱表現に生かし
たらよいかを話し合おう。

●佐藤 眞（1938～　）は、 茨城県生まれの作曲家。東京芸術大学音
楽学部専攻科修了。日本音楽コンクール作曲部門第１位及び特別
作曲賞（1961）、芸術祭賞、トリノ市賞、イタリア賞グランプリ、
芸術祭大賞（1983年、文化庁主催）、下

しも

総
ふさ

皖
かん

一
いち

音楽賞（1990）な
ど多数受賞。主な作品に、混声合唱のための組曲《蔵王》、混声合
唱のための組曲《旅》、オペラ《犀

さい

》などがある。

作曲者 佐
さ
藤
とう
眞
しん
のことば

̶̶大木先生はたいへん朗読が上
手でした。詩が出来上がってくると
ご自身で読んでくださるのですが、
これは見事なものでした。「恩寵」と
か「時計台が崩れる」などという言葉
を大木先生が読むと、実に重厚で独
特な雰囲気と迫力がありました。我々が読むと平凡で平

へい

坦
たん

な感じになってしまうのですが。あの朗読の重みは印
象に強く残っています。
　〈大地讃頌〉は独立した曲として演奏できるようになっ
ているので、そういう取り上げ方をされてももちろんか
まわないのですが、これは、7曲から構成されているカ
ンタータ《土の歌》の最終楽章でもあります。〈地上の祈り〉
が「ジャーン」と終わって、この曲の前奏が「サワサワ」と
鳴り出すわけです。あの「サワサワ」といった感じは、ピ
アノでは出せないので、ピアノ版では全然違う形にした
のです。できればオーケストラ版も聴いていただいて、
そういうところに位置するんだなぁと、７曲全体の中で
の意味や役割を少しでも知っていただければうれしいです。

作詞者 大
おお
木
き
惇
あつ
夫
お
について

　大木惇夫（1895～1977）は、広島
県生まれの詩人、翻訳家、作詞家。
　幼少期からすでにロシア文学など
に親しみ、高校時代には与

よ

謝
さ

野
の

晶
あき

子
こ

、若
わか

山
やま

牧
ぼく

水
すい

、三
み

木
き

露
ろ

風
ふう

の詩に影響
を受けて短歌の創作を始めている。
北
きた

原
はら

白
はく

秋
しゅう

に認められた処女詩集『風・光・木の葉』でデ
ビューした大木は、昭和初期には日本を代表する詩人と
見なされていた。山

やま

田
だ

耕
こう

筰
さく

は、大木の詩に基づく歌曲を
多数書いている。
　太平洋戦争中、大木は陸軍の宣伝班員として徴用され、
ジャワ戦線に送られた。死と直面する戦地で書かれた詩
集『海原にありて歌へる』は熱狂的に支持され、その中の
『戦友別

べっ

盃
ぱい

の歌』は特に多くの人々の感動を呼んだ。戦時
中、求められるままに戦意高揚の詩を発表し続けたこと
により、戦後、大木はジャーナリズムから避けられるこ
ととなる。
　そうした日々の中、大木は子ども向けのラジオドラマ
番組の制作に関わったり、自ら雑誌『詩の座』を刊行した
りした。また、浄土宗増上寺より、経典『六時礼

らい

讃
さん

』の和
訳の依頼を受ける。1962年からは、2年の歳月をかけ
て『キリスト詩伝』の執筆に没頭した。『土の歌』を作詩し
たのもこの頃である。1965年には15番目の詩集となる
『失意の虹』を刊行し、1967年には、紫

し

綬
じゅ

褒
ほう

章
しょう

を受章する。
その後は『釈尊詩伝』の執筆に晩年のほとんどを費やした。

◆t
テンペストーソ

empestoso：嵐のような　◆C
カルマンド

almando：静かな

■カンタータ《土の歌》は、もともとは混声合唱とオーケストラのために1962年に作曲された。後にピアノ伴奏版に編曲され、とりわけ最終
楽章の〈大地讃頌〉 （ p.98）は、合唱コンクールなどで広く歌われるようになった。

3Step

4Step

52 53

What is music?
って何だろう？

興於詩、立於礼、成於楽。

音
楽
は
、人
間
を
完
成
さ
せ
る
も
の
。

AugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfucius
Musica est scientia 

bene modulandi. 

音
楽
と
は
、音
を
良
く
動
か
す
知
識
で
あ
る
。

ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ッ
キ
ン
グ

Music is humanly 
organized sound.

John BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn Blacking

音
楽
は
、人
間
が
組
織
づ
け
た
音
で
あ
る
。

Ryuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi Sakamoto

耳
を
傾
け
る
行
為
が
、音
楽
な
の
で
す
。

Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso 

音
楽
と
は
、至
高
の
言
葉
。

Kengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  Kuma

ヤ
マ
ザ
キ
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リ
漫
画
家

随
筆
家

音
楽
と
は
、言
葉
に
は
置
き
換
え
ら
れ
な
い

感
情
の
辞
書
で
あ
る
。

隈
研
吾
建
築
家

音
楽
と
は
、物
質
と
、身
体
と
の
会
話
で
あ
る
。

Fuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko Kobori

音
楽
と
は
、自
分
を
形
づ
く
る
も
の
。

小
堀
芙
由
子
茶
道
家

音
楽
と
は
、風
の
形
を
し
た

も
う
一つ
の
人
間
の
姿
で
あ
る
。

古
川
日
出
男
作
家

音
楽
と
は
、目
を
閉
じ
て
も
見
え
る
色
彩
を
持
った
、

人
類
の
友
だ
ち
で
す
。
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石
川
佳
純
卓
球
選
手

音
楽
は
、背
中
を
押
し
て
く
れ
る
も
の
。
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椎
名
林
檎
音
楽
家 音

楽
と
は
、耳
か
ら
摂と

る
栄
養
で
す
。
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音楽

p.63 能《高砂》

Music is life. 

音
楽
は
生
命
。

レ
ニ
ス
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

RenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissReniss

p.54 アフリカ熱帯雨林の暮らしにおける音楽
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サ
プ
ト
ノ
ジ
ャ
ワ
ガ
ム
ラ
ン
演
奏
家

Musik adalah seni suara yang 
dilahirkan dari hati dan perasaan, 

disajikan juga untuk hati dan perasaan.

音
楽
は
、心
と
感
情
か
ら
生
ま
れ
、同
じ
く
、

心
と
感
情
の
た
め
に
捧さ

さ

げ
ら
れ
る
、音
の
芸
術
で
す
。

p.56 ガムラン《ランチャラン マニャルセウ》

音
楽
と
は
、笛
の
音
を
使
って

人
の
心
に
人
生
の
足
跡
を
刻
む
こ
と
。

ボ
リ
ス
・
ベ
ル
ナ
ル
イ
タ
ラ
ケ
楽
士
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La música es dejar huella de su paso 

interiormente a través de los sonidos de sikus.
p.58 地球の裏側の音楽を求めて

解説・プロフィール
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幸
弘
能
楽
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音
楽
学
者

社
会
人
類
学
者

音楽って何だろう？───これは他の人に対する問いかけではなく、自分自身への問
いかけである。今はこう思っているが、これからも同じように考えるのだろうか。自
分はこう思っているが、他の人と同じだろうか、それとも異なっているのだろうか。
自分自身と他の人との対話を通して、音楽について考え、そして考える前に共に表現
して体験して、あなた自身の答えを探してほしい。

久
く
保
ぼ
田
た
慶
けい
一
いち
（音楽学者）

p.32音楽って何だろう？① 頭の準備体操
p.54音楽って何だろう？② さまざまな音楽のあり方
p.68音楽って何だろう？③ 音楽の向こう側にあるもの
p.124音楽って何だろう？④ リズムについて

32

山
田
う
ん
振
付
家

ダ
ン
サ
ー

2

4

①主体的・対話的で深い学びの実現 を目指しました。

●�「音楽って何だろう？」という問いかけを出
発点として、主体的な学び、対話的な学び、
深い学びの実現を目指します。



　カンタータ《土の歌》は、〈大地讃
さん
頌
しょう
〉を含む全7楽章からなる混声合唱曲です。　ここでは、混声合唱とオー

ケストラの編成で全曲を聴き、歌詞の内容、音色や響きの特徴、各楽章の関係を理解して、〈大地讃頌〉の
表現に生かしましょう。 ＊カンタータ：合唱などによる器楽伴奏付きの声楽曲。大規模なものが多い。

第７楽章〈大地讃頌〉を聴き、どのような思いが込められているのかを書こう。

第１～６楽章を聴き、それぞれの楽章で何が描かれているのかを感じ取ろう。

◆T
テンポ
empo d

ディ
i m

マルチャ
arcia：行進曲の速さで　◆M

メスト
esto：悲しげな

1Step

2Step

p.98〈大地讃頌〉
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カ
ン
タ
ー
タ《
土
の
歌
》の
歌
詞
や
曲
全
体
の
構
成
を
理
解
し
、〈
大
地
讃
頌
〉の
合
唱
表
現
に
生
か
そ
う

大
おお

木
き

惇
あつ

夫
お

作詞
佐
さ

藤
とう

眞
しん

作曲混声合唱とオーケストラのためのカンタータ 土の歌

全楽章を通して聴き、カンタータ《土の歌》にどのような思いが込められているのかを話し合おう。

Step①～③を踏まえながら、〈大地讃頌〉の全体における意味や役割を考え、どのように合唱表現に生かし
たらよいかを話し合おう。

●佐藤 眞（1938～　）は、 茨城県生まれの作曲家。東京芸術大学音
楽学部専攻科修了。日本音楽コンクール作曲部門第１位及び特別
作曲賞（1961）、芸術祭賞、トリノ市賞、イタリア賞グランプリ、
芸術祭大賞（1983年、文化庁主催）、下

しも

総
ふさ

皖
かん

一
いち

音楽賞（1990）な
ど多数受賞。主な作品に、混声合唱のための組曲《蔵王》、混声合
唱のための組曲《旅》、オペラ《犀

さい

》などがある。

作曲者 佐
さ
藤
とう
眞
しん
のことば

̶̶大木先生はたいへん朗読が上
手でした。詩が出来上がってくると
ご自身で読んでくださるのですが、
これは見事なものでした。「恩寵」と
か「時計台が崩れる」などという言葉
を大木先生が読むと、実に重厚で独
特な雰囲気と迫力がありました。我々が読むと平凡で平

へい

坦
たん

な感じになってしまうのですが。あの朗読の重みは印
象に強く残っています。
　〈大地讃頌〉は独立した曲として演奏できるようになっ
ているので、そういう取り上げ方をされてももちろんか
まわないのですが、これは、7曲から構成されているカ
ンタータ《土の歌》の最終楽章でもあります。〈地上の祈り〉
が「ジャーン」と終わって、この曲の前奏が「サワサワ」と
鳴り出すわけです。あの「サワサワ」といった感じは、ピ
アノでは出せないので、ピアノ版では全然違う形にした
のです。できればオーケストラ版も聴いていただいて、
そういうところに位置するんだなぁと、７曲全体の中で
の意味や役割を少しでも知っていただければうれしいです。

作詞者 大
おお
木
き
惇
あつ
夫
お
について

　大木惇夫（1895～1977）は、広島
県生まれの詩人、翻訳家、作詞家。
　幼少期からすでにロシア文学など
に親しみ、高校時代には与

よ

謝
さ

野
の

晶
あき

子
こ

、若
わか

山
やま

牧
ぼく

水
すい

、三
み

木
き

露
ろ

風
ふう

の詩に影響
を受けて短歌の創作を始めている。
北
きた

原
はら

白
はく

秋
しゅう

に認められた処女詩集『風・光・木の葉』でデ
ビューした大木は、昭和初期には日本を代表する詩人と
見なされていた。山

やま

田
だ

耕
こう

筰
さく

は、大木の詩に基づく歌曲を
多数書いている。
　太平洋戦争中、大木は陸軍の宣伝班員として徴用され、
ジャワ戦線に送られた。死と直面する戦地で書かれた詩
集『海原にありて歌へる』は熱狂的に支持され、その中の
『戦友別

べっ

盃
ぱい

の歌』は特に多くの人々の感動を呼んだ。戦時
中、求められるままに戦意高揚の詩を発表し続けたこと
により、戦後、大木はジャーナリズムから避けられるこ
ととなる。
　そうした日々の中、大木は子ども向けのラジオドラマ
番組の制作に関わったり、自ら雑誌『詩の座』を刊行した
りした。また、浄土宗増上寺より、経典『六時礼

らい

讃
さん

』の和
訳の依頼を受ける。1962年からは、2年の歳月をかけ
て『キリスト詩伝』の執筆に没頭した。『土の歌』を作詩し
たのもこの頃である。1965年には15番目の詩集となる
『失意の虹』を刊行し、1967年には、紫

し

綬
じゅ

褒
ほう

章
しょう

を受章する。
その後は『釈尊詩伝』の執筆に晩年のほとんどを費やした。

◆t
テンペストーソ

empestoso：嵐のような　◆C
カルマンド

almando：静かな

■カンタータ《土の歌》は、もともとは混声合唱とオーケストラのために1962年に作曲された。後にピアノ伴奏版に編曲され、とりわけ最終
楽章の〈大地讃頌〉 （ p.98）は、合唱コンクールなどで広く歌われるようになった。

3Step

4Step
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What is music?
って何だろう？

興於詩、立於礼、成於楽。

音
楽
は
、人
間
を
完
成
さ
せ
る
も
の
。

AugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusAugustinusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfuciusConfucius
Musica est scientia 

bene modulandi. 

音
楽
と
は
、音
を
良
く
動
か
す
知
識
で
あ
る
。

ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ッ
キ
ン
グ

Music is humanly 
organized sound.

John BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn BlackingJohn Blacking

音
楽
は
、人
間
が
組
織
づ
け
た
音
で
あ
る
。

Ryuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi SakamotoRyuichi Sakamoto

耳
を
傾
け
る
行
為
が
、音
楽
な
の
で
す
。

Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso Yukihiro Isso 

音
楽
と
は
、至
高
の
言
葉
。

Kengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  KumaKengo  Kuma

ヤ
マ
ザ
キ
マ
リ
漫
画
家

随
筆
家

音
楽
と
は
、言
葉
に
は
置
き
換
え
ら
れ
な
い

感
情
の
辞
書
で
あ
る
。

隈
研
吾
建
築
家

音
楽
と
は
、物
質
と
、身
体
と
の
会
話
で
あ
る
。

Fuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko KoboriFuyuko Kobori

音
楽
と
は
、自
分
を
形
づ
く
る
も
の
。

小
堀
芙
由
子
茶
道
家

音
楽
と
は
、風
の
形
を
し
た

も
う
一つ
の
人
間
の
姿
で
あ
る
。

古
川
日
出
男
作
家

音
楽
と
は
、目
を
閉
じ
て
も
見
え
る
色
彩
を
持
った
、

人
類
の
友
だ
ち
で
す
。

Kasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi IshikawaKasumi Ishikawa

石
川
佳
純
卓
球
選
手

音
楽
は
、背
中
を
押
し
て
く
れ
る
も
の
。

Sheena RingoSheena RingoSheena RingoSheena RingoSheena RingoSheena RingoSheena RingoSheena RingoSheena RingoSheena RingoSheena RingoSheena RingoSheena RingoSheena RingoSheena RingoSheena RingoSheena RingoSheena RingoSheena RingoSheena RingoSheena RingoSheena RingoSheena Ringo

椎
名
林
檎
音
楽
家 音

楽
と
は
、耳
か
ら
摂と

る
栄
養
で
す
。

Mari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiMari YamazakiUn YamadaUn YamadaUn YamadaUn YamadaUn YamadaUn YamadaUn YamadaUn YamadaUn YamadaUn YamadaUn YamadaUn YamadaUn YamadaUn YamadaUn YamadaUn YamadaUn YamadaUn Yamada Hideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo FurukawaHideo Furukawa

音楽

p.63 能《高砂》

Music is life. 

音
楽
は
生
命
。

レ
ニ
ス
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

RenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissRenissReniss

p.54 アフリカ熱帯雨林の暮らしにおける音楽

SaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptonoSaptono

サ
プ
ト
ノ
ジ
ャ
ワ
ガ
ム
ラ
ン
演
奏
家

Musik adalah seni suara yang 
dilahirkan dari hati dan perasaan, 

disajikan juga untuk hati dan perasaan.

音
楽
は
、心
と
感
情
か
ら
生
ま
れ
、同
じ
く
、

心
と
感
情
の
た
め
に
捧さ

さ

げ
ら
れ
る
、音
の
芸
術
で
す
。

p.56 ガムラン《ランチャラン マニャルセウ》

音
楽
と
は
、笛
の
音
を
使
って

人
の
心
に
人
生
の
足
跡
を
刻
む
こ
と
。

ボ
リ
ス
・
ベ
ル
ナ
ル
イ
タ
ラ
ケ
楽
士

Boris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal MansillaBoris Bernal Mansilla
La música es dejar huella de su paso 

interiormente a través de los sonidos de sikus.
p.58 地球の裏側の音楽を求めて

解説・プロフィール

孔
子
思
想
家

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
哲
学
者

坂
本
龍
一
音
楽
家

一
噌
幸
弘
能
楽
師

音
楽
学
者

社
会
人
類
学
者

音楽って何だろう？───これは他の人に対する問いかけではなく、自分自身への問
いかけである。今はこう思っているが、これからも同じように考えるのだろうか。自
分はこう思っているが、他の人と同じだろうか、それとも異なっているのだろうか。
自分自身と他の人との対話を通して、音楽について考え、そして考える前に共に表現
して体験して、あなた自身の答えを探してほしい。

久
く
保
ぼ
田
た
慶
けい
一
いち
（音楽学者）

p.32音楽って何だろう？① 頭の準備体操
p.54音楽って何だろう？② さまざまな音楽のあり方
p.68音楽って何だろう？③ 音楽の向こう側にあるもの
p.124音楽って何だろう？④ リズムについて
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①主体的・対話的で深い学びの実現 を目指しました。

他にも……
●�教材を深く理解するための資料を適切に配置し、音楽的な深い学びを
促します。

　例：教科書 p.40-41〈菩提樹〉

●�ある音楽についての理解を深めるとともに、その音楽が生まれた社会
のあり方についても学び、深い学びを促します。

　例：教科書 p.56-57 ガムラン《ランチャラン マニャルセウ》

（教科書p.2-3)

（教科書p.50-51)

（教科書p.52-53)

●●�どの部分に注目して学習を進めたらよいのか、話し
合ったらよいのかを具体的に示し、主体的・対話的
な学びを促します。



6

②�生活や社会の中の音や音楽の働き、音楽文化についての理解を
　深める学習の充実を目指しました。

息
子
と
別
れ
て
く
れ

愛し合う

庇
ひ

護
ご

ヴィオレッタ アルフレード

ジェルモンドゥフォール男
だん
爵
しゃく

息子

父親

ヴィオレッタ

だん

　オペラ《椿姫》は、19世紀に活躍したイタリアの作曲家ジュゼッペ･ヴェルディの代表作です。19世紀半ばのパ
リを舞台にした、社交界で人気のあった娼

しょう
婦
ふ
と青年の恋の悲劇です。ヴェルディが描こうとした登場人物の心情

や、当時の社会背景を理解して、オペラならではの表現を感じ取りましょう。

●主な登場人物

　第１幕では、宴の喜びを歌い上げると同時に、

恋人たちの出会いの歌にもなっている曲の魅力を

感じ取りましょう。

■オペラ《椿姫》は、1853年に発表されたヴェルディの18作目のオペラ。原作はフランスの作家アレクサンドル・デュマ＝フィス（1824～1895）
の小説及び戯曲『椿姫』（1848年出版）で、ヴェルディのオペラの台本を多く手がけているフランチェスコ・マリア＝ピアーヴェが台本を書いた。
全３幕からなる。

● ジュゼッペ・ヴェルディ Giuseppe Verdi (1813～1901)は、イタリアオペラを代表する作曲家の一人で、歌手の歌合戦状態だったイタリア 
オペラを、生身の人間の感情を描写する音楽によるドラマへと変えた作曲家。３作目のオペラ《ナブッコ》（1842年初演）で大成功を収め、半世紀
以上オペラ界の第一線で活躍した。代表作に《リゴレット》《アイーダ》《オテッロ》などがある。晩年は慈善活動にも熱心に取り組み、私財を投じ
て音楽家のための老人ホーム「音楽家のための憩いの家」を建てた。

　《椿姫》の原題《La traviata》は、「道を誤った女」という意味である。女と
しての道を外れた女、つまり娼婦が主人公であることを暗示している。
　当時の結婚は、親が決めて家同士でするもので、身分違いの結婚は許され
なかった。娼婦はほぼ全員が身分の低い階層の出身だったので、親としては
許すわけにはいかない。《椿姫》のテーマは、原作者のデュマ＝フィスにとっ
ても作曲したヴェルディにとっても、身近であった。デュマ＝フィスは実際
にパリの有名娼婦と恋愛し、彼女が結核で亡

な

くなった後に、自分の体験を美
化して小説にしており、ヴェルディも作曲当時、かつて複数の男性との間に
何人もの私生児をもうけた元ソプラノ歌手と恋愛し、そのことで生まれ故郷
のイタリアの田舎町では白い目で見られていたからである。

《ラ トラヴィアータ》＝道を誤った女

　アルフレードのもとを去り、以前のパトロン、ドゥ

フォール男爵と一緒になったヴィオレッタ。アルフレー

ドは２人が夜会に行くことを知り、その場に駆けつけま

す。彼女の態度を誤解したアルフレードは、皆の前で金

を投げつけ、彼女を侮辱します。ヴィオレッタは絶望し

ますが、ジェルモンとの約束で真実を打ち明けることが

できません。

　悲しみに暮れるヴィオレッタは、アルフレードへの愛

を歌い始めます。彼女に同情する一同、軽率なふるまい

を後悔するアルフレード、ヴィオレッタの心の中を思い

やるジェルモン、皆がそれぞれの思いを同時に歌います。

大勢が一度に自分の気持ちを表現するというオペラなら

ではの表現を、じっくり味わいましょう。

ヴィオレッタ：パリの高級娼婦

アルフレード：ブルジョワ階級の真面目な青年

ジェルモン：アルフレードの父、世間体を気にする頑固親
おや
父
じ

ドゥフォール男爵：ヴィオレッタのパトロン

●第２幕フィナーレ～それぞれの思い～

　ジェルモンが、息子と別れるようヴィオレッタを説得する長大な二

重唱。ジェルモンの態度は身勝手に見えますが、当時の結婚は家同士

でするものであり、娼婦と結婚することは社会的に許されなかったの

です。ヴィオレッタもそのことは理解しており、自分の愛を諦めます。

２人の二重唱から、それぞれの心情がどのように表現されているか感

じ取りましょう。

●第２幕から〈神様は私に、天使のような娘を〉

●第１幕から〈乾杯の歌〉  p.88

《椿姫》のモデルとなったマリー・デュプレシ（1824～1847）
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その時は　神があなたを後悔からお救いくださいますよう

彼女を避けようとしたが　できなかった

彼女は彼を愛している　私にはわかっている

彼女を侮辱することは

あなたはここでは　友人たちに囲まれているのです

私は命絶えても　あなたを愛し続けます

怒りをぶちまけてしまった今怒りに駆られて　ここに来てしまった　

けれど残酷なことに　黙っていなければならないのだ

君は　この見返りを受けることになるだろう

僕はとてもみじめだ

ここにいる皆を侮辱することだ 私も君の傲慢さを　叩きのめしてやる

皆　あなたの味方です

日本語訳：加藤浩子
※合唱はバスパート省略

東京二期会オペラ劇場
《椿姫》から

東京二期会オペラ劇場 《椿姫》から

東京二期会オペラ劇場 《椿姫》から

　19世紀半ばのパリ。ヴィオレッタは人気の高級娼婦だが、日々

遊び暮らす生活で不治の病にかかっていた。

　そんな彼女に、青年アルフレードは真心のこもった愛を打ち明け

る。ヴィオレッタは夜の世界から身を引き、パリの郊外で彼と同
どう

棲
せい

を始める。そこへアルフレードの父ジェルモンが現れ、世間体に差

しさわるから別れてくれと迫る。ヴィオレッタは泣く泣くジェルモ

ンの説得を受け入れ、理由を告げずにアルフレードのもとを去った。

突然の絶縁状に怒り驚くアルフレードは、夜会の場で彼女を侮辱する。

　やがて、父から真実を知らされたアルフレードは、ヴィオレッタ

のもとへ駆けつけるが、彼女の病は進み、やがて息を引き取る。
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　日本から飛行機を2回乗り継ぎ、40時間かけて到着したのは、ボリビアの中心都
市ラパス。標高が3700mで空気が薄くて息が苦しい。こんなところで笛を吹いた
らすぐに息が切れてしまう気がする…。街で見つけた楽器屋さんで、「イタラケを
見に行きたい」と、何度も練習して覚えたスペイン語で伝えると、「チチカカ湖方面
行きのバスへ乗れ」と言われた。

　出発から5時間半後、村に到着。出会った村の人に今回の旅の目的を話すと、最
初はびっくりしていたけれど、温かく迎えてくれた。すぐにでも音楽が聴きたかっ
たが、イタラケは年に数回のお祭りの日にしか演奏しないとのこと。残念に思った
のもつかの間、何とちょうど2日後が、そのお祭りの日だった！お祭りの日まで、
村に1つしかない学校の教室に泊めてもらえることになった。

　その晩、村の人がスープを作ってごちそうしてくれた。
あまりにもおいしいので、何のスープか尋ねると、 答え
はチューニョのスープ！どうやら「チューニョ」とは冷凍
乾燥ジャガイモのことらしい。一度、冷凍乾燥させたジャ
ガイモに花は咲かない。バスで聴いたあの歌は、悲しく、
何ともやり切れない歌だったのだ。

　飛び乗ったバスは何と日本製の中古
車で、チチカカ湖沿岸を進んでいく。
途中からデコボコの砂利道になり、と
ても揺れた。車内では音楽が流れてい
て、運転手にタイトルを尋ねると、 恋
人が戻ってこない悲しみを歌った
《チューニョの花が咲く頃に》という歌
とのこと。「チューニョの花」ってどん
な花だろう?

地球の裏側の音楽を求めて～ボリビア～地
域
の
風
土
や
生
活
、
文
化
や
伝
統
と
、
そ
れ
ら
が
育
ん
だ
音
楽
と
の
関
わ
り
を
理
解
し
、
音
楽
的
視
野
を
広
げ
よ
う

　大学1年生の夏、世界の音楽について調
べていたとき、地球の裏側の南米ボリビア
にイタラケという音楽があるのを知った。
長さの違う葦

あし
を束ねた管楽器のシークと、

丸太をくりぬきヤギの革を張った打楽器の
ボンボで演奏されるらしい。楽士たちはボ
ンボを肩から掛け、シークを手に持って同
時に演奏し、人々はそれに合わせて踊ると
いう。インターネットで動画を見て、どう
しても生のイタラケに触れたくなり、実際
に行ってみることにした。

　村をぶらぶらしていると、シークを作っている人が！演奏を
する人は、みんな自分でシークを作るそうだ。シークは、楽隊
の一番偉い人が持っているシーク用のものさしを基準にして長
さを決める。「この長さがぴったり合わないと、音程がずれて、
音楽がきれいに響かなくなる」と教えてくれた。そして、完成
した楽器は、音楽の精霊が住むという洞窟のそばで、夜通し演
奏することで命を吹き込む

4 4 4 4 4 4

必要があるのだそうだ。

　ついにお祭り当日！まずは近くの山に、重いボンボをかついで登り、頂上
でかがり火を焚

た
いて儀式を行う。このときに演奏される音楽は、どこか荘

そう
厳
ごん

な感じがした。村の人の言葉が全部分かったわけではないが、その年のジャ
ガイモの豊作を祈っていたようだ。頂上から眺めるアンデス高原はとても広
大で、遠いところまで来たなぁ、という感慨があった。しかし一方で、火を
見ていると、何となく日本のお盆を思い出したりして…。
　山を下りて会場を村の広場に移すと、人の多さにびっくり！周りの村々か
らもたくさん来ているらしい。ここでの音楽は、儀式のときよりもずいぶん
にぎやかな感じがした。聴いていると、リズムが「訛

なま
っている」ようでちょっ

とおもしろい。不思議に思いつつも、誘われるがままに一緒に踊ってみると、
音楽がステップによく合って、とても心地よく感じられる。言葉ではうまく
言えないけれど、「なるほど、そういうことか」と体で理解することができた。
ここでは、老

ろう
若
にゃく
男
なん
女
にょ
、みんなとても楽しんでいた。

シークとボンボ

お祭りに向けてシークを作る村人

不思議なリズム

↑のところを少し急いだ感じで演奏
しているのが、何とも言えない味わ
い深さをつくり出している。

演奏しながら頂上に向かう人々

踊りながら楽しむ人々

1970年代の写真

最後に村のみんなと…（筆者は後列左から４人目） 

チチカカ湖にて（筆者）

ボリビアまでの道のり

中心都市ラパスの風景

市場で見つけたチューニョ

ヤギ

葦

隣の国（ペルー）から旅人
が来ることはときどきあ
るけれど、日本から来る
人は珍しい！

　お祭りの翌日、村の人たちにお別れを言いに行くと、村の人た
ちは口々に「また来年もお祭りのときにぜひ来てくれ」と言ってく
れた。村長は、古い写真を取り出して、「これは私の父が若かっ
たときの写真だよ。この時代から、本当にごく最近まで、イタラ
ケの音楽は下等な文化と言われて差別され、私たち自身も自分た
ちの音楽に誇りをもてなかったんだ。だから、遠いアジアから君
のような人が来てくれてとても嬉

うれ
しかったよ、ありがとう」と言っ

た。そして「プレゼントだよ」と言って、1枚のDVDをくれた。「最
近みんなで撮影したんだ。インターネットでも見られるけどね。
時代も変わったよ」 と笑った。ラパスに戻ってからその DVDを
見てみると、 それはまさにこの旅のきっかけになった映像だった！

・
イ
タ
ラ
ケ
の
お
祭
り

・
音
楽
旅
行
記
を
つ
く
ろ
う

音楽旅行記

ボンボ

シーク

↑ ↑ ↑ ↑

日本 ロサンゼルス

リマ
ラパス

ボリビア

１日目

《チューニョの花が咲く頃に》

２日目

３日目

ヤギ

相
あい

田
だ

豊
ゆたか

大学生（当時）

※これは実体験に基づいて書かれた旅行記です。

●�それぞれの音楽が、生活や社会の中でどのような意義や
役割をもっているかを学び、音楽的視野を広げます。
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②�生活や社会の中の音や音楽の働き、音楽文化についての理解を
　深める学習の充実を目指しました。

息
子
と
別
れ
て
く
れ

愛し合う

庇
ひ

護
ご

ヴィオレッタ アルフレード

ジェルモンドゥフォール男
だん
爵
しゃく

息子

父親

ヴィオレッタ

だん

　オペラ《椿姫》は、19世紀に活躍したイタリアの作曲家ジュゼッペ･ヴェルディの代表作です。19世紀半ばのパ
リを舞台にした、社交界で人気のあった娼

しょう
婦
ふ
と青年の恋の悲劇です。ヴェルディが描こうとした登場人物の心情

や、当時の社会背景を理解して、オペラならではの表現を感じ取りましょう。

●主な登場人物

　第１幕では、宴の喜びを歌い上げると同時に、
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■オペラ《椿姫》は、1853年に発表されたヴェルディの18作目のオペラ。原作はフランスの作家アレクサンドル・デュマ＝フィス（1824～1895）
の小説及び戯曲『椿姫』（1848年出版）で、ヴェルディのオペラの台本を多く手がけているフランチェスコ・マリア＝ピアーヴェが台本を書いた。
全３幕からなる。
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な

くなった後に、自分の体験を美
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解
し
、
音
楽
的
視
野
を
広
げ
よ
う

　大学1年生の夏、世界の音楽について調
べていたとき、地球の裏側の南米ボリビア
にイタラケという音楽があるのを知った。
長さの違う葦

あし
を束ねた管楽器のシークと、

丸太をくりぬきヤギの革を張った打楽器の
ボンボで演奏されるらしい。楽士たちはボ
ンボを肩から掛け、シークを手に持って同
時に演奏し、人々はそれに合わせて踊ると
いう。インターネットで動画を見て、どう
しても生のイタラケに触れたくなり、実際
に行ってみることにした。

　村をぶらぶらしていると、シークを作っている人が！演奏を
する人は、みんな自分でシークを作るそうだ。シークは、楽隊
の一番偉い人が持っているシーク用のものさしを基準にして長
さを決める。「この長さがぴったり合わないと、音程がずれて、
音楽がきれいに響かなくなる」と教えてくれた。そして、完成
した楽器は、音楽の精霊が住むという洞窟のそばで、夜通し演
奏することで命を吹き込む

4 4 4 4 4 4

必要があるのだそうだ。

　ついにお祭り当日！まずは近くの山に、重いボンボをかついで登り、頂上
でかがり火を焚

た
いて儀式を行う。このときに演奏される音楽は、どこか荘

そう
厳
ごん

な感じがした。村の人の言葉が全部分かったわけではないが、その年のジャ
ガイモの豊作を祈っていたようだ。頂上から眺めるアンデス高原はとても広
大で、遠いところまで来たなぁ、という感慨があった。しかし一方で、火を
見ていると、何となく日本のお盆を思い出したりして…。
　山を下りて会場を村の広場に移すと、人の多さにびっくり！周りの村々か
らもたくさん来ているらしい。ここでの音楽は、儀式のときよりもずいぶん
にぎやかな感じがした。聴いていると、リズムが「訛

なま
っている」ようでちょっ

とおもしろい。不思議に思いつつも、誘われるがままに一緒に踊ってみると、
音楽がステップによく合って、とても心地よく感じられる。言葉ではうまく
言えないけれど、「なるほど、そういうことか」と体で理解することができた。
ここでは、老

ろう
若
にゃく
男
なん
女
にょ
、みんなとても楽しんでいた。

シークとボンボ

お祭りに向けてシークを作る村人

不思議なリズム

↑のところを少し急いだ感じで演奏
しているのが、何とも言えない味わ
い深さをつくり出している。

演奏しながら頂上に向かう人々

踊りながら楽しむ人々

1970年代の写真

最後に村のみんなと…（筆者は後列左から４人目） 

チチカカ湖にて（筆者）

ボリビアまでの道のり

中心都市ラパスの風景

市場で見つけたチューニョ

ヤギ

葦

隣の国（ペルー）から旅人
が来ることはときどきあ
るけれど、日本から来る
人は珍しい！

　お祭りの翌日、村の人たちにお別れを言いに行くと、村の人た
ちは口々に「また来年もお祭りのときにぜひ来てくれ」と言ってく
れた。村長は、古い写真を取り出して、「これは私の父が若かっ
たときの写真だよ。この時代から、本当にごく最近まで、イタラ
ケの音楽は下等な文化と言われて差別され、私たち自身も自分た
ちの音楽に誇りをもてなかったんだ。だから、遠いアジアから君
のような人が来てくれてとても嬉

うれ
しかったよ、ありがとう」と言っ

た。そして「プレゼントだよ」と言って、1枚のDVDをくれた。「最
近みんなで撮影したんだ。インターネットでも見られるけどね。
時代も変わったよ」 と笑った。ラパスに戻ってからその DVDを
見てみると、 それはまさにこの旅のきっかけになった映像だった！

・
イ
タ
ラ
ケ
の
お
祭
り

・
音
楽
旅
行
記
を
つ
く
ろ
う

音楽旅行記

ボンボ

シーク

↑ ↑ ↑ ↑

日本 ロサンゼルス

リマ
ラパス

ボリビア

１日目

《チューニョの花が咲く頃に》

２日目

３日目

ヤギ

相
あい

田
だ

豊
ゆたか

大学生（当時）

※これは実体験に基づいて書かれた旅行記です。

（教科書p.44-45)

（教科書p.58-59)

他にも……
●�社会にメッセージを投げかける楽曲の学習を通して、音楽のもつ働き
についての理解を深めます。

　例：教科書 p.10-11《魔法みたいに》

●�世界各地のさまざまな音楽のあり方に触れ、「音楽とは何か」について
考えを深めます。

　例：教科書 p.54-55「音楽って何だろう？②さまざまな音楽のあり方」

●�●�作品が生まれた当時の社会の価値観に触れ、
音楽の文化的・歴史的背景について深く理解
し、充実した鑑賞活動につなげます。
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③生きて働く「知識・技能」の習得 を目指しました。

解
説
・
演
奏

Gのコードを弾いたとき

（ミ）（ラ）（レ） （ミ）（ソ）（シ）

第
６
弦

第
５
弦

第
４
弦

第
３
弦

第
２
弦

第
１
弦

ABCDEFG

左手右手

慣れてきたら、ベース
ラインと和音を１人で
弾こう。

フレット
フレット

3：第１弦３フレット
0：第２弦開放
0：第３弦開放

第６弦３フレット

第１弦
第２弦
第３弦
第４弦
第５弦
第６弦

細（高）

太（低）

22 23

メロディー、和音、ベースライン、それぞれのパートを練習しながら、ギターの基本的な奏法を学びましょう。
また、コードの弾き方を身に付け、弾き語りに挑戦しましょう。

メロディー

和　音

ベースライン

フレットのすぐ近くを押さえ、
手首が反らないようにしましょう。

フレット

第
６
弦

第
５
弦

第
４
弦

第
３
弦

第
２
弦

第
１
弦

G

D7

C

開放弦の音

pima

右手の指記号

●ベースラインを弾こう
・ベースラインに使われている音と左手のポジションを右に示しています。
・低い音から順番に弾き、左手のポジションをしっかり覚えましょう。
・第6弦から第4弦を、右手の の指で弾きましょう。

●メロディーを弾こう
・メロディーに使われている音と左手のポジションを右に示しています。
・低い音から順番に弾き、左手のポジションをしっかり覚えましょう。
・ポジションを覚えたら、メロディーの練習をしましょう。
・右手は、 と の指を交互に使いましょう。

・下の楽譜で左手のポジションを確認しながら、和音を練習しましょう。
・第3弦から第1弦を、右手の 、 、 の指で弾きましょう。

●和音を弾こう

演奏 ポイントの 2

・ ギターを弾くためには、正確なチューニングが欠かせません。
　右の図を参考にして、チューナーなどを使って正確にチューニングしましょう。
・ よい姿勢で演奏することも重要です。
　左ページの構え方を参考に、リラックスできる姿勢で演奏しましょう。

左手の指番号

サウンドホール

クラシックギターの構え方

演奏の準備

Challenge

Challenge

メロディー、ベースライン、和音の各パートに分かれて合奏しよう。

●コードで弾こう
・下のダイヤグラムを見て、G、D7、Cのコードのポジションを覚えましょう。

第
６
弦

第
５
弦

第
４
弦

第
３
弦

第
２
弦

第
１
弦

G

D7

C

D7

第
６
弦

第
５
弦

第
４
弦

第
３
弦

第
２
弦

第
１
弦

G

D7

C

C

第
６
弦

第
５
弦

第
４
弦

第
３
弦

第
２
弦

第
１
弦

G

D7

C

G

○…開放弦　❶…押さえる位置（中の数字は左手の指番号）　×…弾かない弦

左ページの楽譜を見て、コードを弾きながら歌おう。

・ 下のパターンを繰り返して、左手の
ポジション移動を練習しましょう。

・右手の の指で弾きましょう。

●タブ（TAB）譜の読み方
ギターの演奏には、タブ譜と呼ばれ
る記譜法がよく使われる。横の線は
楽器の各弦を表し、数字は押さえる
フレット番号を示している。音の長さ
などは五線譜と同じように表される。

p.118《いつも何度でも》

フレット番号

ギ
タ
ー
の
基
本
的
な
奏
法
を
学
び
、
各
パ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
工
夫
し
よ
う

Happy Birthday To You P.S.ヒル、M.J.ヒル作詞・作曲
苣
ちさ

木
き

宏
ひろ

幸
ゆき

編曲

●�楽器の基本的な奏法を身に付けるために、無理な
く楽しみながら取り組める楽曲を厳選しました。

（教科書p.22-23)

（教科書p.128-129)

20
世
紀
以
降
の
音
楽
は
、
世
界
規
模
で
展
開
し
ま
す
。
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
に
よ
る
音
楽
作
品
が
生
み
出
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
音
楽
の
価
値
観
が
飛
躍
的
に
多
様
化
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
近
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
い
っ
た
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
や
普
及
に
よ
っ
て
、

従
来
に
な
い
音
楽
の
楽
し
み
方
が
私
た
ち
に
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

19世紀末には、ロマン派までの芸術思想とは異なる
考え方が生まれます。
　最初の動きは「印象主義」といわれ、フランスのドビュッ
シーに代表されるように、外界のイメージから喚起され
る心情を表現します。ドビュッシーの《海》では、一日の
間に刻々と変化する海の情景がオーケストラの多彩な音
色によって描写されます。さらに各楽章には海の様子を
暗示するタイトルも付けられました。
　1910年頃からドイツを中心に、人の内面に秘められ
た感情（不安、恐怖、陶酔、幻想など）を表現する「表現
主義」の動きが広まります。シェーンベルクの《月に憑

つ
か

れたピエロ》はその代表的な作品で、歌と朗読の中間の
ような歌唱法を用いることで詩の内面を表現しています。

19
世
紀
末
〜

現代の始まり

新しい作曲法

ドビュッシー作曲　《海》の楽譜の表紙
1905年にパリで出版された楽譜には、
『富

ふ
嶽
がく
三十六景』（葛

かつ
飾
しか
北
ほく
斎
さい
画）の『神奈川

沖
おき
浪
なみ
裏
うら
』に似た絵柄が使われた。この時

代のパリでは、日本文化が好まれブーム
となっていた。

武満 徹作曲　《ノヴェンバー ステップス》の演奏
日本の伝統楽器の琵

び
琶
わ
と尺

しゃく
八
はち
が独奏するオーケストラ曲。

ピアノの弦と弦の間にゴムや木片、ねじくぎを
差し込み、新しい響きをつくっているケージ。

テルミンやオンド マルトノといった第二次世界大戦前に開発された
電子楽器は、作曲家に新しい創作を促しました。戦後になると電子技術
がめざましく発達し、シンセサイザーや録音技術が確立されました。そ
れとともに電子的に発生させた音やノイズを録音し、それらを加工した
り編集したりして作品をつくる方法も考案されました。

新しい電子の音

これまで音楽に用いることのなかった音素材を用いて、作曲家は作品
を構成するようになります。日常の音や雑音を録音して用いた音楽は「具
体音楽」といわれ、シェフェール（1910～1995）の作品が知られています。
　ケージは、ピアノに細工（右上の写真）することによって音色を変化さ
せた「プリペアード ピアノ」の作品を書きました。
　またカウエル（1897～1965）のピアノ曲では、ある音域内の全ての音を
同時に鳴らす「トーン クラスター」と呼ばれる技法が用いられています。

現
代

新しい音素材

▶ドビュッシー Claude Debussy
(1862～1918)　フランスの作曲家。
中世の音階や五音音階を用いて、それま
での音楽の響きから脱却した「印象主義」
の音楽によって近代音楽の扉を開いた。
主な作品：管弦楽曲《海》、
　　　　　ピアノ曲《ベルガマスク組曲》

多くの新しい音楽のスタイルがいろいろと試みられてきた20世紀には、同じスタイル
を生涯貫き通す作曲家もいれば、ストラヴィンスキーやラヴェルのように作品のスタイル
を変化させる作曲家もいました。ストラヴィンスキーの《春の祭典》は、初演時に大騒動
が起こるほど、強烈で斬新な響きとリズムが特徴で、「原始主義」の音楽を代表する作品
です。しかしその後の《プルチネッラ》では形式感が明確になり、「新古典主義」の作品とな
ります。アメリカに移住後はジャズのスタイルを取り入れた作品もつくっています。
　ラヴェルの《水の戯

たわむ
れ》は、ピアノの多彩な響きを用いた印象主義的な作品として知られ

ています。一方で《ボレロ》は、ラヴェルゆかりのスペインの民族舞踊の要素を取り入れた
作品として知られています。

さまざまなスタイルの曲をつくった作曲家

▶ストラヴィンスキー Igor Stravinsky
(1882～1971)　ロシアの作曲家で後にアメリ
カに亡命。
フランスで活躍した時期に書いた「原始主義」「新
古典主義」の作品だけでなく、アメリカ移住後は、
それまで否定してきた「12音技法」を用いた作
品を残した。
主な作品：バレエ音楽《春の祭典》《プルチネッラ》、
　　　　　協奏曲《エボニー コンチェルト》

▶ラヴェル Maurice Ravel 
(1875～1937)　フランスの作曲家（フ
ランス南西部のスペインに近いバスク地
方の生まれ）。
古典主義的な表現を貫きながらも、洗練
された書法や巧みな管弦楽法により、多
彩な音色の作品を多く残した。
主な作品：ピアノ曲《水の戯れ》、
　　　　　バレエ音楽《ボレロ》

20世紀初頭には、主音や調を感じさせない作品が登場します。その中でシェーンベル
クはオクターヴ内の12音全てを同等に扱う「12音技法」を確立しました。この12音技法
は多くの作曲家に影響を与え、やがて12音だけでなくリズムや強弱のパターンなどにも
その技法が応用されるようになり、「総音列主義」といわれる作曲法が生み出されました。

新しい音楽観

1950年代には、伝統的な音楽作品の在り方を覆
くつがえ
す方法が生まれます。ケー

ジは作曲や演奏の際に、楽曲の素材や部分の選択を積極的に偶然に任せまし
た。これを「偶然性の音楽」といいます。作曲家は作品として完成したものを
事前に示すのではなく、演奏される度に偶然に変化する一回限りの音楽に新
しい美を見いだしました。
　60年代に登場した「ミニマル ミュージック」は、極めて短い単純な音型を
執
しつ
拗
よう
に繰り返す音楽で、既成の形式や構造の枠にとらわれない新しい音楽で

した。

　明治時代には音楽家や音楽教員を養成するために東京音楽
学校（現在の東京芸術大学音楽学部）が設立され、西洋音楽を
中心とした音楽教育や音楽活動が展開されました。
戦前に活躍した作曲家としては、滝

たき
廉
れん
太
た
郎
ろう
（1879～1903）や

山
やま
田
だ
耕
こう
筰
さく
（1886～1965）が挙げられます。また戦後には武

たけ
満
みつ

徹
とおる

などの国際的に評価される作曲家も誕生します。演奏の分野
でも、指揮者の小

お
澤
ざわ
征
せい
爾
じ
をはじめ、多くの日本人が世界で活

躍しています。

日本のクラシック音楽の開花

▶ケージ John Cage
(1912～1992)　アメリカの作曲家。
1940年代のプリペアード ピアノ、50
年代の偶然性の音楽や図形楽譜など、
ヨーロッパの伝統的音楽観からの脱却
を主張した。彼は絶えず実験的創作を
試みるなど、その活動は常に注目され、
第二次世界大戦後の音楽界に衝撃を与
えた。
主な作品： 《危険な夜》　　　　　　　

《4分33秒》 p.33

▶シェーンベルク Arnold Schönberg
(1874～1951)　オーストリアの作曲家で後に
アメリカに亡命。
「12音技法」による調性に頼らない音楽を作曲し、
第二次世界大戦後の現代音楽の展開に大きな影
響を与えた。
主な作品：連作歌曲集《月に憑かれたピエロ》、
　　　　　《ピアノ組曲》op.25

▶武満 徹 (1930～1996)　日本の作曲家。
独学で作曲を学び、戦後の現代音楽の動向から影響を受けて1951年に詩人の瀧

たき
口
ぐち
修
しゅう
造
ぞう
らとともに前衛芸

術集団「実験工房」を結成。来日中のストラヴィンスキーが彼の《弦楽のためのレクイエム》を評価したこと
から、世界的にその名を知られることになった。映画音楽も数多く手がけ、いずれも高い評価を受けた。
主な作品：《弦楽のためのレクイエム》《ノヴェンバー ステップス》

テルミンの演奏
楽器本体から出ている２本のアンテナに手を近
づけたり遠ざけたりすることで、音高と音量を
変化させる電子楽器。写真の演奏者は開発者の
レオン・テルミン（1896～1993）。
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ロ
マ
ン
派
の
音
楽
で
は
、
個
人
の
感
情
や
想
像
力
が
重
ん
じ
ら
れ
、
心
の
内
面
を
よ
り
自
由
に
表
現
す
る
こ
と
が

追
求
さ
れ
ま
し
た
。
裕
福
な
市
民
階
級
が
音
楽
を
楽
し
む
よ
う
に
な
り
、
今
日
の
よ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
か
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
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。

　19世紀のイタリアではよりドラマティックな表現をもっ
たオペラが求められ、ロッシーニ（1792～1868）、ヴェルディ、
プッチーニが次々と大作を発表しました。フランスではビゼー
らがフランス語のオペラを、またウィーンではJ.シュトラ
ウス（子）（1825～1899）がオペレッタと呼ばれる短い喜劇的
なオペラを上演し、人気を博しました。

シューベルトは、19世紀初頭にウィーン
で活躍し、個人宅などで友人たちに囲まれて
開催する音楽会を好みました。この集まりは
「シューベルティアーデ」と呼ばれ、シューベ
ルトの作品が多く演奏されました。こうした
音楽会は、当時の市民階級の人々の音楽の楽
しみ方をよく表しています。

ショパンは、祖国ポーランドを離れて、19世紀前半の
パリで活躍しました。彼はワルツやノクターンやマズルカ
のみならず、ポロネーズなどでも、ピアノの性能を最大限
に生かした曲を作曲しました。 p.42《ポロネーズ第6番》

　同じ頃リストもスケールの大きな演奏と超絶的なテクニッ
クで、多くのファンを魅了しました。1831年にイタリア出
身のヴァイオリニスト、パガニーニ（1782～1840）の人間業
とは思えない演奏技術やその音楽に感動したリストは「ピア
ノのパガニーニ」になることを決意したといわれます。彼ら
のような卓越した演奏技術をもつ演奏家は「ヴィルトゥオー
ソ」（イタリア語で「名人」の意味）と呼ばれました。

19
世
紀
初
頭
〜
20
世
紀
初
頭

音楽を楽しむ人々

ヴィルトゥオーソの登場

多様なオペラの世界

プッチーニ作曲　オペラ《トゥーランドット》

シューベルトやシューマンは数多くのドイツ語の歌曲を作曲し
ました。彼らはドイツを代表する詩人のゲーテやシラー、ハイネ
らの詩に表情豊かで繊細な旋律を付けただけでなく、ピアノ伴奏
で詩の内面を表現するなど、歌と伴奏が一体となった歌曲をつく
りました。ストーリー性をもった詩に基づいてつくられる連作歌
曲にも、数々の名曲を残しました。

詩と音楽

　19世紀前半までの東欧や北欧の国々は、オーストリアやドイツ、
フランス、ロシアなどの大国に支配されていましたが、しだいに
独立を求めるようになり、それと同時に自分たちの文化に目覚め
ました。音楽家たちは自国の民謡などをもとに民族色豊かな音楽
をつくることで、民族の心を表現しようとしました。代表的な音
楽家として、チェコのスメタナ（1824～1884）やドヴォルジャーク、
ロシアのムソルグスキー、ノルウェーのグリーグ（1843～1907）、
フィンランドのシベリウス（1865～1957）などが挙げられます。

民族主義の高まりと音楽

スメタナが連作交響詩《我が祖国》で描写したブルタバ川
作曲家たちは、自国の風景などを音楽で表し、民族の心を
表現した。

ロ
マ
ン
派

ヴァイマル国立劇場前に建て
られたゲーテとシラーの銅像

▶シューベルト Franz Schubert
(1797～1828)　オーストリアの作曲家。
ピアノの伴奏に詩の背景や心情を表現させる
新しいドイツ語の歌曲を確立した。
主な作品：連作歌曲集《美しき水車小屋の娘》《冬の旅》
p.40 〈菩

ぼ
提
だい
樹
じゅ
〉

▶ショパン Frédéric Chopin
(1810～1849)　ポーランドの作曲家。
スケルツォやバラードなどピアノ曲のジャ
ンル拡大に大きく貢献した。
主な作品：ピアノ曲《12の練習曲》（op.10、

op.25）《バラード第１～４番》

▶リスト Franz Liszt
(1811～1886)　ハンガリーの作曲家。
ピアニストとしての活躍だけでなく、詩
や絵画に基づいた交響詩といわれる管弦
楽曲のジャンルを確立した。
主な作品：ピアノ曲《超絶技巧練習曲集》

《パガニーニ大練習曲集》
　　　　　交響詩《前奏曲》

▶シューマン Robert Schumann (1810～1856)　ドイツの作曲家。
叙情的で洗練された旋律と伴奏を融合させ、情緒あふれる
歌曲をつくった。
主な作品：歌曲集《リーダークライス》op.39、
連作歌曲集《詩人の恋》

▶プッチーニ Giacomo Puccini
(1858～1924)  イタリアの作曲家。
リアリティーのあるドラマティック
なオペラをつくり、大衆に広く支持
された。
主な作品：オペラ《蝶

ちょう
々
ちょう
夫人》　　　

　　　　《トゥーランドット》
　　　　  p.86

▶ビゼー Georges Bizet
(1838～1875) フランスの作曲家。
彼の作品は、生前に評価される
ことは少なく、《カルメン》も彼
の死後に人気が出た。
主な作品： オペラ《カルメン》、

付
ふ
随
ずい
音楽《アルルの女》

ヴァーグナーは、従来のオペラを改革して、劇のストーリーと音
楽がより一体化した「楽劇」という新しいスタイルのオペラをつくり
ました。楽劇の理想を追求した彼は、ドイツのバイロイトに自分の
作品だけを上演する「バイロイト祝祭劇場」を造りました。

夢を実現したヴァーグナー

バイロイト祝祭劇場の内部　
舞台上の歌手の声とオーケストラの響きが溶け合うよ
う、オーケストラは舞台の下で演奏する設計になって
いる。床や壁は木製で、劇場全体が楽器のように響く。
また、観客を舞台に集中させるため、客席には縦の通
路を設けず、上演中は両端も閉鎖して、出入りができ
ないようにしている。

▶ヴァーグナー Richard Wagner (1813～1883)　ドイツの作曲家。
《さまよえるオランダ人》などのロマン派オペラの創作から出発し、《ト
リスタンとイゾルデ》で、自らの理想を実現するべく「楽劇」という新し
いスタイルを打ち出した。
主な作品：オペラ《タンホイザー》《ローエングリン》、
　　　　　楽劇《トリスタンとイゾルデ》《ニーベルングの指

ゆび
環
わ
》（４つの

　　　　　楽劇からなる）

▶ドヴォルジャーク Antonín Dvorák
（1841～1904）　チェコの作曲家。
スメタナの影響を受けつつ、さらに汎スラヴ的な表現方
法によって、チェコ国民音楽の確立を推し進めた。
主な作品：《スラヴ舞曲集第１·２集》
　　　　　《交響曲第９番〈新世界より〉》

▶ムソルグスキー Modest Musorgsky 
(1839～1881)　ロシアの作曲家。
ロシアの国民主義を模索した作曲家の一人。未完成の作
品が多く、後の作曲家によって編曲されて知られた曲も
ある。
主な作品：管弦楽曲《はげ山のヨハネ祭の夜》、
　　　　　ピアノ組曲《展覧会の絵》

▶ヴェルディ Giuseppe Verdi 
(1813～1901)　イタリアの作曲家。
イタリア独立運動のさなかに書かれた
《ナブッコ》によって、彼は単なる人気
のある作曲家から、イタリアの愛国精
神を象徴する作曲家となった。
主な作品： オペラ《ナブッコ》　　　　

《椿
つばき
姫
ひめ
》 p.44、88

リストの超絶技巧ぶりを描いた風刺画

「シューベルティアーデ」で友人たちに囲まれて
ピアノを弾くシューベルト
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　交響曲のルーツはバロック時代に遡り、もともとは
オペラの開始を知らせる序曲（シンフォニア）でした。
やがて序曲はオペラから切り離され、古典派の時代に
は楽器編成も今日に近いものとなり、交響曲（シンフォ
ニー）として生まれ変わりました。

　ウィーンに宮殿を構えたハプスブルク家は、今日のオーストリア、ドイツ、ハンガリー、
さらにチェコや北イタリアまでの広大な領土を支配していました。そのためウィーンは、ヨー
ロッパにおける政治、経済、文化の中心地として栄え、多くの貴族たちがこの地に邸宅を
構えることになりました。こうした王侯貴族が邸宅で演奏会を開いたり楽譜出版の援助を
したりしたことから、音楽家の仕事も多くなり、たくさんの音楽家たちがヨーロッパ各地
からウィーンに集まったのです。

18
世
紀
後
半
〜
19
世
紀
初
頭

音楽文化の中心地ウィーン 交響曲はもともとオペラの序曲

オペラ《魔笛》から〈夜の女王のアリア〉の場面の舞台画
上の図はモーツァルトの死後に描かれたもの。夜の世界を支配する女王が
登場して、娘のパミーナの救出を訴える場面では、満天の星空が舞台の背
景に描かれた。

ウィーンのシェーンブルン宮殿　
ここで６歳のモーツァルトが女帝マリア・テレジアの
前で演奏した。

古典派時代の主要な音楽都市
パリ、ロンドンといった大都市や、ミラノやマンハイムなどの
宮廷都市で音楽が盛んであった。また交通機関や通信が発達し
ていなかった当時は、各地に固有の音楽文化が花開いていた。

この時代のロンドンにはヨーロッパ各地から多くの音楽家が集まって、盛んに演奏活動
をしていました。ヘンデルの後には、J.S.バッハの末息子J.C.バッハが活躍します。また
彼が友人のアーベルと開催した演奏会や、ハイドンが自作の交響曲を初演した演奏会など
も好評でした。幼いモーツァルトも、演奏会を開催するためにこの地を家族とともに訪れ
ました。

音楽を消費する都市ロンドン

オーケストラは当初、弦楽器が中心でしたが、やがてフルー
ト、オーボエ、ファゴットのような木管楽器、トランペット
やホルンといった金管楽器、ティンパニなどの打楽器が加わ
りました。そして18世紀後半になると、クラリネットとト
ロンボーンが加わり、今日のオーケストラの形となります。
　ベートーヴェンは《交響曲第5番 〈運命〉》で初めて交響曲
にトロンボーンを用い、さらに《交響曲第9番》（ p.36）では、
シンバルやトライアングルなどの打楽器をオーケストラに加
えました。こうして徐々にその規模は拡大され、音色も多彩
になっていきました。

18世紀のコンサートの様子

　ハイドンは長らくハンガリーのエステル
ハージ家の楽長を務めた。モーツァルトは、
ザルツブルクの宮廷音楽家を辞めてウィーン
で活動を始めるが、貴族の子女にピアノを教
えたり、宮廷から依頼を受けてオペラの作曲
をしたりして収入を得ていた。ウィーンで、
ベートーヴェンは、宮廷に仕えることなく、
多くの貴族の援助を受けながら生活していた。

大作曲家の収入源 　オペラはイタリアで誕生したため、当初はイタ
リア語でつくられるのが普通だった。しかしドイ
ツやイギリス、フランスでは、しだいに自国の言
葉によるオペラが求められるようになる。例えば、
モーツァルトの《魔笛》はドイツ語で書かれた民衆
的なオペラで、親しみやすい内容となっている。

オペラといえばイタリア語!?

古
典
派

ベートーヴェンの生家に置かれた、コンラート社製の
当時の最新ピアノ。

　ピアノは18世紀前半にイタリアで発明された楽器で、音の強弱
を簡単に弾き分けられることから、「フォルテピアノ」と呼ばれてい
ました。その後フォルテピアノはチェンバロに取って代わり、ベー
トーヴェンの時代には音量や音域が改良されていきます。彼は、広
い音域のピアノが開発されると、その新しいピアノの音域に合わせ
たピアノ作品を書きました。またメトロノームを使って曲のテンポ
を示したのも、彼が最初といわれています。

ベートーヴェンとピアノ
▶ハイドン Joseph Haydn (1732～1809)　オーストリアの作曲家。
さまざまなジャンルの作品を残したが、とりわけ交響曲と弦楽四重奏曲の
発展に大きく寄与した。
主な作品：《交響曲第93～104番》（1791から1795年にかけて招

しょう
聘
へい
さ

れたロンドンでの演奏会のために作曲された。）

▶J.C.バッハ 
Johann Christian Bach
(1735～1782)　ドイツの作曲家。
J.S.バッハの11番目の息子。イタリア
で勉強しミラノやロンドンで活躍した。
ロンドンを訪れていた幼いモーツァルト
に大きな影響を与えた。
主な作品：オペラ《スキピオの慈悲》

▶モーツァルト 
Wolfgang Amadeus Mozart
(1756～1791)　オーストリアの作曲家。
ザルツブルクでは宮廷に仕えていたが、
晩年の10年間は、当時としては珍しく
ウィーンでフリーの音楽家として活躍し
た。
主な作品：《交響曲第40番》、

オペラ《魔笛》

▶ベートーヴェン
Ludwig van Beethoven (1770～1827)　ドイツの作曲家。
主にウィーンで活躍し、音楽的理想を追求する作品を多く残した。《交響曲第９番》など晩年の
作品には、ロマン派の音楽の先駆けとなる表現もみられ、多くの作曲家に影響を与えた。
主な作品：《ピアノ ソナタ第8番〈悲

ひ
愴
そう
〉》《ピアノ ソナタ第23番〈熱情〉》、

　　　　　《交響曲第3番〈英雄〉》《交響曲第6番〈田園〉》

充実していくオーケストラ
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バレエの衣装を着けた
ルイ14世
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ヨーロッパの有力な王侯はそれぞれ豪
華な宮廷を構えました。中でもフランス
のパリやヴェルサイユの宮殿では日夜演
奏会が催され、宮廷文化が花開きました。
宮殿では、リュリ（ p.34）のオペラやバ
レエ、F.クープラン（1668～1733）、J.P.ラ
モー（ p.35）の作品などが多数演奏され、
とりわけルイ14世は自らバレエを踊る
など芸術文化に高い関心がありました。

ヘンデルはドイツやイタリアで学び、ロンドンを最後の活動地と
したが、バッハは生涯ドイツの地を離れることはなかった。

　17世紀初頭、イタリアのフィレ
ンツェにいた知識人たちが、古代ギ
リシャの悲劇を復興させ、オペラは
誕生しました。オペラはすぐさまヴェ
ネツィアやナポリなどのイタリア全
土に広まり、やがてヨーロッパ中に
広がります。
　ヨーロッパ各地の宮廷にはオペラ
劇場が建てられ、そこではイタリア
人音楽家が活躍しました。今日でも
音楽用語にイタリア語が多いのは、
そのためです。

17
世
紀
〜
18
世
紀
前
半

バロック音楽の開始を告げたオペラ 宮廷音楽の全盛時代　

『聖イルデフォンソ祭壇画』（ルーベンス画）
中央に座る聖母マリアと、ひざまずく聖イルデ
フォンソに光が当てられ、バロック美術の特徴
である明暗や色彩の対比が強調されている。

ヴェルサイユ宮殿　鏡の回廊
宮殿を訪れた人々が控えたり待ち合わせをし
たりした場所。357枚の鏡が使われている。

イタリアの主要な音楽都市

バッハとヘンデルが主に活動した地域

　バロック時代には、協奏曲（コンチェルト）という新しい器楽曲も誕生しました。この時
代の協奏曲は、独奏（群）と合奏とが互いに競争するかのように演奏し、そこから生まれる
音の強弱や音色の対比が、音楽に躍動感を与えました。ヴィヴァルディの《四季》は、この
時代の最も代表的な協奏曲の一つです。

コントラストを駆使した協奏曲

＊
バ
ロ
ッ
ク
：
も
と
も
と
は「
歪ゆ

が
ん
だ
真
珠
」を
意
味
す
る
言
葉
で
、
や
が
て
バ
ロ
ッ
ク
建
築
の
過
剰
な
装
飾
を
揶や

揄ゆ

す
る
言
葉
と
し
て
も

　
　
　
　
　
　
使
わ
れ
始
め
た
。
後
に
美
術
や
音
楽
で
は
、
時
代
や
様
式
を
示
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　J.S.バッハと同じ年にドイツで生まれたヘンデルは、
ドイツやイタリアで学び、後にイギリスに活動の場を移
しました。当初はオペラの作曲家として活躍しましたが、
やがてロンドンの聴衆の嗜

し
好
こう
の変化に対応して、ヘンデ

ルは作曲の中心をオペラからオラトリオに移しました。
今日よく演奏されるオラトリオに《メサイア》があります。

オペラとオラトリオの作曲家ヘンデル

オペラ《パルテノペ》　日本ヘンデル協会
ヘンデルの死後、彼の作品は忘れられた
が、20世紀に入り多くの作品が復活上
演されるようになった。

ドイツで生まれたJ.S.バッハは、ドイツ各地の教会や宮廷などで
音楽家として活躍しました。教育用につくられた鍵盤作品やケーテ
ン宮廷楽長時代の器楽合奏曲、ライプツィヒのトーマス教会にいる
時に書いた教会カンタータや受難曲などの宗教曲が有名です。

教会と宮廷で活躍したバッハ

当時の様子を伝え残すケーテン城

▶ヴィヴァルディ Antonio Vivaldi (1678～1741)　イタリアの作曲家。
司祭でもあったが、ヴェネツィアの養育院で音楽教師として活躍した。
彼の協奏曲は当時のヨーロッパで人気を博し出版もされた。
主な作品：ヴァイオリン協奏曲集《和声と創意の試み》、
　　　　　協奏曲集《調和の霊感》

　バロック時代にオペラや協奏曲が盛んに演奏された背景には、優れた
ヴァイオリンの製作がある。当時は明るく美しい音色、そしてのびのあ
る音が好まれ、そういった音を出せる楽器が求められた。特に北イタリ
アのクレモナには、A. ストラディヴァリをはじめとする優れたヴァイ
オリン製作の職人がいた。彼の製作した楽器は「ストラディヴァリウス」
と呼ばれ、名器として今でも演奏され続けている。

ヴァイオリンの発達

1679年頃に製作されたストラディヴァリウス

バ
ロ
ッ
ク

▶モンテヴェルディ
Claudio Monteverdi (1567～1643)
イタリアの作曲家。
ルネサンス音楽からバロック音楽への
転換を先導した。
主な作品：オペラ《ウリッセの故郷への
　　　　　帰還》《ポッペアの戴冠》

▶J.S.バッハ Johann Sebastian Bach (1685～1750)　
ドイツの作曲家。
バッハの一家は多くの音楽家を輩出しているが、その中でも
最も重要な人物である。ヴァイマルの宮廷に仕えていたとき
に知ったヴィヴァルディの作品の影響も受けている。
主な作品：《ブランデンブルク協奏曲》、《ゴルトベルク変奏曲》

▶ヘンデル Georg Friedrich Händel 
(1685～1759)　ドイツとイギリスで活躍した作曲家。
ハノーファー選帝侯の宮廷楽長になるが、ロンドンに
渡りオペラ《リナルド》で成功し、やがて移住して活動
を続けた。聴衆の興味がオペラから離れると、今度は
オラトリオの作品でも成功した。
主な作品：オペラ《リナルド》《アルチーナ》
　　　　　《アリオダンテ》、オラトリオ《メサイア》、
　　　　　管弦楽曲《王宮の花火の音楽》

＊オラトリオ：宗教的な題材に基づく、管弦楽の伴奏による大規模な声楽作品。
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参考曲

紀
元
前
５
世
紀
か
ら
紀
元
前
１
世
紀
ま
で
の
時
代
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ
や
ス
パ
ル
タ
と
い
っ
た
都
市
で
は
、

高
度
な
文
明
が
発
達
し
ま
し
た
。
人
々
は
劇
場
で
ギ
リ
シ
ャ
神
話
を
題
材
に
し
た
演
劇
を
楽
し
み
、
そ
の
劇
中
で

は
合
唱
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
都
市
で
は
音
楽
な
ど
が
体
育
と
並
ん
で
人
間
の
教
育
に
必
要
な

も
の
と
考
え
ら
れ
、
音
楽
の
意
義
が
哲
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
代
の
音
楽
に
対
す

る
考
え
方
や
言
葉
が
、
今
の
時
代
に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

９
世
紀
に
な
る
と
現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
で
フ
ラ
ン
ク
王
国
が
台
頭
し
、
ロ
ー
マ
帝
国
崩
壊
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
統
一
し
ま
し
た
。
中
世
に
は
キ
リ
ス
ト
教
が
広
ま
り
、
各
地
に
建
て
ら
れ
た
教
会
や
修
道
院
で
は
、
グ
レ
ゴ
リ

オ
聖
歌
が
歌
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
音
楽
の
ル
ネ
サ
ン
ス
は
15
世
紀
に
始
ま
り
、
合
唱
曲
で
は
よ
り
豊
か
な
響
き
が

追
求
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
代
に
起
こ
っ
た
宗
教
改
革
は
、
教
会
音
楽
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　古代ギリシャの演劇では合唱が重要な役割を果たし、当時の人々は合唱隊をコロス
（choros）と呼びました。ここからコーラス（chorus）という言葉が誕生します。またコロ
スが活躍する半円形の舞台はオルケストラ(orchestra)と呼ばれ、やがてこの言葉は場所
ではなく、そこで演奏する人たちを指す語となり、今のオーケストラ(orchestra)となり
ました。また、音楽を意味するミュージック（music）も、ギリシャ神話の中で音楽や文芸
を司
つかさど
る女神たちをムーサ（mousa）と呼んだことに由来します。

中世の教会では、「グレゴリオ聖歌」と呼ばれる礼拝に用いる歌が整備されました。もと
もと単旋律で歌われていたグレゴリオ聖歌は、新しい声部が加えられて歌われるようになっ
ていきます。これを「オルガヌム」といいます。12世紀後半には、グレゴリオ聖歌の旋律は
とても長く引きのばして歌われるようになり、そのパートの上には装飾的な動きをもつ新
たな旋律が加えられるようになりました。このことで音楽の響きはより豊かになりました。

西
洋
音
楽
の
源
流

9
世
紀
〜
16
世
紀

「コーラス」と「オーケストラ」は
古代ギリシャが起源

中世は教会音楽の時代

ヘロデス アティコス劇場
すり鉢状の客席の底に位置する、中
央の半円形の舞台がオルケストラ。

ペロティヌス　３声のオルガヌム《アレルヤ、生誕》の写本
13世紀頃にパリで活躍したペロティヌスなどのノートルダム
楽派の音楽家は、オルガヌムにモードリズムを用いることで、
音符の長さをある程度記譜することができるようになった。

パリのノートルダム大聖堂
13世紀頃に、この教会で活躍した音楽家たちを
ノートルダム楽派という。

グレゴリオ聖歌
の音が引きのば
されている。

２本の吹管をもつこの管楽器は「ア
ウロス」と呼ばれた。オーボエのよ
うな音色で旋律を自由に奏

かな
で、人間

の感情を揺さぶる楽器と考えられた。

壺
つぼ
に描かれた竪

たて
琴
ごと
は「キタラ」と呼ば

れ、複数の弦が張られ、和音を奏で
ることができた。また人間の理性を
映し出す楽器と考えられていた。

　紀元前6世紀頃、「ピュタゴラスの定理」で有名な数学
者ピュタゴラスは、同時に鳴っている2つの音の振動数
が単純な数比（オクターヴは1：2、 5度は2：3など）で表
されるときに、美しい響き合いが生まれることを発見し
たといわれています。彼はこの美しい響き合いをハルモ
ニア（harmonia）と呼びました。これが今のハーモニー
（harmony）の語源になっています。
　紀元前4世紀には哲学者プラトンが、音楽が人間の教
育に役立つとし、勇敢な人を育てるには勇敢な感じの音
楽を聴かせればよいと考えました。また彼は音楽には心
を癒やす働きがあることも知っていました。

中世のオルガヌムから発展してきた多声音楽
（ポリフォニー）では、声部数が増加し各声部も
独立してきたことに伴い、各声部間の模倣の技
術も取り入れられていきました。音楽の響きが
豊かになるにつれて楽譜の書き方も工夫され、
黒い音符だけで書かれていた楽譜に、白い音符
も使われるようになり、音の長さをより正確に
示すことができるようになりました。
　ルネサンス時代の末期にローマで活躍したパ
レストリーナ（1525～1594）の音楽は、歌詞が聴
き取りやすく、清

せい
澄
ちょう
で優美な響きが特徴です。

彼の音楽は教会音楽の模範とされ、後世の音楽
家にも大きな影響を与えました。

数学と哲学と音楽

合唱が最盛期を迎えたルネサンス＊
ル
ネ
サ
ン
ス
：
14
世
紀
に
起
こ
っ
た
古
代
ギ
リ
シ
ャ
と
ロ
ー
マ
の
文
芸
復
興
運
動
。
神
で
は
な
く
、
人
間
の
理
性
や
感
情
を
中
心
と

　
　
　
　
　
　
　
し
た
文
化
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

　ルネサンス時代の宮廷や都市で
は舞曲が親しまれ、さまざまな管
楽器や弦楽器なども発達した。
　また人間の感情をありありと表
現した歌詞をもつ独唱曲や合唱曲
も歌われるようになった。

　紀元前２世紀になると、ローマ帝国がギリシャを支
配するようになり、ギリシャの音楽文化はローマ帝国
に継承された。ローマ帝国で大規模な合唱や管弦楽を
演奏したことが伝えられてはいるものの、ローマ人が
音楽の発展に寄与することはなかった。さらに4世紀
後半以降に始まるゲルマン民族の大移動により、西ヨー
ロッパの地域では文化の営みが後退した。

ローマ帝国の音楽

教会の外でも開花した音楽

古
代
ギ
リ
シ
ャ

中
世
・
ル
ネ
サ
ン
ス

中央の男性が持っている楽器は、
当時流行していたリュート。

▶ギヨーム・デュファイ Guillaume Dufay 
(1400頃～1474)
ブルゴーニュ楽派の作曲家。
ミサの全楽章に、共通する定旋律を用いた。
主な作品：ミサ《私の顔が青ざめているのは》

▶ジョスカン・デ・プレ Josquin des Prez (1440頃～1521)
ルネサンスを代表する、フランドル楽派の作曲家。
各声部が均等な関係で模倣を行う多声音楽の作曲技法を完成させた。
主な作品：モテット《アヴェ マリア》、ミサ《ロム アルメ》

＊モードリズム：13世紀に用いられたリズム体系。
　　　　　　　　６種類のリズムパターンが用いられた。

ペロティヌス　３声のオルガヌム《アレルヤ、生誕》
ギヨーム・ド・マショー　4声のロンド《ばらよ、ゆりよ、春よ、緑よ》

128 129
【
西
洋
音
楽
史
】

（教科書p.130-131)
（教科書p.132-133)
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③生きて働く「知識・技能」の習得 を目指しました。

解
説
・
演
奏

Gのコードを弾いたとき

（ミ）（ラ）（レ） （ミ）（ソ）（シ）

第
６
弦

第
５
弦

第
４
弦

第
３
弦

第
２
弦

第
１
弦

ABCDEFG

左手右手

慣れてきたら、ベース
ラインと和音を１人で
弾こう。

フレット
フレット

3：第１弦３フレット
0：第２弦開放
0：第３弦開放

第６弦３フレット

第１弦
第２弦
第３弦
第４弦
第５弦
第６弦

細（高）

太（低）

22 23

メロディー、和音、ベースライン、それぞれのパートを練習しながら、ギターの基本的な奏法を学びましょう。
また、コードの弾き方を身に付け、弾き語りに挑戦しましょう。

メロディー

和　音

ベースライン

フレットのすぐ近くを押さえ、
手首が反らないようにしましょう。

フレット

第
６
弦

第
５
弦

第
４
弦

第
３
弦

第
２
弦

第
１
弦

G

D7

C

開放弦の音

pima

右手の指記号

●ベースラインを弾こう
・ベースラインに使われている音と左手のポジションを右に示しています。
・低い音から順番に弾き、左手のポジションをしっかり覚えましょう。
・第6弦から第4弦を、右手の の指で弾きましょう。

●メロディーを弾こう
・メロディーに使われている音と左手のポジションを右に示しています。
・低い音から順番に弾き、左手のポジションをしっかり覚えましょう。
・ポジションを覚えたら、メロディーの練習をしましょう。
・右手は、 と の指を交互に使いましょう。

・下の楽譜で左手のポジションを確認しながら、和音を練習しましょう。
・第3弦から第1弦を、右手の 、 、 の指で弾きましょう。

●和音を弾こう

演奏 ポイントの 2

・ ギターを弾くためには、正確なチューニングが欠かせません。
　右の図を参考にして、チューナーなどを使って正確にチューニングしましょう。
・ よい姿勢で演奏することも重要です。
　左ページの構え方を参考に、リラックスできる姿勢で演奏しましょう。

左手の指番号

サウンドホール

クラシックギターの構え方

演奏の準備

Challenge

Challenge

メロディー、ベースライン、和音の各パートに分かれて合奏しよう。

●コードで弾こう
・下のダイヤグラムを見て、G、D7、Cのコードのポジションを覚えましょう。

第
６
弦

第
５
弦

第
４
弦

第
３
弦

第
２
弦

第
１
弦

G

D7

C

D7

第
６
弦

第
５
弦

第
４
弦

第
３
弦

第
２
弦

第
１
弦

G

D7

C

C

第
６
弦

第
５
弦

第
４
弦

第
３
弦

第
２
弦

第
１
弦

G

D7

C

G

○…開放弦　❶…押さえる位置（中の数字は左手の指番号）　×…弾かない弦

左ページの楽譜を見て、コードを弾きながら歌おう。

・ 下のパターンを繰り返して、左手の
ポジション移動を練習しましょう。

・右手の の指で弾きましょう。

●タブ（TAB）譜の読み方
ギターの演奏には、タブ譜と呼ばれ
る記譜法がよく使われる。横の線は
楽器の各弦を表し、数字は押さえる
フレット番号を示している。音の長さ
などは五線譜と同じように表される。

p.118《いつも何度でも》

フレット番号

ギ
タ
ー
の
基
本
的
な
奏
法
を
学
び
、
各
パ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
工
夫
し
よ
う

Happy Birthday To You P.S.ヒル、M.J.ヒル作詞・作曲
苣
ちさ

木
き

宏
ひろ

幸
ゆき

編曲

●�古代ギリシャから現代まで、西洋音楽が
どのような変遷を遂げてきたかを学習し、
実際の鑑賞に生きる知識を身に付けます。

他にも……
●�創作教材では、自分の思いや意図を出発点として、他者と意見交換を
しながら作品をつくり、音楽的感性を育みます。

　例：教科書 p.28-31「詩、短歌、俳句をもとにして音楽をつくろう」

喉の入っている部分
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ヒ
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ヒ
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ヒ
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ヒ
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ウ

ー

イ

ヤ

ハ
ン

ハ

ヤ

ハ

フ

フ

フ

ハ
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フ

ヤ

ハ
ン
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神舞

干の中　　　　　 干　　　　　　　  中　　　　　　　 呂

大
鼓

小
鼓

太
鼓笛

左   右

裏間…拍と拍の間。　（ツ）（ン）…コミを取るところ。　  …詞章の切れ目。　

たかさごや

こー うらーぶ ーねに

うら   ま

の

あいだ

ほ あげてを

つー もろーと ーもにき い しお ので

なー のあーわ ーじのみ し かげやま

、

、
こー うらーぶ ーねにの ほ あげてを 、

、
、

【前
まえ
場
ば
】阿

あ
蘇
そ
神社（九州）の神

かん
主
ぬし
、友

とも
成
なり
が播

はり
磨
まの
国
くに
（兵庫県）の名所高砂を

訪れたときに老夫婦に出会う。松の木陰を掃き清める老夫婦は、こ

の松が、遠い住
すみ
吉
よし
の地にある「住

すみ
の江

え
の松」と合わせて「相

あい
生
おい
の松」と

呼ばれていることを友成に教える。そして『万葉集』の時代のように

今も和歌の道が栄えていることを、樹齢千年を保つ常緑の松にたと

え、めでたいものと語る。また、自分たちは高砂と住吉の「相生の松」

の化身であると友成に告げ、小舟に乗って姿を消した。

【後
のち
場
ば
】友成は、土地の者に「相生の松」のことを尋ね、老夫婦の話を

あらすじ

《高砂》の舞

　能の演目の多くは、シテの舞が見どころの一つになっています。
　《高砂》でも終盤の神様の舞は見応えのある場面です。その舞には、千年の繁
栄をたたえ、長寿への祝福が込められています。「万年も生きる相生の松に吹
く風は、勢いよく楽しげに音を立て、松風の颯爽たる音こそはいかにも楽しげ
である」と舞います。
　舞の部分で笛は、「呂

りょ
」、「中

ちゅう
」、「干

かん
」、「干の中」という４つのフレーズからな

る「呂
りょ

中
ちゅう

干
かん

」という旋律を繰り返し演奏します。「呂中干」は、多くの能で使われ
ている舞の典型的な形式の一つです。舞い手によってテンポを変えますが、中
でも〈神舞〉はテンポが速く颯爽と演奏されます。
　「呂中干」の唱歌を覚え、《高砂》の後場を鑑賞しましょう。

笛：一
いっ

噌
そう

流　小鼓：大
おお

倉
くら

流　大鼓：葛
かど

野
の

流・高
たか

安
やす

流　太鼓：金
こん

春
ぱる

流

掛け声
ヤ、ヤ………実際には「ヨ」と発音
ハン、ハン…実際には「ホン」と発音
ハ、ハ………実際には「ホ」と発音

打音 大鼓
　…強く打つ音
　…柔らかく打つ音

小鼓
　…「ポン」と響く音
フ…低い音
　…小さい音

「呂中干」の唱歌を唄おう

　「呂中干」の楽譜を参考に拍子を取りながら笛の唱歌を唄いましょう。

世阿弥の自筆譜（《江口》1424年）

後シテ：武田尚浩

　全長約 39cm。指
ゆび

孔
あな

は７孔。形状は竜
りゅう

笛
てき

とよく似ているが、管の内側に「喉
のど

」といわ
れる短い竹管が挿入されており、独特な音
色を生み出す。

　世阿弥の父、観阿弥は絶大な人気を誇る天才的な役者であった。父の方針で英才教
育を受けた世阿弥は、12 歳で連

れん

歌
が

を詠
よ

み、蹴
け

鞠
まり

が得意な美少年に育つ。そして、将
軍足利義満のお気に入りとなり、将軍家や貴族向けに『源氏物語』『伊勢物語』『古今和
歌集』など、古典に基づいた優美な作品を書き、当時流行していた平家（『平家物語』を
琵琶法師が語る音楽）からも題材をとって、義

よし

経
つね

を主人公とした《八
や

島
しま

》《敦
あつ

盛
もり

》など、
勇壮な作品をつくった。 p.141琵琶楽

　世阿弥は、せりふではなく歌でストーリーをつづり、クライマックスで舞を舞う歌
舞劇をつくり上げた。世阿弥の自筆譜を見ると、旋律やリズムの指示も書き込まれて
いて、驚くべきことに音楽の骨格が現在もほぼ変わっていないことが分かる。「能の本（脚
本）を書くこと、この道の命なり」と記した自筆の伝書も残されているが、晩年は将軍
家の愛顧から外れ、佐渡に流されてこの世を去った。人生の機微を細やかに描いた世
阿弥の作品は、600年以上たった現在でも上演され続けている。

能の大成者、世阿弥

笛（能管）

打物

　能は、音楽、舞踊、演劇などの要素をもった日本の伝統的な歌舞劇です。室町時代の初め頃、足
あし
利
かが
義
よし
満
みつ
の保護

のもと、観
かん
阿
あ
弥
み
（1333～1384）、世阿弥（1363?～1443?）親子によって基本的な形が整えられ、室町時代の末頃に

ほぼ現在のような様式が完成しました。江戸時代には幕府の式楽（儀式で用いる音楽）に定められましたが、江戸
時代に生まれた歌舞伎や三味線音楽にも多大な影響を与えました。
　ここでは世阿弥が『古今和歌集』の文句を構想のよりどころとして作能した《高砂》を聴き、声や楽器の特徴など
に気を付けながら、能の音楽のよさや美しさを味わいましょう。

《高砂》を謡おう

　能の音楽は、謡
うたい

と囃
はや

子
し

で演奏されます。謡はシテ（主役）やワキ（シテの相手役）も謡
うた

いますが、シテの
心情や情景などを描写する謡を地

じ
謡
うたい
（通常8人）が担当します。

　囃子は、笛（能
のう

管
かん

）、小
こ

鼓
つづみ

、大
おお

鼓
つづみ

、太
たい

鼓
こ

の４種類の楽器で編成され、これを「四
し

拍
びょう

子
し

」ともいいます。謡
とともに演奏するだけでなく、囃子のみで舞や役者が登場するときの音楽も演奏します。打楽器奏者が
掛ける「掛け声」にも特徴があります（右ページの譜例参照）。

能の音楽   

謡本の例

意味：高砂の浦につないだ舟に帆を揚げて、月の出とともに
　　　満ち潮に乗って舟を出すと、遠くに淡路島が見える。

　右の詞章は、後場の冒頭部分です。遠く離れ
ても睦

むつ
まじい夫婦、長寿を連想させる樹齢千年

を保つ常緑の松といった内容から、祝い事など
でよく謡われます。
　参考となる音源をよく聴いて、謡の発声の特
徴を感じ取って謡いましょう。背

せ
筋
すじ

を伸ばし、
おなかの底から息を出すようにしましょう。

前シテ：武
たけ

田
だ

尚
なお

浩
ひろ

地謡：観
かん

世
ぜ

銕
てつ

之
の

丞
じょう

 ほか 太鼓：桜
さくら

井
い

 均
ひとし

　大鼓：安
やす

福
ふく

光
みつ

雄
お

　小鼓：亀
かめ

井
い

俊
しゅん

一
いち

　笛：杉
すぎ

 信
しん

太
た

朗
ろう

※能の音楽は８拍子で進行しますが、拍をはっきり出
さずに謡う場合もあります。

唱
歌
・
演
奏
・
解
説

すると、住吉に行くことを勧められる。友成の一行は老夫婦の後を追って高砂の浦から

住吉へと向かう。住吉に着くと住吉明神が姿を現し、平和な世を祝福して颯
さっ
爽
そう
と舞う。

　 p.140日本音楽の流れ
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《
高
砂
》の
詞
章
を
謡
っ
た
り
、
呂
中
干
の
唱
歌
を
唄
っ
た
り
し
て
、
能
の
音
楽
の
特
徴
を
感
じ
取
ろ
う

世
ぜ

阿
あ

弥
み

能 高
た か

砂
さ ご

 

（教科書p.62-63)

20
世
紀
以
降
の
音
楽
は
、
世
界
規
模
で
展
開
し
ま
す
。
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
に
よ
る
音
楽
作
品
が
生
み
出
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
音
楽
の
価
値
観
が
飛
躍
的
に
多
様
化
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
近
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
い
っ
た
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
や
普
及
に
よ
っ
て
、

従
来
に
な
い
音
楽
の
楽
し
み
方
が
私
た
ち
に
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

19世紀末には、ロマン派までの芸術思想とは異なる
考え方が生まれます。
　最初の動きは「印象主義」といわれ、フランスのドビュッ
シーに代表されるように、外界のイメージから喚起され
る心情を表現します。ドビュッシーの《海》では、一日の
間に刻々と変化する海の情景がオーケストラの多彩な音
色によって描写されます。さらに各楽章には海の様子を
暗示するタイトルも付けられました。
　1910年頃からドイツを中心に、人の内面に秘められ
た感情（不安、恐怖、陶酔、幻想など）を表現する「表現
主義」の動きが広まります。シェーンベルクの《月に憑

つ
か

れたピエロ》はその代表的な作品で、歌と朗読の中間の
ような歌唱法を用いることで詩の内面を表現しています。

19
世
紀
末
〜

現代の始まり

新しい作曲法

ドビュッシー作曲　《海》の楽譜の表紙
1905年にパリで出版された楽譜には、
『富

ふ
嶽
がく
三十六景』（葛

かつ
飾
しか
北
ほく
斎
さい
画）の『神奈川

沖
おき
浪
なみ
裏
うら
』に似た絵柄が使われた。この時

代のパリでは、日本文化が好まれブーム
となっていた。

武満 徹作曲　《ノヴェンバー ステップス》の演奏
日本の伝統楽器の琵

び
琶
わ
と尺

しゃく
八
はち
が独奏するオーケストラ曲。

ピアノの弦と弦の間にゴムや木片、ねじくぎを
差し込み、新しい響きをつくっているケージ。

テルミンやオンド マルトノといった第二次世界大戦前に開発された
電子楽器は、作曲家に新しい創作を促しました。戦後になると電子技術
がめざましく発達し、シンセサイザーや録音技術が確立されました。そ
れとともに電子的に発生させた音やノイズを録音し、それらを加工した
り編集したりして作品をつくる方法も考案されました。

新しい電子の音

これまで音楽に用いることのなかった音素材を用いて、作曲家は作品
を構成するようになります。日常の音や雑音を録音して用いた音楽は「具
体音楽」といわれ、シェフェール（1910～1995）の作品が知られています。
　ケージは、ピアノに細工（右上の写真）することによって音色を変化さ
せた「プリペアード ピアノ」の作品を書きました。
　またカウエル（1897～1965）のピアノ曲では、ある音域内の全ての音を
同時に鳴らす「トーン クラスター」と呼ばれる技法が用いられています。

現
代

新しい音素材

▶ドビュッシー Claude Debussy
(1862～1918)　フランスの作曲家。
中世の音階や五音音階を用いて、それま
での音楽の響きから脱却した「印象主義」
の音楽によって近代音楽の扉を開いた。
主な作品：管弦楽曲《海》、
　　　　　ピアノ曲《ベルガマスク組曲》

多くの新しい音楽のスタイルがいろいろと試みられてきた20世紀には、同じスタイル
を生涯貫き通す作曲家もいれば、ストラヴィンスキーやラヴェルのように作品のスタイル
を変化させる作曲家もいました。ストラヴィンスキーの《春の祭典》は、初演時に大騒動
が起こるほど、強烈で斬新な響きとリズムが特徴で、「原始主義」の音楽を代表する作品
です。しかしその後の《プルチネッラ》では形式感が明確になり、「新古典主義」の作品とな
ります。アメリカに移住後はジャズのスタイルを取り入れた作品もつくっています。
　ラヴェルの《水の戯

たわむ
れ》は、ピアノの多彩な響きを用いた印象主義的な作品として知られ

ています。一方で《ボレロ》は、ラヴェルゆかりのスペインの民族舞踊の要素を取り入れた
作品として知られています。

さまざまなスタイルの曲をつくった作曲家

▶ストラヴィンスキー Igor Stravinsky
(1882～1971)　ロシアの作曲家で後にアメリ
カに亡命。
フランスで活躍した時期に書いた「原始主義」「新
古典主義」の作品だけでなく、アメリカ移住後は、
それまで否定してきた「12音技法」を用いた作
品を残した。
主な作品：バレエ音楽《春の祭典》《プルチネッラ》、
　　　　　協奏曲《エボニー コンチェルト》

▶ラヴェル Maurice Ravel 
(1875～1937)　フランスの作曲家（フ
ランス南西部のスペインに近いバスク地
方の生まれ）。
古典主義的な表現を貫きながらも、洗練
された書法や巧みな管弦楽法により、多
彩な音色の作品を多く残した。
主な作品：ピアノ曲《水の戯れ》、
　　　　　バレエ音楽《ボレロ》

20世紀初頭には、主音や調を感じさせない作品が登場します。その中でシェーンベル
クはオクターヴ内の12音全てを同等に扱う「12音技法」を確立しました。この12音技法
は多くの作曲家に影響を与え、やがて12音だけでなくリズムや強弱のパターンなどにも
その技法が応用されるようになり、「総音列主義」といわれる作曲法が生み出されました。

新しい音楽観

1950年代には、伝統的な音楽作品の在り方を覆
くつがえ
す方法が生まれます。ケー

ジは作曲や演奏の際に、楽曲の素材や部分の選択を積極的に偶然に任せまし
た。これを「偶然性の音楽」といいます。作曲家は作品として完成したものを
事前に示すのではなく、演奏される度に偶然に変化する一回限りの音楽に新
しい美を見いだしました。
　60年代に登場した「ミニマル ミュージック」は、極めて短い単純な音型を
執
しつ
拗
よう
に繰り返す音楽で、既成の形式や構造の枠にとらわれない新しい音楽で

した。

　明治時代には音楽家や音楽教員を養成するために東京音楽
学校（現在の東京芸術大学音楽学部）が設立され、西洋音楽を
中心とした音楽教育や音楽活動が展開されました。
戦前に活躍した作曲家としては、滝

たき
廉
れん
太
た
郎
ろう
（1879～1903）や

山
やま
田
だ
耕
こう
筰
さく
（1886～1965）が挙げられます。また戦後には武

たけ
満
みつ

徹
とおる

などの国際的に評価される作曲家も誕生します。演奏の分野
でも、指揮者の小

お
澤
ざわ
征
せい
爾
じ
をはじめ、多くの日本人が世界で活

躍しています。

日本のクラシック音楽の開花

▶ケージ John Cage
(1912～1992)　アメリカの作曲家。
1940年代のプリペアード ピアノ、50
年代の偶然性の音楽や図形楽譜など、
ヨーロッパの伝統的音楽観からの脱却
を主張した。彼は絶えず実験的創作を
試みるなど、その活動は常に注目され、
第二次世界大戦後の音楽界に衝撃を与
えた。
主な作品： 《危険な夜》　　　　　　　

《4分33秒》 p.33

▶シェーンベルク Arnold Schönberg
(1874～1951)　オーストリアの作曲家で後に
アメリカに亡命。
「12音技法」による調性に頼らない音楽を作曲し、
第二次世界大戦後の現代音楽の展開に大きな影
響を与えた。
主な作品：連作歌曲集《月に憑かれたピエロ》、
　　　　　《ピアノ組曲》op.25

▶武満 徹 (1930～1996)　日本の作曲家。
独学で作曲を学び、戦後の現代音楽の動向から影響を受けて1951年に詩人の瀧

たき
口
ぐち
修
しゅう
造
ぞう
らとともに前衛芸

術集団「実験工房」を結成。来日中のストラヴィンスキーが彼の《弦楽のためのレクイエム》を評価したこと
から、世界的にその名を知られることになった。映画音楽も数多く手がけ、いずれも高い評価を受けた。
主な作品：《弦楽のためのレクイエム》《ノヴェンバー ステップス》

テルミンの演奏
楽器本体から出ている２本のアンテナに手を近
づけたり遠ざけたりすることで、音高と音量を
変化させる電子楽器。写真の演奏者は開発者の
レオン・テルミン（1896～1993）。
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ロ
マ
ン
派
の
音
楽
で
は
、
個
人
の
感
情
や
想
像
力
が
重
ん
じ
ら
れ
、
心
の
内
面
を
よ
り
自
由
に
表
現
す
る
こ
と
が

追
求
さ
れ
ま
し
た
。
裕
福
な
市
民
階
級
が
音
楽
を
楽
し
む
よ
う
に
な
り
、
今
日
の
よ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
か
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ
マ
ン
派
の
時
代
に
お
け
る
社
会
の
変
化
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
民
族
の
自
覚
を
呼
び
起
こ
し
、
東
欧

や
北
欧
の
作
曲
家
は
、
自
国
の
民
族
性
を
意
識
し
た
作
品
を
つ
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　19世紀のイタリアではよりドラマティックな表現をもっ
たオペラが求められ、ロッシーニ（1792～1868）、ヴェルディ、
プッチーニが次々と大作を発表しました。フランスではビゼー
らがフランス語のオペラを、またウィーンではJ.シュトラ
ウス（子）（1825～1899）がオペレッタと呼ばれる短い喜劇的
なオペラを上演し、人気を博しました。

シューベルトは、19世紀初頭にウィーン
で活躍し、個人宅などで友人たちに囲まれて
開催する音楽会を好みました。この集まりは
「シューベルティアーデ」と呼ばれ、シューベ
ルトの作品が多く演奏されました。こうした
音楽会は、当時の市民階級の人々の音楽の楽
しみ方をよく表しています。

ショパンは、祖国ポーランドを離れて、19世紀前半の
パリで活躍しました。彼はワルツやノクターンやマズルカ
のみならず、ポロネーズなどでも、ピアノの性能を最大限
に生かした曲を作曲しました。 p.42《ポロネーズ第6番》

　同じ頃リストもスケールの大きな演奏と超絶的なテクニッ
クで、多くのファンを魅了しました。1831年にイタリア出
身のヴァイオリニスト、パガニーニ（1782～1840）の人間業
とは思えない演奏技術やその音楽に感動したリストは「ピア
ノのパガニーニ」になることを決意したといわれます。彼ら
のような卓越した演奏技術をもつ演奏家は「ヴィルトゥオー
ソ」（イタリア語で「名人」の意味）と呼ばれました。

19
世
紀
初
頭
〜
20
世
紀
初
頭

音楽を楽しむ人々

ヴィルトゥオーソの登場

多様なオペラの世界

プッチーニ作曲　オペラ《トゥーランドット》

シューベルトやシューマンは数多くのドイツ語の歌曲を作曲し
ました。彼らはドイツを代表する詩人のゲーテやシラー、ハイネ
らの詩に表情豊かで繊細な旋律を付けただけでなく、ピアノ伴奏
で詩の内面を表現するなど、歌と伴奏が一体となった歌曲をつく
りました。ストーリー性をもった詩に基づいてつくられる連作歌
曲にも、数々の名曲を残しました。

詩と音楽

　19世紀前半までの東欧や北欧の国々は、オーストリアやドイツ、
フランス、ロシアなどの大国に支配されていましたが、しだいに
独立を求めるようになり、それと同時に自分たちの文化に目覚め
ました。音楽家たちは自国の民謡などをもとに民族色豊かな音楽
をつくることで、民族の心を表現しようとしました。代表的な音
楽家として、チェコのスメタナ（1824～1884）やドヴォルジャーク、
ロシアのムソルグスキー、ノルウェーのグリーグ（1843～1907）、
フィンランドのシベリウス（1865～1957）などが挙げられます。

民族主義の高まりと音楽

スメタナが連作交響詩《我が祖国》で描写したブルタバ川
作曲家たちは、自国の風景などを音楽で表し、民族の心を
表現した。

ロ
マ
ン
派

ヴァイマル国立劇場前に建て
られたゲーテとシラーの銅像

▶シューベルト Franz Schubert
(1797～1828)　オーストリアの作曲家。
ピアノの伴奏に詩の背景や心情を表現させる
新しいドイツ語の歌曲を確立した。
主な作品：連作歌曲集《美しき水車小屋の娘》《冬の旅》
p.40 〈菩

ぼ
提
だい
樹
じゅ
〉

▶ショパン Frédéric Chopin
(1810～1849)　ポーランドの作曲家。
スケルツォやバラードなどピアノ曲のジャ
ンル拡大に大きく貢献した。
主な作品：ピアノ曲《12の練習曲》（op.10、

op.25）《バラード第１～４番》

▶リスト Franz Liszt
(1811～1886)　ハンガリーの作曲家。
ピアニストとしての活躍だけでなく、詩
や絵画に基づいた交響詩といわれる管弦
楽曲のジャンルを確立した。
主な作品：ピアノ曲《超絶技巧練習曲集》

《パガニーニ大練習曲集》
　　　　　交響詩《前奏曲》

▶シューマン Robert Schumann (1810～1856)　ドイツの作曲家。
叙情的で洗練された旋律と伴奏を融合させ、情緒あふれる
歌曲をつくった。
主な作品：歌曲集《リーダークライス》op.39、
連作歌曲集《詩人の恋》

▶プッチーニ Giacomo Puccini
(1858～1924)  イタリアの作曲家。
リアリティーのあるドラマティック
なオペラをつくり、大衆に広く支持
された。
主な作品：オペラ《蝶

ちょう
々
ちょう
夫人》　　　

　　　　《トゥーランドット》
　　　　  p.86

▶ビゼー Georges Bizet
(1838～1875) フランスの作曲家。
彼の作品は、生前に評価される
ことは少なく、《カルメン》も彼
の死後に人気が出た。
主な作品： オペラ《カルメン》、

付
ふ
随
ずい
音楽《アルルの女》

ヴァーグナーは、従来のオペラを改革して、劇のストーリーと音
楽がより一体化した「楽劇」という新しいスタイルのオペラをつくり
ました。楽劇の理想を追求した彼は、ドイツのバイロイトに自分の
作品だけを上演する「バイロイト祝祭劇場」を造りました。

夢を実現したヴァーグナー

バイロイト祝祭劇場の内部　
舞台上の歌手の声とオーケストラの響きが溶け合うよ
う、オーケストラは舞台の下で演奏する設計になって
いる。床や壁は木製で、劇場全体が楽器のように響く。
また、観客を舞台に集中させるため、客席には縦の通
路を設けず、上演中は両端も閉鎖して、出入りができ
ないようにしている。

▶ヴァーグナー Richard Wagner (1813～1883)　ドイツの作曲家。
《さまよえるオランダ人》などのロマン派オペラの創作から出発し、《ト
リスタンとイゾルデ》で、自らの理想を実現するべく「楽劇」という新し
いスタイルを打ち出した。
主な作品：オペラ《タンホイザー》《ローエングリン》、
　　　　　楽劇《トリスタンとイゾルデ》《ニーベルングの指

ゆび
環
わ
》（４つの

　　　　　楽劇からなる）

▶ドヴォルジャーク Antonín Dvorák
（1841～1904）　チェコの作曲家。
スメタナの影響を受けつつ、さらに汎スラヴ的な表現方
法によって、チェコ国民音楽の確立を推し進めた。
主な作品：《スラヴ舞曲集第１·２集》
　　　　　《交響曲第９番〈新世界より〉》

▶ムソルグスキー Modest Musorgsky 
(1839～1881)　ロシアの作曲家。
ロシアの国民主義を模索した作曲家の一人。未完成の作
品が多く、後の作曲家によって編曲されて知られた曲も
ある。
主な作品：管弦楽曲《はげ山のヨハネ祭の夜》、
　　　　　ピアノ組曲《展覧会の絵》

▶ヴェルディ Giuseppe Verdi 
(1813～1901)　イタリアの作曲家。
イタリア独立運動のさなかに書かれた
《ナブッコ》によって、彼は単なる人気
のある作曲家から、イタリアの愛国精
神を象徴する作曲家となった。
主な作品： オペラ《ナブッコ》　　　　

《椿
つばき
姫
ひめ
》 p.44、88

リストの超絶技巧ぶりを描いた風刺画

「シューベルティアーデ」で友人たちに囲まれて
ピアノを弾くシューベルト
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フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
な
ど
で
は
、
18
世
紀
を
通
し
宮
廷
文
化
が
発
展
し
ま
し
た
。
し
か
し
パ
リ
や
ロ
ン
ド
ン
と
い
っ

た
大
都
市
で
は
、
市
民
階
級
の
人
々
が
政
治
的·

社
会
的
な
力
を
獲
得
し
て
、
文
化
の
担に
な

い
手
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。
と
り
わ
け
18
世
紀
後
半
か
ら
19
世
紀
初
頭
の
ウ
ィ
ー
ン
は
、
古
典
派
音
楽
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
、
ハ

イ
ド
ン
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
３
人
が
中
心
と
な
っ
て
そ
の
時
代
の
音
楽
を
リ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　交響曲のルーツはバロック時代に遡り、もともとは
オペラの開始を知らせる序曲（シンフォニア）でした。
やがて序曲はオペラから切り離され、古典派の時代に
は楽器編成も今日に近いものとなり、交響曲（シンフォ
ニー）として生まれ変わりました。

　ウィーンに宮殿を構えたハプスブルク家は、今日のオーストリア、ドイツ、ハンガリー、
さらにチェコや北イタリアまでの広大な領土を支配していました。そのためウィーンは、ヨー
ロッパにおける政治、経済、文化の中心地として栄え、多くの貴族たちがこの地に邸宅を
構えることになりました。こうした王侯貴族が邸宅で演奏会を開いたり楽譜出版の援助を
したりしたことから、音楽家の仕事も多くなり、たくさんの音楽家たちがヨーロッパ各地
からウィーンに集まったのです。

18
世
紀
後
半
〜
19
世
紀
初
頭

音楽文化の中心地ウィーン 交響曲はもともとオペラの序曲

オペラ《魔笛》から〈夜の女王のアリア〉の場面の舞台画
上の図はモーツァルトの死後に描かれたもの。夜の世界を支配する女王が
登場して、娘のパミーナの救出を訴える場面では、満天の星空が舞台の背
景に描かれた。

ウィーンのシェーンブルン宮殿　
ここで６歳のモーツァルトが女帝マリア・テレジアの
前で演奏した。

古典派時代の主要な音楽都市
パリ、ロンドンといった大都市や、ミラノやマンハイムなどの
宮廷都市で音楽が盛んであった。また交通機関や通信が発達し
ていなかった当時は、各地に固有の音楽文化が花開いていた。

この時代のロンドンにはヨーロッパ各地から多くの音楽家が集まって、盛んに演奏活動
をしていました。ヘンデルの後には、J.S.バッハの末息子J.C.バッハが活躍します。また
彼が友人のアーベルと開催した演奏会や、ハイドンが自作の交響曲を初演した演奏会など
も好評でした。幼いモーツァルトも、演奏会を開催するためにこの地を家族とともに訪れ
ました。

音楽を消費する都市ロンドン

オーケストラは当初、弦楽器が中心でしたが、やがてフルー
ト、オーボエ、ファゴットのような木管楽器、トランペット
やホルンといった金管楽器、ティンパニなどの打楽器が加わ
りました。そして18世紀後半になると、クラリネットとト
ロンボーンが加わり、今日のオーケストラの形となります。
　ベートーヴェンは《交響曲第5番 〈運命〉》で初めて交響曲
にトロンボーンを用い、さらに《交響曲第9番》（ p.36）では、
シンバルやトライアングルなどの打楽器をオーケストラに加
えました。こうして徐々にその規模は拡大され、音色も多彩
になっていきました。

18世紀のコンサートの様子

　ハイドンは長らくハンガリーのエステル
ハージ家の楽長を務めた。モーツァルトは、
ザルツブルクの宮廷音楽家を辞めてウィーン
で活動を始めるが、貴族の子女にピアノを教
えたり、宮廷から依頼を受けてオペラの作曲
をしたりして収入を得ていた。ウィーンで、
ベートーヴェンは、宮廷に仕えることなく、
多くの貴族の援助を受けながら生活していた。

大作曲家の収入源 　オペラはイタリアで誕生したため、当初はイタ
リア語でつくられるのが普通だった。しかしドイ
ツやイギリス、フランスでは、しだいに自国の言
葉によるオペラが求められるようになる。例えば、
モーツァルトの《魔笛》はドイツ語で書かれた民衆
的なオペラで、親しみやすい内容となっている。

オペラといえばイタリア語!?

古
典
派

ベートーヴェンの生家に置かれた、コンラート社製の
当時の最新ピアノ。

　ピアノは18世紀前半にイタリアで発明された楽器で、音の強弱
を簡単に弾き分けられることから、「フォルテピアノ」と呼ばれてい
ました。その後フォルテピアノはチェンバロに取って代わり、ベー
トーヴェンの時代には音量や音域が改良されていきます。彼は、広
い音域のピアノが開発されると、その新しいピアノの音域に合わせ
たピアノ作品を書きました。またメトロノームを使って曲のテンポ
を示したのも、彼が最初といわれています。

ベートーヴェンとピアノ
▶ハイドン Joseph Haydn (1732～1809)　オーストリアの作曲家。
さまざまなジャンルの作品を残したが、とりわけ交響曲と弦楽四重奏曲の
発展に大きく寄与した。
主な作品：《交響曲第93～104番》（1791から1795年にかけて招

しょう
聘
へい
さ

れたロンドンでの演奏会のために作曲された。）

▶J.C.バッハ 
Johann Christian Bach
(1735～1782)　ドイツの作曲家。
J.S.バッハの11番目の息子。イタリア
で勉強しミラノやロンドンで活躍した。
ロンドンを訪れていた幼いモーツァルト
に大きな影響を与えた。
主な作品：オペラ《スキピオの慈悲》

▶モーツァルト 
Wolfgang Amadeus Mozart
(1756～1791)　オーストリアの作曲家。
ザルツブルクでは宮廷に仕えていたが、
晩年の10年間は、当時としては珍しく
ウィーンでフリーの音楽家として活躍し
た。
主な作品：《交響曲第40番》、

オペラ《魔笛》

▶ベートーヴェン
Ludwig van Beethoven (1770～1827)　ドイツの作曲家。
主にウィーンで活躍し、音楽的理想を追求する作品を多く残した。《交響曲第９番》など晩年の
作品には、ロマン派の音楽の先駆けとなる表現もみられ、多くの作曲家に影響を与えた。
主な作品：《ピアノ ソナタ第8番〈悲

ひ
愴
そう
〉》《ピアノ ソナタ第23番〈熱情〉》、

　　　　　《交響曲第3番〈英雄〉》《交響曲第6番〈田園〉》

充実していくオーケストラ

132 133

（教科書p.132-133)
（教科書p.134-135)

（教科書p.136-137)

●●�日本の伝統音楽の鑑賞教材では、鑑賞にも役立つ
体験活動を取り入れ、実感を伴う学びを促します。



10

④�未知の状況にも対応できる「思考 力・判断力・表現力等」の育成
　を目指しました。

●�「音楽って何だろう？」という問いに対する考えを
深めるためのさまざまな視点を掲載しました。

p.35 〈タンブラン〉

p.143 《江
え
差
さし
追
おい
分
わけ
》

p.34 〈メヌエット〉
p.42 《ポロネーズ第6番》 など

拍 1 2 3 4 5 6 7

唱歌 ティン ティン ナ ディン ナ ディン ナ

124 125

音楽って何だろう？　　リズムについて4
リズムとは、音楽の時間的なまとまりをつくったり、区分したりするものです。
リズムを考えるうえで重要なのが「拍」と「拍子」です。
ここでは、拍と拍子のあり方に基づいて分類した３つのリズムについて、実際の音楽を聴いて確認しましょう。

拍がない
（手拍子が打てない）

拍がある
（手拍子が打てる）

拍子がない

拍子がある
　トルコの民俗舞踊は、付加拍子が特徴的で、１曲の
中で、次々と拍子や速度を変化させることもあります。
ここに挙げた譜例は、2+2+2+3の9拍子です。

　オルティンドーはモンゴル語で「長
い歌」を意味し、音節を引き延ばしな
がら、朗々と歌詞を歌い上げます。「ボ
グンドー（短い歌）」と呼ばれる拍子の
ある歌と区別されます。

　平家は、琵
び

琶
わ

を弾きながら『平家物
語』に旋律を付けて語る音楽です。物
語を語り進める地の部分は、言葉に従っ
た拍が感じられますが、拍子は感じら
れません。

　グレゴリオ聖歌は、
中世のキリスト教会で
歌われた単旋律の聖歌
です。この曲は、フレー
ズの末尾を除き、音節
ごとに１つの音が割り
振られています。

　アーヴァーズは、ペルシア語で「声」
を意味し、イランを代表する古典声楽
です。半音より狭い音程を含む旋法（ダ
ストガー）を用い、装飾的な声の技巧
を駆使して即興的に歌われます。

　拍は、音楽の流れの中で、等間隔で刻
まれる時間の単位です。拍子とは、拍の
まとまりにみられる周期性のことです。
音楽のリズムは、無拍の（拍のない）リズ
ムと有拍の（拍のある）リズムに分けられ
ます。さらに有拍のリズムは、拍子のあ
るリズムと拍子のないリズムに分けられ
ます。

明確な拍と拍子が感じられます。拍子には、大きな時間の単位の2 分割ないし3分割と捉えられるものと、小さな
時間の単位の足し合わせと捉えられるものとがあります。ここでは、前者を「分割拍子」、後者を「付加拍子」と呼びます。

　明確な拍が感じられないので、手拍子が打てません。

　拍は感じられますが、拍子は感じられません。

付加拍子

●ルーパク タール（北インド） ●アフィヨン地方の踊り（トルコ）

　行進曲は、行進のための、あるいはその様子を描写
した、2拍子または4拍子の音楽です。西洋音楽、と
りわけ吹奏楽で多くの作品がつくられました。

　メヌエットは、17～18世紀にフランスの宮廷で流
行した３拍子の舞曲で、男女のペアで踊られます。組
曲や交響曲にも取り入れられました。

分割拍子

2分割の例 3分割の例

●行進曲   ～《軍隊行進曲》シューベルト作曲～
●アーヴァーズ（イラン）

無拍のリズム

●オルティンドー（モンゴル）

●平
へい

家
け

（日本）

有拍無拍子のリズム

●グレゴリオ聖歌  ～《アヴェ マリア》～

●メヌエット  ～《メヌエット》ペツォルト作曲～

有無
拍の

有無
拍子の

　ルーパクタールは、北インドの古典音楽の拍子の一
つで、３＋２＋２の7拍子です。タブラー・バーヤーン
（ p.145）の唱

しょう

歌
が

は下のように唱え、4拍目と6拍目で
手拍子を打ちます。

1　　2　　　1　　2　　   1　　 2　　 1　　 2 1　　2　 3　　1　　2　 3　　1　 2　　3　　1　 2　 3

手拍子

　１つの音楽が、複数の異なるリズムを交
替させたり同時並行させたりしていること
もよくあります。特に、複数の異なるリズ
ムが同時に並行して演奏されるものをポ
リリズムと呼び、世界各地の音楽でみら
れます（ p.24『ホローポによるリズムゲーム』）。
ここでは、日本のテクノポップユニット
「P

パフューム

erfume」の楽曲《ポリリズム》を紹介し
ます。

ポリリズム

 　《ポリリズム》 から　　　　　　　　　 　　　　 中
なか
田
た
ヤスタカ作詞・作曲

Vocal

Synth.

Bass

Drums

有拍有拍子のリズム

1　　　2　　  3　　　4　　　 5　 　6　　 7　　8　 　9

太鼓

笛

平家琵琶：日
ひ
吉
よし
章
しょう
吾
ご

参
考
楽
譜

ル
ー
パ
ク
タ
ー
ル
の
手
拍
子

p.34

p.35
p.36

p.40

p.42

p.44 p.46

p.48

p.50

p.66

p.64

p.62

p.60

p.54
p.54

p.55

p.55

p.56

p.58
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音楽って何だろう？　　音楽の向こう側にあるもの3
　音楽が生まれて、人に届くまでには、たくさんの人やテクノロジーが関わっています。印刷、録音、放送、コン
ピュータなどのテクノロジーの発展によって、音楽は大量複製されるようになり、音楽を生む人と、音楽を聴く人
との距離はどんどん遠くなりました。同時に、あいだに関わる人も増え、音楽が個人に届くかたちもますます多様
化しています。
　現在では、インターネットをひらけば、すでにこの世にいない人の演奏や、地球の裏側の演奏を聴くことができ
ます。しかし、忘れてはなりません。音楽が生まれるとき、そこには、歴史や当時の社会状況などの背景があると
いうことを。音楽を生み出す人は地球上のどこかの場所に、時代に、確かに存在しているのです。音や音楽の向こ
う側にそれらを聴き取り、歴史や当時の社会状況などの背景を想像する力をもつことで、あなたの音楽観はより豊
かになるでしょう。

68

●自分の好きな楽曲を１つ取り上げて、その楽曲に関わりのある人・団体やテクノロジーなどを書こう。
　そして、音楽の向こう側にある歴史や当時の社会状況などの背景を想像したり、調べたりしよう。

人
・
団
体

音
楽
が
生
ま
れ
て

人
に
届
く

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

54 55

2

　インドのヒンドゥー教では、神々への信仰心を、まるで人間のようにも
てなす行為で、具体的に示すことが重視されています。神像を美しく飾り、
香を焚

た

き、供物を捧
ささ

げるのと同じように、音楽も大切な捧げ物の一つです。
宗派や地域、社会階層によって違いはありますが、寺や各家の祭壇の前で
は、簡単な楽器を演奏しながら、崇拝する神の名を呼んだり、その徳をた
たえたり、自分がその神様をいかにいとおしく思うかを歌ったりする信徒
の姿が、日常的に見られます。
　優れた宗教歌の歌い手たちは「その歌に魅せられて神が姿を現した」とい
う逸話と共に語られ、音楽家というよりも聖者として敬われてきました。
例えば、南インドで18世紀に活躍したティヤーガラージャら「三楽聖」は
有名で、今日でも古典声楽の演奏会では彼らの作品がよく歌われます。
　また、神々の物語をミュージカルのように上演する宗教劇も各地で盛ん
に行われていますが、これは娯楽ではなく、そこに降誕した神々によって
繰り広げられる神事と捉えられています。例えば、北インドのブラジュ地
方に伝わる「ラースリーラー」は、大人の音楽家の語りと楽器による伴奏に
のせて、少年たちがクリシュナ神にまつわる物語を演じます。観客たちは
劇中で「クリシュナ神、万歳！」と叫んだり、終了後に神々役の少年たちの
もとへ祈りを捧げるために殺到したりします。

人間と音楽との関わりは、地域や文化圏によってさまざまです。
ここでは、世界各地の音楽のなかから、ほんの一部を紹介します。
多様な音楽のあり方に触れ、「音楽とは何か」について、考えを深めましょう。

　アフリカ大陸中西部、カメルーン共和国東南部の壮大な熱帯
雨林には、太古の昔から森の中を遊動してきたBaka（バカ）と
いう民族が暮らしています。視界を遮られてしまう森の中では、
遠くまでよく響き渡る音が重要なコミュニケーションツールと
なり、空間を広く的確に認識するためには聴覚も重要となりま
す。動物の鳴きまねをして獲物をおびき寄せたり、狩猟の成功
をもたらす歌を歌ったり、暮らしと音楽は深く結び付いてきま
した。Bakaの楽器を見てみると、水を太鼓のように演奏する「リ
クインディ」、植物の蔓

つる
を弦にした「リンビンディ」、弦をはじ

いて鳴らした音を地面に掘った穴で共鳴させる「アングビンディ」
など、生活と密接に関わりのあるものが用いられています。また、
Baka語には「歌と踊り」を意味する「bè（ベ）」という言葉があり、
それらは切り離せない一つのものとして捉えられます。
　アフリカ音楽のおもしろい点は、地方の伝統音楽と都市部の
ポピュラー音楽に共通点がみられることです。例えば、カメルー
ンの若者の間で流行している最新スタイルの楽曲にも、アフリ
カの多くの伝統音楽にみられる「ベル･パターン」というリズム
が含まれています。

　ロマは、長らく「ジプシー」という差別的な名称で呼ばれてき
たインド起源の少数民族で、現在はヨーロッパやオーストラリ
ア、アメリカなど、多くの国々に分散して生活しています。自
分たちの国をもったことが一度もないロマの音楽は、移動の過
程で通過した地域の音楽や、自分たちが生活する国の多数民族
の音楽から影響を受けて発展してきました。そのため、全ての
ロマが理解し合える「ロマ音楽」というものは存在しません。
　そのような中、1971年に開催された「世界ロマ会議」で、ロ
マの「国歌」とされる《ゲレム ゲレム》が定められました。音楽

的にはセルビアとルーマニアの影響を強く受けていますが、移動経路や定住場所によって、演奏のされ方は大きく変
わってきます。例えば、ドイツに住むロマは、ジャズ調のバックビートをきかせた伴奏でリズミカルな演奏をします
が、マケドニアに住むロマは、金管楽器を伴奏にメリスマのある歌い方で演奏します。一民族としての存在が実感で
きるこの歌は、 多くのロマに愛され歌われています。

は忘れ去られます。そして、20世紀にハワイ諸島が北アメリカの観光地として整備される中、女性性が強調された「楽
園イメージ」のフラが創造され、流通するようになりました。
　1960年代以降、先住ハワイ文化への再評価の機運の高まりを受け、古代ハワイの価値観に基づいたフラが見直さ
れていきます。折しも開始されたフラ競技会では、西洋文明の影響を受けたスタイルを「現代フラ（アウアナ）」、それ
以前のスタイルを「古典フラ（カヒコ）」と呼び、２大ジャンルに分類しました。フラが競技会化され、評価基準が明確
になると、実践者も国際的に広がりました。一方で、古代の先住ハワイ文化への関心も高まり、研究が進んでいます。
現在、フラは先住ハワイ民族の誇りを象徴する手段として披露されることも少なくありません。

　フラは、特定のビートと結び付いた数種類のステッ
プにのせて、自然界の動きを模倣した身振りを用い、
口承で受け継がれてきた歌に即して踊られる、極め
て様式的な踊りです。古代ハワイ社会においては、
神々や首長をたたえるために踊られ、世俗の生活と
切り離された特殊な状況で、マナ（霊力）を高めなが
ら厳格に継承されてきました。
　しかし、18世紀、西洋文明との接触以降、フラ
は「邪教」の踊りとされて公の場で踊られなくなりま
す。19世紀、カラーカウア王の治世に、フラを国
家の文化として称揚する動きもみられましたが、そ
の後の急速な国際化の中で、ハワイの伝統的価値観

音楽って何だろう？　   さまざまな音楽のあり方

拍 1 2 3 4

リズム × × × × ×

＊メリスマ：歌詞の1音節に、2つ以上の音高を当てはめる歌い方。

＊イプ ヘケ：ひょうたんを2つ貼り合わせた打楽器

リ
ク
イ
ン
デ
ィ

宗教劇「ラースリーラー」終了直後の様子

南インドの三楽聖

リクインディ

競技会で実演されるカヒコ

チェコのロマによる演奏

ベル・パターンの例

《ゲレム ゲレム》

カヒコの代表曲《ウラ ノ ヴィオ》

《
ウ
ラ
ノ
ヴ
ィ
オ
》を
踊
ろ
う

32 33

音楽って何だろう？　
この問いに答えるのは簡単ではありません。
この問いに対する答えは、言語、文化、時代によって、あるいは人によってさまざまだからです。
ここでは、下のワークシートを使って自分なりの考えを探りましょう。
また、右ページの2つの例を参考にして、問いについての考えを深めましょう。

音楽って何だろう？　　頭の準備体操 全く音を出さない演奏者1

美しい響きと旋律、けれども「音楽」ではない美しい響きと旋律、けれども「音楽」ではない

全く音を出さない演奏者

0'00" 4'33"

1Step

A 波の音

B ウグイスの鳴き声

C 蒸気機関車の走行音

D 風鈴の音

E 学校のチャイム

F 読経

G 応援するときの三三七拍子

H 「もういいかい」「まあだだよ」

 I  楽譜

①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

④　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

音楽とは

である。

次のA～Iは、音楽だといえるだろうか。あなたが考える「音楽」のイメージにぴったり当
てはまる場合は５、全く当てはまらない場合は１として、それぞれに○を付けよう。また、
その理由を簡単に書こう。

2Step あなたが考える音楽の目的を5つ書こう。また、それぞれの具体例を挙げよう。

3Step Step①と②を踏まえて、「音楽とは何か」に対する自分なりの考えをまとめよう。

　ピアニストが舞台に登場し、ピアノの椅子に座って、鍵盤の蓋を閉める。1952年に初演されたジョン・ケージ作曲の《4
分33秒》は、このようにして始まりました。ピアニストは何も弾かず、第１楽章が終わると蓋を開け、続いて閉めて
第２楽章、また開け閉めして第３楽章、最後に蓋を開けて終わり。これが記録に残る初演の模様です。

　イスラムでは、歌や楽器の演奏の是非について古くから
宗教的な議論が繰り返されてきました。現在でも、「イス
ラムは音楽を忌避している」と言われることがあります。
しかし、実際に耳を澄ますと、イスラム社会からは非常に
豊かな「音楽のようなもの」が聞こえてきます。聖典クルアー
ンの朗

ろう

誦
しょう

も、礼拝の時を告げるアザーンも、礼拝の開始を
告げるイカーマも、極めて旋律的に聞こえます。一体これ
はどういうことでしょうか。
　実は、イスラムでは、クルアーンの朗誦やアザーンを「音
楽」とは見なしていないのです。そこに音楽的要素が認め
られても、彼らにとっては、決して「音楽」ではないのです。

　ケージは、「信じてもらえないかもしれませんが、私は沈黙を一つ一つ書き込んで曲をつくったのです」と述べています。
彼の言う「沈黙」は、「音がないこと」ではなく「音を出さないこと」を意味しています。初演に集まった人々は、演奏者
が全く音を出さなくても、森へと開け放たれた扉から、風が木々を揺らす音、雨が屋根をたたく音、会場内のうろた
えた聴衆のつぶやきが抗議の声へと高まっていくのを聴いたはずなのです。

●《4分33秒》を実際に演奏して、演奏者や聴衆の立場から、感じたことや考えたことを話し合おう。

アザーンを務める様子

ミナレット
アザーンは通常、モスクに付設され
ている塔（ミナレット）から告げられ
る。現在では、スピーカーを通して
流されることも多い。

5 4 3 2 1 理由

目的 具体例

ア
ザ
ー
ン

Ａ
〜
Ｈ
の
サ
ン
プ
ル
音
源

p.137西洋音楽史
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④�未知の状況にも対応できる「思考 力・判断力・表現力等」の育成
　を目指しました。

他にも……
●�新しく習得した知識を楽曲の理解に生かし、理解したことを表現活動
につなげます。

　例：教科書 p.16、17《野ばら》（シューベルト／ヴェルナー）

●�即興演奏しながら組み立てていく音楽に挑戦し、その面白さや難しさ
に触れ、合奏を楽しみます。

　例：教科書 p.24-25「ホローポによるリズムゲーム」

p.35 〈タンブラン〉

p.143 《江
え
差
さし
追
おい
分
わけ
》

p.34 〈メヌエット〉
p.42 《ポロネーズ第6番》 など

拍 1 2 3 4 5 6 7

唱歌 ティン ティン ナ ディン ナ ディン ナ

124 125

音楽って何だろう？　　リズムについて4
リズムとは、音楽の時間的なまとまりをつくったり、区分したりするものです。
リズムを考えるうえで重要なのが「拍」と「拍子」です。
ここでは、拍と拍子のあり方に基づいて分類した３つのリズムについて、実際の音楽を聴いて確認しましょう。

拍がない
（手拍子が打てない）

拍がある
（手拍子が打てる）

拍子がない

拍子がある
　トルコの民俗舞踊は、付加拍子が特徴的で、１曲の
中で、次々と拍子や速度を変化させることもあります。
ここに挙げた譜例は、2+2+2+3の9拍子です。

　オルティンドーはモンゴル語で「長
い歌」を意味し、音節を引き延ばしな
がら、朗々と歌詞を歌い上げます。「ボ
グンドー（短い歌）」と呼ばれる拍子の
ある歌と区別されます。

　平家は、琵
び

琶
わ

を弾きながら『平家物
語』に旋律を付けて語る音楽です。物
語を語り進める地の部分は、言葉に従っ
た拍が感じられますが、拍子は感じら
れません。

　グレゴリオ聖歌は、
中世のキリスト教会で
歌われた単旋律の聖歌
です。この曲は、フレー
ズの末尾を除き、音節
ごとに１つの音が割り
振られています。

　アーヴァーズは、ペルシア語で「声」
を意味し、イランを代表する古典声楽
です。半音より狭い音程を含む旋法（ダ
ストガー）を用い、装飾的な声の技巧
を駆使して即興的に歌われます。

　拍は、音楽の流れの中で、等間隔で刻
まれる時間の単位です。拍子とは、拍の
まとまりにみられる周期性のことです。
音楽のリズムは、無拍の（拍のない）リズ
ムと有拍の（拍のある）リズムに分けられ
ます。さらに有拍のリズムは、拍子のあ
るリズムと拍子のないリズムに分けられ
ます。

明確な拍と拍子が感じられます。拍子には、大きな時間の単位の2 分割ないし3分割と捉えられるものと、小さな
時間の単位の足し合わせと捉えられるものとがあります。ここでは、前者を「分割拍子」、後者を「付加拍子」と呼びます。

　明確な拍が感じられないので、手拍子が打てません。

　拍は感じられますが、拍子は感じられません。

付加拍子

●ルーパク タール（北インド） ●アフィヨン地方の踊り（トルコ）

　行進曲は、行進のための、あるいはその様子を描写
した、2拍子または4拍子の音楽です。西洋音楽、と
りわけ吹奏楽で多くの作品がつくられました。

　メヌエットは、17～18世紀にフランスの宮廷で流
行した３拍子の舞曲で、男女のペアで踊られます。組
曲や交響曲にも取り入れられました。

分割拍子

2分割の例 3分割の例

●行進曲   ～《軍隊行進曲》シューベルト作曲～
●アーヴァーズ（イラン）

無拍のリズム

●オルティンドー（モンゴル）

●平
へい

家
け

（日本）

有拍無拍子のリズム

●グレゴリオ聖歌  ～《アヴェ マリア》～

●メヌエット  ～《メヌエット》ペツォルト作曲～

有無
拍の

有無
拍子の

　ルーパクタールは、北インドの古典音楽の拍子の一
つで、３＋２＋２の7拍子です。タブラー・バーヤーン
（ p.145）の唱

しょう

歌
が

は下のように唱え、4拍目と6拍目で
手拍子を打ちます。

1　　2　　　1　　2　　   1　　 2　　 1　　 2 1　　2　 3　　1　　2　 3　　1　 2　　3　　1　 2　 3

手拍子

　１つの音楽が、複数の異なるリズムを交
替させたり同時並行させたりしていること
もよくあります。特に、複数の異なるリズ
ムが同時に並行して演奏されるものをポ
リリズムと呼び、世界各地の音楽でみら
れます（ p.24『ホローポによるリズムゲーム』）。
ここでは、日本のテクノポップユニット
「P

パフューム

erfume」の楽曲《ポリリズム》を紹介し
ます。

ポリリズム

 　《ポリリズム》 から　　　　　　　　　 　　　　 中
なか
田
た
ヤスタカ作詞・作曲

Vocal

Synth.

Bass

Drums

有拍有拍子のリズム

1　　　2　　  3　　　4　　　 5　 　6　　 7　　8　 　9

太鼓

笛

平家琵琶：日
ひ
吉
よし
章
しょう
吾
ご

参
考
楽
譜

ル
ー
パ
ク
タ
ー
ル
の
手
拍
子

（教科書p.124-125)

p.34

p.35
p.36

p.40

p.42

p.44 p.46

p.48

p.50

p.66

p.64

p.62

p.60

p.54
p.54

p.55

p.55

p.56

p.58
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音楽って何だろう？　　音楽の向こう側にあるもの3
　音楽が生まれて、人に届くまでには、たくさんの人やテクノロジーが関わっています。印刷、録音、放送、コン
ピュータなどのテクノロジーの発展によって、音楽は大量複製されるようになり、音楽を生む人と、音楽を聴く人
との距離はどんどん遠くなりました。同時に、あいだに関わる人も増え、音楽が個人に届くかたちもますます多様
化しています。
　現在では、インターネットをひらけば、すでにこの世にいない人の演奏や、地球の裏側の演奏を聴くことができ
ます。しかし、忘れてはなりません。音楽が生まれるとき、そこには、歴史や当時の社会状況などの背景があると
いうことを。音楽を生み出す人は地球上のどこかの場所に、時代に、確かに存在しているのです。音や音楽の向こ
う側にそれらを聴き取り、歴史や当時の社会状況などの背景を想像する力をもつことで、あなたの音楽観はより豊
かになるでしょう。

68

●自分の好きな楽曲を１つ取り上げて、その楽曲に関わりのある人・団体やテクノロジーなどを書こう。
　そして、音楽の向こう側にある歴史や当時の社会状況などの背景を想像したり、調べたりしよう。

人
・
団
体

音
楽
が
生
ま
れ
て

人
に
届
く

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（教科書p.68-69)
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2

　インドのヒンドゥー教では、神々への信仰心を、まるで人間のようにも
てなす行為で、具体的に示すことが重視されています。神像を美しく飾り、
香を焚

た

き、供物を捧
ささ

げるのと同じように、音楽も大切な捧げ物の一つです。
宗派や地域、社会階層によって違いはありますが、寺や各家の祭壇の前で
は、簡単な楽器を演奏しながら、崇拝する神の名を呼んだり、その徳をた
たえたり、自分がその神様をいかにいとおしく思うかを歌ったりする信徒
の姿が、日常的に見られます。
　優れた宗教歌の歌い手たちは「その歌に魅せられて神が姿を現した」とい
う逸話と共に語られ、音楽家というよりも聖者として敬われてきました。
例えば、南インドで18世紀に活躍したティヤーガラージャら「三楽聖」は
有名で、今日でも古典声楽の演奏会では彼らの作品がよく歌われます。
　また、神々の物語をミュージカルのように上演する宗教劇も各地で盛ん
に行われていますが、これは娯楽ではなく、そこに降誕した神々によって
繰り広げられる神事と捉えられています。例えば、北インドのブラジュ地
方に伝わる「ラースリーラー」は、大人の音楽家の語りと楽器による伴奏に
のせて、少年たちがクリシュナ神にまつわる物語を演じます。観客たちは
劇中で「クリシュナ神、万歳！」と叫んだり、終了後に神々役の少年たちの
もとへ祈りを捧げるために殺到したりします。

人間と音楽との関わりは、地域や文化圏によってさまざまです。
ここでは、世界各地の音楽のなかから、ほんの一部を紹介します。
多様な音楽のあり方に触れ、「音楽とは何か」について、考えを深めましょう。

　アフリカ大陸中西部、カメルーン共和国東南部の壮大な熱帯
雨林には、太古の昔から森の中を遊動してきたBaka（バカ）と
いう民族が暮らしています。視界を遮られてしまう森の中では、
遠くまでよく響き渡る音が重要なコミュニケーションツールと
なり、空間を広く的確に認識するためには聴覚も重要となりま
す。動物の鳴きまねをして獲物をおびき寄せたり、狩猟の成功
をもたらす歌を歌ったり、暮らしと音楽は深く結び付いてきま
した。Bakaの楽器を見てみると、水を太鼓のように演奏する「リ
クインディ」、植物の蔓

つる
を弦にした「リンビンディ」、弦をはじ

いて鳴らした音を地面に掘った穴で共鳴させる「アングビンディ」
など、生活と密接に関わりのあるものが用いられています。また、
Baka語には「歌と踊り」を意味する「bè（ベ）」という言葉があり、
それらは切り離せない一つのものとして捉えられます。
　アフリカ音楽のおもしろい点は、地方の伝統音楽と都市部の
ポピュラー音楽に共通点がみられることです。例えば、カメルー
ンの若者の間で流行している最新スタイルの楽曲にも、アフリ
カの多くの伝統音楽にみられる「ベル･パターン」というリズム
が含まれています。

　ロマは、長らく「ジプシー」という差別的な名称で呼ばれてき
たインド起源の少数民族で、現在はヨーロッパやオーストラリ
ア、アメリカなど、多くの国々に分散して生活しています。自
分たちの国をもったことが一度もないロマの音楽は、移動の過
程で通過した地域の音楽や、自分たちが生活する国の多数民族
の音楽から影響を受けて発展してきました。そのため、全ての
ロマが理解し合える「ロマ音楽」というものは存在しません。
　そのような中、1971年に開催された「世界ロマ会議」で、ロ
マの「国歌」とされる《ゲレム ゲレム》が定められました。音楽

的にはセルビアとルーマニアの影響を強く受けていますが、移動経路や定住場所によって、演奏のされ方は大きく変
わってきます。例えば、ドイツに住むロマは、ジャズ調のバックビートをきかせた伴奏でリズミカルな演奏をします
が、マケドニアに住むロマは、金管楽器を伴奏にメリスマのある歌い方で演奏します。一民族としての存在が実感で
きるこの歌は、 多くのロマに愛され歌われています。

は忘れ去られます。そして、20世紀にハワイ諸島が北アメリカの観光地として整備される中、女性性が強調された「楽
園イメージ」のフラが創造され、流通するようになりました。
　1960年代以降、先住ハワイ文化への再評価の機運の高まりを受け、古代ハワイの価値観に基づいたフラが見直さ
れていきます。折しも開始されたフラ競技会では、西洋文明の影響を受けたスタイルを「現代フラ（アウアナ）」、それ
以前のスタイルを「古典フラ（カヒコ）」と呼び、２大ジャンルに分類しました。フラが競技会化され、評価基準が明確
になると、実践者も国際的に広がりました。一方で、古代の先住ハワイ文化への関心も高まり、研究が進んでいます。
現在、フラは先住ハワイ民族の誇りを象徴する手段として披露されることも少なくありません。

　フラは、特定のビートと結び付いた数種類のステッ
プにのせて、自然界の動きを模倣した身振りを用い、
口承で受け継がれてきた歌に即して踊られる、極め
て様式的な踊りです。古代ハワイ社会においては、
神々や首長をたたえるために踊られ、世俗の生活と
切り離された特殊な状況で、マナ（霊力）を高めなが
ら厳格に継承されてきました。
　しかし、18世紀、西洋文明との接触以降、フラ
は「邪教」の踊りとされて公の場で踊られなくなりま
す。19世紀、カラーカウア王の治世に、フラを国
家の文化として称揚する動きもみられましたが、そ
の後の急速な国際化の中で、ハワイの伝統的価値観

音楽って何だろう？　   さまざまな音楽のあり方

拍 1 2 3 4

リズム × × × × ×

＊メリスマ：歌詞の1音節に、2つ以上の音高を当てはめる歌い方。

＊イプ ヘケ：ひょうたんを2つ貼り合わせた打楽器

リ
ク
イ
ン
デ
ィ

宗教劇「ラースリーラー」終了直後の様子

南インドの三楽聖

リクインディ

競技会で実演されるカヒコ

チェコのロマによる演奏

ベル・パターンの例

《ゲレム ゲレム》

カヒコの代表曲《ウラ ノ ヴィオ》

《
ウ
ラ
ノ
ヴ
ィ
オ
》を
踊
ろ
う

（教科書p.54-55)
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音楽って何だろう？　
この問いに答えるのは簡単ではありません。
この問いに対する答えは、言語、文化、時代によって、あるいは人によってさまざまだからです。
ここでは、下のワークシートを使って自分なりの考えを探りましょう。
また、右ページの2つの例を参考にして、問いについての考えを深めましょう。

音楽って何だろう？　　頭の準備体操 全く音を出さない演奏者1

美しい響きと旋律、けれども「音楽」ではない美しい響きと旋律、けれども「音楽」ではない

全く音を出さない演奏者

0'00" 4'33"

1Step

A 波の音

B ウグイスの鳴き声

C 蒸気機関車の走行音

D 風鈴の音

E 学校のチャイム

F 読経

G 応援するときの三三七拍子

H 「もういいかい」「まあだだよ」

 I  楽譜

①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

④　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

音楽とは

である。

次のA～Iは、音楽だといえるだろうか。あなたが考える「音楽」のイメージにぴったり当
てはまる場合は５、全く当てはまらない場合は１として、それぞれに○を付けよう。また、
その理由を簡単に書こう。

2Step あなたが考える音楽の目的を5つ書こう。また、それぞれの具体例を挙げよう。

3Step Step①と②を踏まえて、「音楽とは何か」に対する自分なりの考えをまとめよう。

　ピアニストが舞台に登場し、ピアノの椅子に座って、鍵盤の蓋を閉める。1952年に初演されたジョン・ケージ作曲の《4
分33秒》は、このようにして始まりました。ピアニストは何も弾かず、第１楽章が終わると蓋を開け、続いて閉めて
第２楽章、また開け閉めして第３楽章、最後に蓋を開けて終わり。これが記録に残る初演の模様です。

　イスラムでは、歌や楽器の演奏の是非について古くから
宗教的な議論が繰り返されてきました。現在でも、「イス
ラムは音楽を忌避している」と言われることがあります。
しかし、実際に耳を澄ますと、イスラム社会からは非常に
豊かな「音楽のようなもの」が聞こえてきます。聖典クルアー
ンの朗

ろう

誦
しょう

も、礼拝の時を告げるアザーンも、礼拝の開始を
告げるイカーマも、極めて旋律的に聞こえます。一体これ
はどういうことでしょうか。
　実は、イスラムでは、クルアーンの朗誦やアザーンを「音
楽」とは見なしていないのです。そこに音楽的要素が認め
られても、彼らにとっては、決して「音楽」ではないのです。

　ケージは、「信じてもらえないかもしれませんが、私は沈黙を一つ一つ書き込んで曲をつくったのです」と述べています。
彼の言う「沈黙」は、「音がないこと」ではなく「音を出さないこと」を意味しています。初演に集まった人々は、演奏者
が全く音を出さなくても、森へと開け放たれた扉から、風が木々を揺らす音、雨が屋根をたたく音、会場内のうろた
えた聴衆のつぶやきが抗議の声へと高まっていくのを聴いたはずなのです。

●《4分33秒》を実際に演奏して、演奏者や聴衆の立場から、感じたことや考えたことを話し合おう。

アザーンを務める様子

ミナレット
アザーンは通常、モスクに付設され
ている塔（ミナレット）から告げられ
る。現在では、スピーカーを通して
流されることも多い。

5 4 3 2 1 理由

目的 具体例

ア
ザ
ー
ン

Ａ
〜
Ｈ
の
サ
ン
プ
ル
音
源

p.137西洋音楽史

（教科書p.32-33)
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⑤�学びを人生や社会に生かそうとす る「学びに向かう力・人間性等」
　の涵養を目指しました。

第２楽章の回想
＋

＋

Freude,  schöner  Götterfunken,  Tochter  aus    Elysium, 

wir    betreten   feuertrunken,  Himmlische,  dein   Heiligtum !

Deine  Zauber  binden  wieder,  was  die  Mode  streng  geteilt ; 

alle  Menschen  werden  Brüder,  wo  dein  sanfter  Flügel  weilt.

Wem  der  große  Wurf  gelungen,  eines  Freundes  Freund  zu  sein, 

wer  ein  holdes  Weib  errungen,  mische  seinen  Jubel  ein !

Ja,  wer  auch  nur  eine  Seele  sein  nennt  auf  dem  Erdenrund ! 

Und  wer’s  nie  gekonnt,  der  stehle  weinend  sich  aus  diesem  Bund.

Freude  trinken  alle  Wesen  an  den  Brüsten   der   Natur ;

alle  Guten,  alle  Bösen  folgen  ihrer  Rosenspur.

Küsse  gab  sie  uns  und  Reben,  einen  Freund,  geprüft   im  Tod ;

Wollust  ward  dem  Wurm  gegeben,  und  der   Cherub  steht  vor   Gott !

Froh,  wie  seine  Sonnen  fliegen  durch  des  Himmels  prächt’gen  Plan, 

laufet,  Brüder,  eure  Bahn,  freudig,  wie  ein  Held  zum  Siegen.

O  Freunde,  nicht  diese  Töne !　

Sondern  laßt  uns  angenehmere  anstimmen,  und  freudenvollere.

歓喜よ、神々よ、エリシオンの楽園の娘よ、私たちはあなたの聖地にまいります。
あなたの魔力で全ての人々がひとつになり、兄弟姉妹となりますように。

友の友となった者、心優しい妻を得た者、ともに喜び合え。
この地上でただひとつの魂があると述べる者もである！
そしてこの歓喜を受け入れられない者は、
この絆から泣く泣く立ち去らねばならない。
自然の恵みに全ての人が喜び、善も悪も歓喜のバラの道に従う。
歓喜は我々に口づけと、ぶどう酒と、死の試練をのりこえた友人を与え、
虫けらには快楽が与えられた。すると天使ケルビムは神の前に立つ。

楽しげに、天空の摂理に従って、兄弟姉妹たちよ、我々の道を歩もう。
英雄が勝利に向かって進むように、歓喜に満ちて。

      フロィデ　      シェーナー　      ゲッテルフンケン            トホター　   アォス   エリューズィウム   

ヴィーァ    ベトゥレーテン       フォィエルトゥルンケン           ヒムリッシェ  　　   ダィン    ハィリッヒトゥーム

      ダィネ       ツァォバー　    ビンデン　 ヴィーダー     ヴァス   ディー　 モーデ　  シュトゥレング  ゲタィルトゥ    

   アッレ   　   メンシェン　   ヴェーァデン   ブリューダー    ヴォー   ダィン     ザンフター     フリューゲル ヴァィルトゥ

    ヴェーム      デーァ  グローセ　    ヴルフ　     ゲルンゲン         アィネス      フロィンデス　  フロィントゥ   ツー     ザィン     

  ヴェーァ   アィン     ホルデス　 ヴァィプ　  エァルンゲン          ミッシェ　  ザィネン       ユーベル  アィン

   ヤー   ヴェーァ   アォホ      ヌーァ   アィネ        ゼーレ     ザィン       ネントゥ     アォフ       デム        エーァデンルントゥ 　  

    ウントゥ  ヴェーァ ス  ニー       ゲコントゥ        デーァ  シュテーレ      ヴァィネントゥ    ズィッヒ  アォス    ディーゼム        ブントゥ

　  フロィデ　   トゥリンケン    アッレ　   ヴェーゼン    アン         デン      ブリュステン   デーァ　   ナトゥーァ

  アッレ　  グーテン　    アッレ      ベーゼン      フォルゲン     イーラー    ローゼンシュプーァ

   キュッセ      ガープ　 ズィー  ウンス   ウントゥ    レーベン          アィネン　   フロィントゥ        ゲプリューフトゥ  イム     トートゥ

  ヴォルストゥ      ヴァルトゥ     デム       　ヴルム　      ゲゲーベン         ウントゥ  デーァ　   ケールプ      シュテートゥ フォーァ   ゴットゥ

    フロー　  ヴィー  　ザィネ　     ゾンネン　    フリーゲン     ドゥルヒ      デス　      ヒンメルス　      プレヒトゥゲン     プラーン      

ラォフェットゥ     ブリューダー     オィレ  　  バーン      フロィディッヒ  ヴィー  アィン   ヘルトゥ 　ツム　     ズィーゲン

 オー    フロィンデ　     ニヒトゥ    ディーゼ　  テーネ                      

     ゾンデルン      ラストゥ  ウンス　      アンゲネーメレ　  アンシュティンメン     ウントゥ   フロィデンフォレレ

きずな

友よ！このような音楽ではなく、歓喜にあふれた音楽を歌おうではないか。

最初の２行の歌詞は、ベートーヴェンの作詞
 は、歌詞を繰り返し歌う部分
は、「歓喜のメロディー」で歌う部分

Freude,  schöner  Götterfunken,  Tochter  aus    Elysium, 

wir    betreten   feuertrunken,  Himmlische,  dein   Heiligtum !

Deine  Zauber  binden  wieder,  was  die  Mode  streng  geteilt ; 

alle  Menschen  werden  Brüder,  wo  dein  sanfter  Flügel  weilt.

Wem  der  große  Wurf  gelungen,  eines  Freundes  Freund  zu  sein, 

wer  ein  holdes  Weib  errungen,  mische  seinen  Jubel  ein !

Ja,  wer  auch  nur  eine  Seele  sein  nennt  auf  dem  Erdenrund ! 

Und  wer’s  nie  gekonnt,  der  stehle  weinend  sich  aus  diesem  Bund.

Freude  trinken  alle  Wesen  an  den  Brüsten   der   Natur ;

alle  Guten,  alle  Bösen  folgen  ihrer  Rosenspur.

Küsse  gab  sie  uns  und  Reben,  einen  Freund,  geprüft   im  Tod ;

Wollust  ward  dem  Wurm  gegeben,  und  der   Cherub  steht  vor   Gott !

Froh,  wie  seine  Sonnen  fliegen  durch  des  Himmels  prächt’gen  Plan, 

laufet,  Brüder,  eure  Bahn,  freudig,  wie  ein  Held  zum  Siegen.

O  Freunde,  nicht  diese  Töne !　

Sondern  laßt  uns  angenehmere  anstimmen,  und  freudenvollere.

歓喜よ、神々よ、エリシオンの楽園の娘よ、私たちはあなたの聖地にまいります。
あなたの魔力で全ての人々がひとつになり、兄弟姉妹となりますように。

友の友となった者、心優しい妻を得た者、ともに喜び合え。
この地上でただひとつの魂があると述べる者もである！
そしてこの歓喜を受け入れられない者は、
この絆から泣く泣く立ち去らねばならない。
自然の恵みに全ての人が喜び、善も悪も歓喜のバラの道に従う。
歓喜は我々に口づけと、ぶどう酒と、死の試練をのりこえた友人を与え、
虫けらには快楽が与えられた。すると天使ケルビムは神の前に立つ。

楽しげに、天空の摂理に従って、兄弟姉妹たちよ、我々の道を歩もう。
英雄が勝利に向かって進むように、歓喜に満ちて。

      フロィデ　      シェーナー　      ゲッテルフンケン            トホター　   アォス   エリューズィウム   

ヴィーァ    ベトゥレーテン       フォィエルトゥルンケン           ヒムリッシェ  　　   ダィン    ハィリッヒトゥーム

      ダィネ       ツァォバー　    ビンデン　 ヴィーダー     ヴァス   ディー　 モーデ　  シュトゥレング  ゲタィルトゥ    

   アッレ   　   メンシェン　   ヴェーァデン   ブリューダー    ヴォー   ダィン     ザンフター     フリューゲル ヴァィルトゥ

    ヴェーム      デーァ  グローセ　    ヴルフ　     ゲルンゲン         アィネス      フロィンデス　  フロィントゥ   ツー     ザィン     

  ヴェーァ   アィン     ホルデス　 ヴァィプ　  エァルンゲン          ミッシェ　  ザィネン       ユーベル  アィン
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きずな

友よ！このような音楽ではなく、歓喜にあふれた音楽を歌おうではないか。

　《交響曲第9番》は、第4楽章にシラーの頌
しょう
歌
か
『歓喜に寄す』に基づく独唱と合唱を伴った交響曲です。

ベートーヴェンはこの交響曲で、器楽による表現だけでなく声楽による表現を加えることで、より
壮大な音楽の世界を表現しようとしました。
　第4楽章の前半では、第1楽章から第3楽章までの主題がオーケストラのみで回想され、それに
続いて「歓喜のメロディー」が演奏されます。ベートーヴェンのスケッチ帳に残されたメモを参考に
しながら、この部分を聴きましょう。
　第4楽章の後半になると、独唱、四重唱、合唱が加わります。音楽の構成とシラーの歌詞を確認
しながら、ベートーヴェンが曲に込めた思いを考えましょう。　 ＊頌歌：賛歌、ほめたたえる詩。

管楽器によって激しい旋律が演奏されます。

ようやく歓喜のモティーフが紹介されます。

管楽器によって完全５度の響きが演奏される中で、
弦楽器が第１楽章冒頭と同じ音型を演奏します。

木管楽器によって穏やかな旋律が演奏されます。

木管楽器によって３拍子の躍動的な旋律が演奏
されます。

最初は、コントラバスとチェロによって、
「歓喜のメロディー」が演奏されます。

さらに、ヴァイオリンに引き継がれて、
だんだんと盛り上がります。

次に、ヴィオラが加わります。

※ ファゴットは「歓喜のメロディー」と対話す
るような旋律を演奏する。

オーケストラ全体で「歓喜のメロディー」が演奏
されます。

※Sop.…ソプラノ、Alt.…アルト、Ten.…テノール、Bar.…バリトン、Bas.…バス

◆R
レチタティーヴォ
ecitativo：朗読のように歌う歌唱法。叙唱ともいう。

ただ我々の
絶望を思い起こ
させるものだ。

これは違う。
私が求めているのは、
もっと耳に心地よい
ものである。

これだ。
見つけたぞ。
私が歌って
みせよう。

これも違う。

優しすぎる。

これも違う。

ただにぎやかなだけだ。

もっと美しいものを。

Allegro

Ten.

Allegro

Recitativo

Presto

Sop.  Alt.  Ten.  Bar.

Bar.

● ベートーヴェン p.133

序奏

第１楽章の回想

第３楽章の回想

歓喜のモティーフ

歓喜のメロディー

第２楽章の回想

序奏が再び登場します。

独唱、四重唱、合唱が加わります。

バリトン独唱と合唱によって「歓喜のメロディー」が歌われます。
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（指揮）／日本フィルハーモニー交響楽団　2019年1月29日

● オーケストラ、独唱、四重唱、合唱の組み合わせや、旋律及び歌詞の内容を確認しながら、
音楽に込められたベートーヴェンの思いを感じ取り、話し合おう。

合唱によって「歓喜のメロディー」が歌われます。

ここでは２つのメロディーが同時に歌われます。１つ目は「歓喜のメロディー」です。２つ目は、Andanteの部分の
メロディーです。これらは、ソプラノとアルトの組み合わせで歌われ、その後、音の高さを入れ替えて、テノールと
バスの組み合わせで歌われます。Andante→Adagio

Allegro

Allegro

（Allegro）

Adagio

Maestoso→Prestissimo

Prestissimo

［訳］久保田慶一

Freude,  schöner  Götterfunken,  Tochter  aus    Elysium, 

wir   betreten    feuertrunken,  Himmlische,  dein    Heiligtum !

Deine  Zauber  binden  wieder,  was  die  Mode  streng  geteilt ; 

alle  Menschen  werden  Brüder,  wo  dein  sanfter  Flügel  weilt.

Seid  umschlungen,  Millionen !  Diesen  Kuß  der  ganzen  Welt !

Brüder !  überm  Sternenzelt   muß   ein  lieber  Vater   wohnen. 

Ihr   stürzt     nieder,   Millionen ?   Ahnest   du  den   Schöpfer,  Welt ?

Such   ihn  überm   Sternenzelt !  

Über  Sternen  muß  er  wohnen. 

Freude,  schöner  Götterfunken,

Tochter  aus    Elysium, 

wir   betreten  feuertrunken,  Himmlische, 

dein   Heiligtum ! 

Seid  umschlungen,  Millionen !   Diesen  Kuß  der   ganzen  Welt !   

Brüder !   überm  Sternenzelt   muß  ein  lieber  Vater  wohnen. 

Freude,   schöner   Götterfunken !  

Tochter   aus     Elysium ! 

Freude,  schöner   Götterfunken ! 

Götterfunken ! 

Ihr   stürzt    nieder,   Millionen  ?  Ahnest   du   den  Schöpfer,  Welt ?

Such   ihn  überm  Sternenzelt !   Brüder !   überm  Sternenzelt

muß  ein  lieber  Vater  wohnen.

Freude,  Tochter  aus    Elysium, 

alle  Menschen  werden   Brüder,  wo  dein  sanfter  Flügel  weilt.

Deine  Zauber  binden  wieder,  was  die  Mode  streng  geteilt. 

alle  Menschen  werden   Brüder,  wo  dein  sanfter   Flügel   weilt.

何百万人の人々よ、抱擁を受けよ！全世界のために口づけをしよう。
兄弟姉妹たちよ！星空の向こうに愛する神がおられるのだ。

Seid  umschlungen,  Millionen !  

Diesen  Kuß  der  ganzen  Welt !

　 フロィデ　     シェーナー   　    ゲッテルフンケン            トホター　   アォス　エリューズィウム    

 ヴィーァ   ベトゥレーテン    フォィエルトゥルンケン           ヒムリッシェ   　       ダィン       ハィリッヒトゥーム

     ダィネ　    ツァォバー　    ビンデン　  ヴィーダー     ヴァス   ディー      モーデ     シュトゥレング   ゲタィルトゥ

  アッレ         メンシェン 　  ヴェーァデン    ブリューダー    ヴォー   ダィン     ザンフター　  フリューゲル ヴァィルトゥ

      ザィトゥ 　   ウムシュルンゲン　         ミリオーネン           ディーゼン       クス      デーァ     ガンツェン     ヴェルトゥ

      ブリューダー　  ユーベルム   シュテルネンツェルトゥ     ムス      アィン    リーバー   ファーター     ヴォーネン

イーァ   シュテュルツトゥ   ニーダー　       ミリオーネン               アーネストゥ   ドゥー    デン         シェプファー     ヴェルトゥ

    ズーフ　  イーン  ユーベルム    シュテルネンツェルトゥ

   ユーバー    シュテルネン      ムス　    エーァ   ヴォーネン

  フロィデ　    シェーナー　     ゲッテルフンケン            

    トホター　     アォス    エリューズィウム        

ザィトゥ　    ウムシュルンゲン　        ミリオーネン          ディーゼン　     クス      デーァ   ガンツェン    ヴェルトゥ        

ブリューダー　    ユーベルム     シュテルネンツェルトゥ      ムス　   アィン　  リーバー   ファーター　  ヴォーネン         

    フロィデ　        シェーナー　       ゲッテルフンケン   　　    

     トホター　    アォス　 エリューズィウム   

     フロィデ　　  シェーナー       　ゲッテルフンケン

　  ゲッテルフンケン

　    フロィデ　         トホター　  アォス   エリューズィウム

   アッレ　     メンシェン　    ヴェーァデン    ブリューダー     ヴォー    ダィン        ザンフター　  フリューゲル  ヴァィルトゥ

        ダィネ　    ツァォバー　   ビンデン　   ヴィーダー     ヴァス　  ディー　  モーデ      シュトゥレング   ゲタィルトゥ

    アッレ　      メンシェン　    ヴェーァデン    ブリューダー   ヴォー    ダィン　  ザンフター   フリューゲル   ヴァィルトゥ

      ザィトゥ       ウムシュルンゲン　         ミリオーネン

       ディーゼン       クス       デーァ     ガンツェン     ヴェルトゥ     

 ヴィーァ   ベトゥレーテン  フォィエルトゥルンケン         ヒムリッシェ

     ダィン　   ハィリッヒトゥーム 

 イーァ   シュテュルツトゥ   ニーダー　    ミリオーネン               アーネストゥ   ドゥー     デン        シェプファー       ヴェルトゥ

     ズーフ     イーン     ユーベルム     シュテルネンツェルトゥ       ブリューダー　    ユーベルム    シュテルネンツェルトゥ

     ムス      アィン     リーバー    ファーター    ヴォーネン

Freude,  schöner  Götterfunken,  Tochter  aus    Elysium, 

wir   betreten    feuertrunken,  Himmlische,  dein    Heiligtum !

Deine  Zauber  binden  wieder,  was  die  Mode  streng  geteilt ; 

alle  Menschen  werden  Brüder,  wo  dein  sanfter  Flügel  weilt.

Seid  umschlungen,  Millionen !  Diesen  Kuß  der  ganzen  Welt !

Brüder !  überm  Sternenzelt   muß   ein  lieber  Vater   wohnen. 

Ihr   stürzt     nieder,   Millionen ?   Ahnest   du  den   Schöpfer,  Welt ?

Such   ihn  überm   Sternenzelt !  

Über  Sternen  muß  er  wohnen. 

Freude,  schöner  Götterfunken,

Tochter  aus    Elysium, 

wir   betreten  feuertrunken,  Himmlische, 

dein   Heiligtum ! 

Seid  umschlungen,  Millionen !   Diesen  Kuß  der   ganzen  Welt !   

Brüder !   überm  Sternenzelt   muß  ein  lieber  Vater  wohnen. 

Freude,   schöner   Götterfunken !  

Tochter   aus     Elysium ! 

Freude,  schöner   Götterfunken ! 

Götterfunken ! 

Ihr   stürzt    nieder,   Millionen  ?  Ahnest   du   den  Schöpfer,  Welt ?

Such   ihn  überm  Sternenzelt !   Brüder !   überm  Sternenzelt

muß  ein  lieber  Vater  wohnen.

Freude,  Tochter  aus    Elysium, 

alle  Menschen  werden   Brüder,  wo  dein  sanfter  Flügel  weilt.

Deine  Zauber  binden  wieder,  was  die  Mode  streng  geteilt. 

alle  Menschen  werden   Brüder,  wo  dein  sanfter   Flügel   weilt.

何百万人の人々よ、抱擁を受けよ！全世界のために口づけをしよう。
兄弟姉妹たちよ！星空の向こうに愛する神がおられるのだ。

Seid  umschlungen,  Millionen !  

Diesen  Kuß  der  ganzen  Welt !
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イーァ   シュテュルツトゥ   ニーダー　       ミリオーネン               アーネストゥ   ドゥー    デン         シェプファー     ヴェルトゥ

    ズーフ　  イーン  ユーベルム    シュテルネンツェルトゥ

   ユーバー    シュテルネン      ムス　    エーァ   ヴォーネン
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     トホター　    アォス　 エリューズィウム   

     フロィデ　　  シェーナー       　ゲッテルフンケン

　  ゲッテルフンケン

　    フロィデ　         トホター　  アォス   エリューズィウム

   アッレ　     メンシェン　    ヴェーァデン    ブリューダー     ヴォー    ダィン        ザンフター　  フリューゲル  ヴァィルトゥ
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 イーァ   シュテュルツトゥ   ニーダー　    ミリオーネン               アーネストゥ   ドゥー     デン        シェプファー       ヴェルトゥ
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Freude,  schöner  Götterfunken,  Tochter  aus    Elysium, 

wir   betreten    feuertrunken,  Himmlische,  dein    Heiligtum !

Deine  Zauber  binden  wieder,  was  die  Mode  streng  geteilt ; 

alle  Menschen  werden  Brüder,  wo  dein  sanfter  Flügel  weilt.

Seid  umschlungen,  Millionen !  Diesen  Kuß  der  ganzen  Welt !

Brüder !  überm  Sternenzelt   muß   ein  lieber  Vater   wohnen. 

Ihr   stürzt     nieder,   Millionen ?   Ahnest   du  den   Schöpfer,  Welt ?

Such   ihn  überm   Sternenzelt !  

Über  Sternen  muß  er  wohnen. 

Freude,  schöner  Götterfunken,

Tochter  aus    Elysium, 

wir   betreten  feuertrunken,  Himmlische, 

dein   Heiligtum ! 

Seid  umschlungen,  Millionen !   Diesen  Kuß  der   ganzen  Welt !   

Brüder !   überm  Sternenzelt   muß  ein  lieber  Vater  wohnen. 

Freude,   schöner   Götterfunken !  

Tochter   aus     Elysium ! 

Freude,  schöner   Götterfunken ! 

Götterfunken ! 

Ihr   stürzt    nieder,   Millionen  ?  Ahnest   du   den  Schöpfer,  Welt ?

Such   ihn  überm  Sternenzelt !   Brüder !   überm  Sternenzelt

muß  ein  lieber  Vater  wohnen.

Freude,  Tochter  aus    Elysium, 

alle  Menschen  werden   Brüder,  wo  dein  sanfter  Flügel  weilt.

Deine  Zauber  binden  wieder,  was  die  Mode  streng  geteilt. 

alle  Menschen  werden   Brüder,  wo  dein  sanfter   Flügel   weilt.

何百万人の人々よ、抱擁を受けよ！全世界のために口づけをしよう。
兄弟姉妹たちよ！星空の向こうに愛する神がおられるのだ。

Seid  umschlungen,  Millionen !  

Diesen  Kuß  der  ganzen  Welt !
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Freude,  schöner  Götterfunken,  Tochter  aus    Elysium, 

wir   betreten    feuertrunken,  Himmlische,  dein    Heiligtum !

Deine  Zauber  binden  wieder,  was  die  Mode  streng  geteilt ; 

alle  Menschen  werden  Brüder,  wo  dein  sanfter  Flügel  weilt.

Seid  umschlungen,  Millionen !  Diesen  Kuß  der  ganzen  Welt !

Brüder !  überm  Sternenzelt   muß   ein  lieber  Vater   wohnen. 

Ihr   stürzt     nieder,   Millionen ?   Ahnest   du  den   Schöpfer,  Welt ?

Such   ihn  überm   Sternenzelt !  

Über  Sternen  muß  er  wohnen. 

Freude,  schöner  Götterfunken,

Tochter  aus    Elysium, 

wir   betreten  feuertrunken,  Himmlische, 

dein   Heiligtum ! 
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Götterfunken ! 
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Such   ihn  überm  Sternenzelt !   Brüder !   überm  Sternenzelt

muß  ein  lieber  Vater  wohnen.

Freude,  Tochter  aus    Elysium, 

alle  Menschen  werden   Brüder,  wo  dein  sanfter  Flügel  weilt.

Deine  Zauber  binden  wieder,  was  die  Mode  streng  geteilt. 

alle  Menschen  werden   Brüder,  wo  dein  sanfter   Flügel   weilt.

何百万人の人々よ、抱擁を受けよ！全世界のために口づけをしよう。
兄弟姉妹たちよ！星空の向こうに愛する神がおられるのだ。

Seid  umschlungen,  Millionen !  

Diesen  Kuß  der  ganzen  Welt !
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    ズーフ　  イーン  ユーベルム    シュテルネンツェルトゥ

   ユーバー    シュテルネン      ムス　    エーァ   ヴォーネン

  フロィデ　    シェーナー　     ゲッテルフンケン            

    トホター　     アォス    エリューズィウム        

ザィトゥ　    ウムシュルンゲン　        ミリオーネン          ディーゼン　     クス      デーァ   ガンツェン    ヴェルトゥ        

ブリューダー　    ユーベルム     シュテルネンツェルトゥ      ムス　   アィン　  リーバー   ファーター　  ヴォーネン         

    フロィデ　        シェーナー　       ゲッテルフンケン   　　    

     トホター　    アォス　 エリューズィウム   

     フロィデ　　  シェーナー       　ゲッテルフンケン

　  ゲッテルフンケン

　    フロィデ　         トホター　  アォス   エリューズィウム

   アッレ　     メンシェン　    ヴェーァデン    ブリューダー     ヴォー    ダィン        ザンフター　  フリューゲル  ヴァィルトゥ

        ダィネ　    ツァォバー　   ビンデン　   ヴィーダー     ヴァス　  ディー　  モーデ      シュトゥレング   ゲタィルトゥ

    アッレ　      メンシェン　    ヴェーァデン    ブリューダー   ヴォー    ダィン　  ザンフター   フリューゲル   ヴァィルトゥ

      ザィトゥ       ウムシュルンゲン　         ミリオーネン

       ディーゼン       クス       デーァ     ガンツェン     ヴェルトゥ     

 ヴィーァ   ベトゥレーテン  フォィエルトゥルンケン         ヒムリッシェ

     ダィン　   ハィリッヒトゥーム 

 イーァ   シュテュルツトゥ   ニーダー　    ミリオーネン               アーネストゥ   ドゥー     デン        シェプファー       ヴェルトゥ

     ズーフ     イーン     ユーベルム     シュテルネンツェルトゥ       ブリューダー　    ユーベルム    シュテルネンツェルトゥ

     ムス      アィン     リーバー    ファーター    ヴォーネン

　2019年、がん研究会の企画・主催で「がん患者さんが歌う第九チャリティーコンサート」が開かれた。これは、が
ん患者さんを中心に、その家族と医療従事者が、オーケストラと一緒に《交響曲第９番》を合唱付きで演奏するという
コンサートである。２人に１人ががんを患

わずら

い、がんと闘う人がますます増える現代において、メンタルサポートを含
めた患者本位の医療を提供していきたいという思いから発案された。

生きる源となった音楽の力

　公募によって集まったがん患者さんたちは、治療の合間を
みながら30回以上にも及ぶ練習を重ねた。がん患者さんにとっ
て、2時間にわたって声を出し続ける練習は非常に厳しいも
のだが、練習会場には笑い声があふれていた。参加者からは、
「《第九》を歌うことが、これからの治療をがんばる原動力と
なる」「生きる喜びを歌い上げるエネルギーが、身

からだ

体からわ
き起こってくるのを実感する」という声が聞こえてきた。
　本番では、それぞれの思いをひとつにして歌い上げ、会場
は盛大な拍手に包まれた。

● ヨハン・クリストフ・フリードリッヒ・フォン・シラー Johann Christoph Friedrich von Schiller（1759～1805）は、 
ドイツ古典主義を代表する劇作家、詩人、哲学者。文学にとどまらず歴史、哲学、美学にまで及ぶ幅広い著作を残した。
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●●�自分や他の誰かを勇気付ける音楽の力に触れ、
音楽によって生活や社会を明るく豊かなものに
していく態度を養います。
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⑤�学びを人生や社会に生かそうとす る「学びに向かう力・人間性等」
　の涵養を目指しました。

他にも……
●�現代的な社会問題を扱った音楽作品の鑑賞を通して、自分たちが生き
る現代社会について考えを深めます。

　例：教科書 p.48-49 ミュージカル《ウエスト サイド ストーリー》

●�音楽に関する知的財産権についての基本的な考え方を学び、身近な
ケースを例に理解を深めます。　

　例：教科書 p.126-127「音楽に関する知的財産権＝著作権」

第２楽章の回想
＋

＋

Freude,  schöner  Götterfunken,  Tochter  aus    Elysium, 

wir    betreten   feuertrunken,  Himmlische,  dein   Heiligtum !

Deine  Zauber  binden  wieder,  was  die  Mode  streng  geteilt ; 

alle  Menschen  werden  Brüder,  wo  dein  sanfter  Flügel  weilt.

Wem  der  große  Wurf  gelungen,  eines  Freundes  Freund  zu  sein, 

wer  ein  holdes  Weib  errungen,  mische  seinen  Jubel  ein !

Ja,  wer  auch  nur  eine  Seele  sein  nennt  auf  dem  Erdenrund ! 

Und  wer’s  nie  gekonnt,  der  stehle  weinend  sich  aus  diesem  Bund.

Freude  trinken  alle  Wesen  an  den  Brüsten   der   Natur ;

alle  Guten,  alle  Bösen  folgen  ihrer  Rosenspur.

Küsse  gab  sie  uns  und  Reben,  einen  Freund,  geprüft   im  Tod ;

Wollust  ward  dem  Wurm  gegeben,  und  der   Cherub  steht  vor   Gott !

Froh,  wie  seine  Sonnen  fliegen  durch  des  Himmels  prächt’gen  Plan, 

laufet,  Brüder,  eure  Bahn,  freudig,  wie  ein  Held  zum  Siegen.

O  Freunde,  nicht  diese  Töne !　

Sondern  laßt  uns  angenehmere  anstimmen,  und  freudenvollere.

歓喜よ、神々よ、エリシオンの楽園の娘よ、私たちはあなたの聖地にまいります。
あなたの魔力で全ての人々がひとつになり、兄弟姉妹となりますように。

友の友となった者、心優しい妻を得た者、ともに喜び合え。
この地上でただひとつの魂があると述べる者もである！
そしてこの歓喜を受け入れられない者は、
この絆から泣く泣く立ち去らねばならない。
自然の恵みに全ての人が喜び、善も悪も歓喜のバラの道に従う。
歓喜は我々に口づけと、ぶどう酒と、死の試練をのりこえた友人を与え、
虫けらには快楽が与えられた。すると天使ケルビムは神の前に立つ。

楽しげに、天空の摂理に従って、兄弟姉妹たちよ、我々の道を歩もう。
英雄が勝利に向かって進むように、歓喜に満ちて。

      フロィデ　      シェーナー　      ゲッテルフンケン            トホター　   アォス   エリューズィウム   

ヴィーァ    ベトゥレーテン       フォィエルトゥルンケン           ヒムリッシェ  　　   ダィン    ハィリッヒトゥーム

      ダィネ       ツァォバー　    ビンデン　 ヴィーダー     ヴァス   ディー　 モーデ　  シュトゥレング  ゲタィルトゥ    

   アッレ   　   メンシェン　   ヴェーァデン   ブリューダー    ヴォー   ダィン     ザンフター     フリューゲル ヴァィルトゥ

    ヴェーム      デーァ  グローセ　    ヴルフ　     ゲルンゲン         アィネス      フロィンデス　  フロィントゥ   ツー     ザィン     

  ヴェーァ   アィン     ホルデス　 ヴァィプ　  エァルンゲン          ミッシェ　  ザィネン       ユーベル  アィン

   ヤー   ヴェーァ   アォホ      ヌーァ   アィネ        ゼーレ     ザィン       ネントゥ     アォフ       デム        エーァデンルントゥ 　  

    ウントゥ  ヴェーァ ス  ニー       ゲコントゥ        デーァ  シュテーレ      ヴァィネントゥ    ズィッヒ  アォス    ディーゼム        ブントゥ

　  フロィデ　   トゥリンケン    アッレ　   ヴェーゼン    アン         デン      ブリュステン   デーァ　   ナトゥーァ

  アッレ　  グーテン　    アッレ      ベーゼン      フォルゲン     イーラー    ローゼンシュプーァ

   キュッセ      ガープ　 ズィー  ウンス   ウントゥ    レーベン          アィネン　   フロィントゥ        ゲプリューフトゥ  イム     トートゥ

  ヴォルストゥ      ヴァルトゥ     デム       　ヴルム　      ゲゲーベン         ウントゥ  デーァ　   ケールプ      シュテートゥ フォーァ   ゴットゥ

    フロー　  ヴィー  　ザィネ　     ゾンネン　    フリーゲン     ドゥルヒ      デス　      ヒンメルス　      プレヒトゥゲン     プラーン      

ラォフェットゥ     ブリューダー     オィレ  　  バーン      フロィディッヒ  ヴィー  アィン   ヘルトゥ 　ツム　     ズィーゲン

 オー    フロィンデ　     ニヒトゥ    ディーゼ　  テーネ                      

     ゾンデルン      ラストゥ  ウンス　      アンゲネーメレ　  アンシュティンメン     ウントゥ   フロィデンフォレレ

きずな

友よ！このような音楽ではなく、歓喜にあふれた音楽を歌おうではないか。

最初の２行の歌詞は、ベートーヴェンの作詞
 は、歌詞を繰り返し歌う部分
は、「歓喜のメロディー」で歌う部分

Freude,  schöner  Götterfunken,  Tochter  aus    Elysium, 

wir    betreten   feuertrunken,  Himmlische,  dein   Heiligtum !

Deine  Zauber  binden  wieder,  was  die  Mode  streng  geteilt ; 

alle  Menschen  werden  Brüder,  wo  dein  sanfter  Flügel  weilt.

Wem  der  große  Wurf  gelungen,  eines  Freundes  Freund  zu  sein, 

wer  ein  holdes  Weib  errungen,  mische  seinen  Jubel  ein !

Ja,  wer  auch  nur  eine  Seele  sein  nennt  auf  dem  Erdenrund ! 

Und  wer’s  nie  gekonnt,  der  stehle  weinend  sich  aus  diesem  Bund.

Freude  trinken  alle  Wesen  an  den  Brüsten   der   Natur ;

alle  Guten,  alle  Bösen  folgen  ihrer  Rosenspur.

Küsse  gab  sie  uns  und  Reben,  einen  Freund,  geprüft   im  Tod ;

Wollust  ward  dem  Wurm  gegeben,  und  der   Cherub  steht  vor   Gott !

Froh,  wie  seine  Sonnen  fliegen  durch  des  Himmels  prächt’gen  Plan, 

laufet,  Brüder,  eure  Bahn,  freudig,  wie  ein  Held  zum  Siegen.

O  Freunde,  nicht  diese  Töne !　

Sondern  laßt  uns  angenehmere  anstimmen,  und  freudenvollere.

歓喜よ、神々よ、エリシオンの楽園の娘よ、私たちはあなたの聖地にまいります。
あなたの魔力で全ての人々がひとつになり、兄弟姉妹となりますように。

友の友となった者、心優しい妻を得た者、ともに喜び合え。
この地上でただひとつの魂があると述べる者もである！
そしてこの歓喜を受け入れられない者は、
この絆から泣く泣く立ち去らねばならない。
自然の恵みに全ての人が喜び、善も悪も歓喜のバラの道に従う。
歓喜は我々に口づけと、ぶどう酒と、死の試練をのりこえた友人を与え、
虫けらには快楽が与えられた。すると天使ケルビムは神の前に立つ。

楽しげに、天空の摂理に従って、兄弟姉妹たちよ、我々の道を歩もう。
英雄が勝利に向かって進むように、歓喜に満ちて。

      フロィデ　      シェーナー　      ゲッテルフンケン            トホター　   アォス   エリューズィウム   

ヴィーァ    ベトゥレーテン       フォィエルトゥルンケン           ヒムリッシェ  　　   ダィン    ハィリッヒトゥーム

      ダィネ       ツァォバー　    ビンデン　 ヴィーダー     ヴァス   ディー　 モーデ　  シュトゥレング  ゲタィルトゥ    

   アッレ   　   メンシェン　   ヴェーァデン   ブリューダー    ヴォー   ダィン     ザンフター     フリューゲル ヴァィルトゥ

    ヴェーム      デーァ  グローセ　    ヴルフ　     ゲルンゲン         アィネス      フロィンデス　  フロィントゥ   ツー     ザィン     

  ヴェーァ   アィン     ホルデス　 ヴァィプ　  エァルンゲン          ミッシェ　  ザィネン       ユーベル  アィン

   ヤー   ヴェーァ   アォホ      ヌーァ   アィネ        ゼーレ     ザィン       ネントゥ     アォフ       デム        エーァデンルントゥ 　  

    ウントゥ  ヴェーァ ス  ニー       ゲコントゥ        デーァ  シュテーレ      ヴァィネントゥ    ズィッヒ  アォス    ディーゼム        ブントゥ

　  フロィデ　   トゥリンケン    アッレ　   ヴェーゼン    アン         デン      ブリュステン   デーァ　   ナトゥーァ

  アッレ　  グーテン　    アッレ      ベーゼン      フォルゲン     イーラー    ローゼンシュプーァ

   キュッセ      ガープ　 ズィー  ウンス   ウントゥ    レーベン          アィネン　   フロィントゥ        ゲプリューフトゥ  イム     トートゥ

  ヴォルストゥ      ヴァルトゥ     デム       　ヴルム　      ゲゲーベン         ウントゥ  デーァ　   ケールプ      シュテートゥ フォーァ   ゴットゥ

    フロー　  ヴィー  　ザィネ　     ゾンネン　    フリーゲン     ドゥルヒ      デス　      ヒンメルス　      プレヒトゥゲン     プラーン      

ラォフェットゥ     ブリューダー     オィレ  　  バーン      フロィディッヒ  ヴィー  アィン   ヘルトゥ 　ツム　     ズィーゲン

 オー    フロィンデ　     ニヒトゥ    ディーゼ　  テーネ                      

     ゾンデルン      ラストゥ  ウンス　      アンゲネーメレ　  アンシュティンメン     ウントゥ   フロィデンフォレレ

きずな

友よ！このような音楽ではなく、歓喜にあふれた音楽を歌おうではないか。

　《交響曲第9番》は、第4楽章にシラーの頌
しょう
歌
か
『歓喜に寄す』に基づく独唱と合唱を伴った交響曲です。

ベートーヴェンはこの交響曲で、器楽による表現だけでなく声楽による表現を加えることで、より
壮大な音楽の世界を表現しようとしました。
　第4楽章の前半では、第1楽章から第3楽章までの主題がオーケストラのみで回想され、それに
続いて「歓喜のメロディー」が演奏されます。ベートーヴェンのスケッチ帳に残されたメモを参考に
しながら、この部分を聴きましょう。
　第4楽章の後半になると、独唱、四重唱、合唱が加わります。音楽の構成とシラーの歌詞を確認
しながら、ベートーヴェンが曲に込めた思いを考えましょう。　 ＊頌歌：賛歌、ほめたたえる詩。

管楽器によって激しい旋律が演奏されます。

ようやく歓喜のモティーフが紹介されます。

管楽器によって完全５度の響きが演奏される中で、
弦楽器が第１楽章冒頭と同じ音型を演奏します。

木管楽器によって穏やかな旋律が演奏されます。

木管楽器によって３拍子の躍動的な旋律が演奏
されます。

最初は、コントラバスとチェロによって、
「歓喜のメロディー」が演奏されます。

さらに、ヴァイオリンに引き継がれて、
だんだんと盛り上がります。

次に、ヴィオラが加わります。

※ ファゴットは「歓喜のメロディー」と対話す
るような旋律を演奏する。

オーケストラ全体で「歓喜のメロディー」が演奏
されます。

※Sop.…ソプラノ、Alt.…アルト、Ten.…テノール、Bar.…バリトン、Bas.…バス

◆R
レチタティーヴォ
ecitativo：朗読のように歌う歌唱法。叙唱ともいう。

ただ我々の
絶望を思い起こ
させるものだ。

これは違う。
私が求めているのは、
もっと耳に心地よい
ものである。

これだ。
見つけたぞ。
私が歌って
みせよう。

これも違う。

優しすぎる。

これも違う。

ただにぎやかなだけだ。

もっと美しいものを。

Allegro

Ten.

Allegro

Recitativo

Presto

Sop.  Alt.  Ten.  Bar.

Bar.

● ベートーヴェン p.133

序奏

第１楽章の回想

第３楽章の回想

歓喜のモティーフ

歓喜のメロディー

第２楽章の回想

序奏が再び登場します。

独唱、四重唱、合唱が加わります。

バリトン独唱と合唱によって「歓喜のメロディー」が歌われます。
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曲
の
構
成
を
理
解
し
、
音
楽
に
込
め
ら
れ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
思
い
を
感
じ
取
ろ
う

ベートーヴェン交響曲第９番 第４楽章 S
ズィンフォニー

infonie N
ヌマー

r.9
ノィン

（教科書p.36-37)

藤
ふじ
岡
おか
幸
さち
夫
お
（指揮）／日本フィルハーモニー交響楽団　2019年1月29日

● オーケストラ、独唱、四重唱、合唱の組み合わせや、旋律及び歌詞の内容を確認しながら、
音楽に込められたベートーヴェンの思いを感じ取り、話し合おう。

合唱によって「歓喜のメロディー」が歌われます。

ここでは２つのメロディーが同時に歌われます。１つ目は「歓喜のメロディー」です。２つ目は、Andanteの部分の
メロディーです。これらは、ソプラノとアルトの組み合わせで歌われ、その後、音の高さを入れ替えて、テノールと
バスの組み合わせで歌われます。Andante→Adagio

Allegro

Allegro

（Allegro）

Adagio

Maestoso→Prestissimo

Prestissimo

［訳］久保田慶一

Freude,  schöner  Götterfunken,  Tochter  aus    Elysium, 

wir   betreten    feuertrunken,  Himmlische,  dein    Heiligtum !

Deine  Zauber  binden  wieder,  was  die  Mode  streng  geteilt ; 

alle  Menschen  werden  Brüder,  wo  dein  sanfter  Flügel  weilt.

Seid  umschlungen,  Millionen !  Diesen  Kuß  der  ganzen  Welt !

Brüder !  überm  Sternenzelt   muß   ein  lieber  Vater   wohnen. 

Ihr   stürzt     nieder,   Millionen ?   Ahnest   du  den   Schöpfer,  Welt ?

Such   ihn  überm   Sternenzelt !  

Über  Sternen  muß  er  wohnen. 

Freude,  schöner  Götterfunken,

Tochter  aus    Elysium, 

wir   betreten  feuertrunken,  Himmlische, 

dein   Heiligtum ! 

Seid  umschlungen,  Millionen !   Diesen  Kuß  der   ganzen  Welt !   

Brüder !   überm  Sternenzelt   muß  ein  lieber  Vater  wohnen. 

Freude,   schöner   Götterfunken !  

Tochter   aus     Elysium ! 

Freude,  schöner   Götterfunken ! 

Götterfunken ! 

Ihr   stürzt    nieder,   Millionen  ?  Ahnest   du   den  Schöpfer,  Welt ?

Such   ihn  überm  Sternenzelt !   Brüder !   überm  Sternenzelt

muß  ein  lieber  Vater  wohnen.

Freude,  Tochter  aus    Elysium, 

alle  Menschen  werden   Brüder,  wo  dein  sanfter  Flügel  weilt.

Deine  Zauber  binden  wieder,  was  die  Mode  streng  geteilt. 

alle  Menschen  werden   Brüder,  wo  dein  sanfter   Flügel   weilt.

何百万人の人々よ、抱擁を受けよ！全世界のために口づけをしよう。
兄弟姉妹たちよ！星空の向こうに愛する神がおられるのだ。

Seid  umschlungen,  Millionen !  

Diesen  Kuß  der  ganzen  Welt !

　 フロィデ　     シェーナー   　    ゲッテルフンケン            トホター　   アォス　エリューズィウム    
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Seid  umschlungen,  Millionen !  Diesen  Kuß  der  ganzen  Welt !

Brüder !  überm  Sternenzelt   muß   ein  lieber  Vater   wohnen. 
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何百万人の人々よ、抱擁を受けよ！全世界のために口づけをしよう。
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Freude,  schöner  Götterfunken,  Tochter  aus    Elysium, 

wir   betreten    feuertrunken,  Himmlische,  dein    Heiligtum !

Deine  Zauber  binden  wieder,  was  die  Mode  streng  geteilt ; 

alle  Menschen  werden  Brüder,  wo  dein  sanfter  Flügel  weilt.

Seid  umschlungen,  Millionen !  Diesen  Kuß  der  ganzen  Welt !

Brüder !  überm  Sternenzelt   muß   ein  lieber  Vater   wohnen. 

Ihr   stürzt     nieder,   Millionen ?   Ahnest   du  den   Schöpfer,  Welt ?

Such   ihn  überm   Sternenzelt !  

Über  Sternen  muß  er  wohnen. 

Freude,  schöner  Götterfunken,

Tochter  aus    Elysium, 

wir   betreten  feuertrunken,  Himmlische, 

dein   Heiligtum ! 

Seid  umschlungen,  Millionen !   Diesen  Kuß  der   ganzen  Welt !   

Brüder !   überm  Sternenzelt   muß  ein  lieber  Vater  wohnen. 

Freude,   schöner   Götterfunken !  

Tochter   aus     Elysium ! 

Freude,  schöner   Götterfunken ! 

Götterfunken ! 

Ihr   stürzt    nieder,   Millionen  ?  Ahnest   du   den  Schöpfer,  Welt ?

Such   ihn  überm  Sternenzelt !   Brüder !   überm  Sternenzelt

muß  ein  lieber  Vater  wohnen.

Freude,  Tochter  aus    Elysium, 

alle  Menschen  werden   Brüder,  wo  dein  sanfter  Flügel  weilt.

Deine  Zauber  binden  wieder,  was  die  Mode  streng  geteilt. 

alle  Menschen  werden   Brüder,  wo  dein  sanfter   Flügel   weilt.

何百万人の人々よ、抱擁を受けよ！全世界のために口づけをしよう。
兄弟姉妹たちよ！星空の向こうに愛する神がおられるのだ。

Seid  umschlungen,  Millionen !  

Diesen  Kuß  der  ganzen  Welt !
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Deine  Zauber  binden  wieder,  was  die  Mode  streng  geteilt ; 

alle  Menschen  werden  Brüder,  wo  dein  sanfter  Flügel  weilt.

Seid  umschlungen,  Millionen !  Diesen  Kuß  der  ganzen  Welt !
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alle  Menschen  werden   Brüder,  wo  dein  sanfter   Flügel   weilt.
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　2019年、がん研究会の企画・主催で「がん患者さんが歌う第九チャリティーコンサート」が開かれた。これは、が
ん患者さんを中心に、その家族と医療従事者が、オーケストラと一緒に《交響曲第９番》を合唱付きで演奏するという
コンサートである。２人に１人ががんを患

わずら

い、がんと闘う人がますます増える現代において、メンタルサポートを含
めた患者本位の医療を提供していきたいという思いから発案された。

生きる源となった音楽の力

　公募によって集まったがん患者さんたちは、治療の合間を
みながら30回以上にも及ぶ練習を重ねた。がん患者さんにとっ
て、2時間にわたって声を出し続ける練習は非常に厳しいも
のだが、練習会場には笑い声があふれていた。参加者からは、
「《第九》を歌うことが、これからの治療をがんばる原動力と
なる」「生きる喜びを歌い上げるエネルギーが、身

からだ

体からわ
き起こってくるのを実感する」という声が聞こえてきた。
　本番では、それぞれの思いをひとつにして歌い上げ、会場
は盛大な拍手に包まれた。

● ヨハン・クリストフ・フリードリッヒ・フォン・シラー Johann Christoph Friedrich von Schiller（1759～1805）は、 
ドイツ古典主義を代表する劇作家、詩人、哲学者。文学にとどまらず歴史、哲学、美学にまで及ぶ幅広い著作を残した。
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これらのマークがある項目は、以下のウェブサイトから学習に役
立つさまざまなコンテンツを見ることができます。

https://textbook.kyogei.co.jp/hs/r4_k1/index.html

同声合唱の曲は、混声、女声、男声、いずれの形態でも演奏できる。
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◎学習に役立つ二次元コードコンテ ンツを充実させました。

二次元コードコンテンツのリスト
p.2 「音楽って何だろう？」各人のプロフィール、解説
p.10  ビッグイシューを応援するイベント「りんりんふぇす」の概要
p.14 《黒い猫が欲しかった》原語歌詞発音

p.16、17
　

《野ばら》原語歌詞発音
p.18

　

《愛の讃歌》原語歌詞発音
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ギターの奏法、解説、《Happy Birthday To You》演奏
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p.26、121
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p.32 「音楽って何だろう？① 頭の準備体操」サンプル音源

　

アザーンの様子
p.34

　

メヌエットのステップの解説、実演
p.35
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p.42

　

「ピアノに挑戦」、《ポロネーズ第６番》演奏
p.54
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p.56

　

ガムランの各楽器の解説、《ランチャラン マニャルセウ》演奏
p.58 音楽旅行記のつくり方
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p.60

　

〈陵王乱序〉の解説、唱歌、演奏
p.62

　

能の典型的な形式「呂中干」の解説、唱歌、演奏
p.64

　

長唄《京鹿子娘道成寺》「鈴太鼓」の場面の演奏
p.120

　

三線の解説、《てぃんさぐぬ花》演奏
p.124 「音楽って何だろう？④リズムについて」参考楽譜

　

インドの拍子「ルーパクタール」の手拍子
p.126 JASRAC「音楽著作権とは」
p.156

　

ギターとキーボードによるコードの実演
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「音楽って何だろう？」ガッシャーブルムⅡへの道のり
 …テキスト　  …音声　  …画像　

　

 …動画

�いくつかの外国語曲では、
原語歌詞の朗読を視聴することができます。

�伝統音楽などの
体験活動のお手本を視聴することができます。
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　　　歌唱のポイント③

黒い猫が欲しかった 
　　　F.S.マレスカ、A.ソリチッロ、フラマリオ作詞／F.パガーノ作曲 ・・・14
　　　歌唱のポイント④

野ばら　J.W.v.ゲーテ作詞／F.シューベルト作曲  ・・・・・・・・・16
野ばら　J.W.v.ゲーテ作詞／H.ヴェルナー作曲  ・・・・・・・・・・・17
　　　歌唱のポイント⑤

愛の讃
さん
歌
か

É.ピアフ作詞／M.モノ作曲  ・・・・・・・・・・・・・・・・18
　　　歌唱のポイント⑥
　　　エディット・ピアフ

クラッピング カルテット 第１番　長
は
谷
せ
部
べ
匡
まさ
俊
とし
作曲 ・・・20

　　　演奏のポイント①

Happy Birthday To You
　　 P.S.ヒル、M.J.ヒル作詞・作曲 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22
　　　演奏のポイント②／タブ（TAB）譜の読み方

ホローポによるリズムゲーム  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24
　　　歌い踊る宴

うたげ
「ホローポ」

六段の調
しらべ
 初段　（伝）八

やつ
橋
はし
検
けん
校
ぎょう
作曲  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26

　　　演奏のポイント③

詩、短歌、俳句をもとにして音楽をつくろう ・・・・・28

音 音楽って何だろう？①  頭の準備体操  ・・・・・・・・・・・・32
　　　・全く音を出さない演奏者
　　　・美しい響きと旋律、けれども「音楽」ではない

音楽って何だろう？②  さまざまな音楽のあり方  ・・54
　　　・アフリカ熱帯雨林の暮らしにおける音楽
　　　・音楽でつながる民族　ロマの「国歌」
　　　・フラ　ハワイ諸島の歴史を伝える歌文化
　　　・信仰と音楽芸能　ヒンドゥー教の場合

ガムラン ランチャラン マニャルセウ  ・・・・・・・・・・・・・56
　　　ジャワのガムラン音楽が映し出すもの

音楽旅行記 地球の裏側の音楽を求めて～ボリビア～  ・・58
　　　・イタラケの音楽
　　　・《チューニョの花が咲く頃に》

雅楽 陵
りょう
王
おう
～舞楽～ 　作曲者不明  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・60

　　　寺社と雅楽

能 高
たか
砂
さご

世
ぜ
阿
あ
弥
み
作  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・62

　　　能の大成者、世阿弥

歌舞伎 京
きょう
鹿
がの
子
こ
娘
むすめ
道
どう
成
じょう
寺
じ

　　 藤
ふじ
本
もと
斗
と
文
ぶん
作詞／初世杵

きね
屋
や
弥
や
三
さぶ
郎
ろう
作曲／初世杵屋作

さく
十
じゅう
郎
ろう
補曲  ・・・64

　　　引
ひき
抜
ぬき

沖縄・奄
あま
美
み
群島のさまざまな音楽 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・66

　　　・《島唄》
　　　・エイサー
　　　・組

くみ
踊
おどり

　　　・八月踊り

音楽って何だろう？③  音楽の向こう側にあるもの ・・・・・・68

威風堂々　E.エルガー作曲 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・112
木星　G.ホルスト作曲 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・113
America　L.バーンスタイン作曲 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・114
Imagine　J.レノン作詞・作曲 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・116
いつも何度でも 覚

かく
和
わ
歌
か
子
こ
作詞／木

き
村
むら
弓
ゆみ
作曲 ・・・・・・・・・・118

てぃんさぐぬ花　沖縄県民謡  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・120
六段の調 初段　（伝）八橋検校作曲  ・・・・・・・・・・・・・・・・・121

音楽に関する知的財産権＝著作権  ・・・・・・・・・・・・・126
西洋音楽史 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・128
　　　 「コーラス」と「オーケストラ」は古代ギリシャが起源／数学と

哲学と音楽／中世は教会音楽の時代／合唱が最盛期を迎えた
ルネサンス／バロック音楽の開始を告げたオペラ／コントラ
ストを駆使した協奏曲／宮廷音楽の全盛時代／教会と宮廷で
活躍したバッハ／オペラとオラトリオの作曲家ヘンデル／音
楽文化の中心地ウィーン／音楽を消費する都市ロンドン／交
響曲はもともとオペラの序曲／ベートーヴェンとピアノ／充
実していくオーケストラ／音楽を楽しむ人々／ヴィルトゥオー
ソの登場／詩と音楽／多様なオペラの世界／夢を実現したヴァー
グナー／民族主義の高まりと音楽／現代の始まり／さまざま
なスタイルの曲をつくった作曲家／新しい作曲法／新しい音
楽観／新しい音素材／新しい電子の音／日本のクラシック音
楽の開花

ポピュラー音楽のジャンル ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・138
日本音楽の流れ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・140
日本の民謡と民俗芸能 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・142
楽器の図鑑 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・144
音楽史年表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・146
西洋音楽の楽典 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・150
　　　大譜表と音名／音符と休符／拍子／音階／調号
　　　音程／和音／反復記号／用語と記号
         コードネーム／コード表

オーケストラの編成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・158
　　　楽器の配置／楽器の音域／楽器の名称

楽器の奏法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・160
　　　 リコーダーの運指表／エレキベースの奏法とタブ（TAB）譜の読み方

ドラムスの奏法とドラム譜の読み方

イタリア語の発音 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・162
ドイツ語の発音 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・163
フランス語の発音 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・164

音

音

音楽って何だろう？④  リズムについて  ・・・・・・・・124
　　　・アーヴァーズ（イラン）
　　　・オルティンドー（モンゴル）
　　　・平家（日本）
　　　・グレゴリオ聖歌《アヴェ マリア》
　　　・《軍隊行進曲》シューベルト作曲
　　　・《メヌエット》ペツォルト作曲
　　　・ルーパク タール（北インド）
　　　・アフィヨン地方の踊り（トルコ）

音

音楽って何だろう？
　　　石

いし
川
かわ
直
なお
樹
き
／小

こ
沼
ぬま
純
じゅん
一
いち
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・166

 …テキスト　  …音声　  …画像　  …動画

これらのマークがある項目は、以下のウェブサイトから学習に役
立つさまざまなコンテンツを見ることができます。

https://textbook.kyogei.co.jp/hs/r4_k1/index.html

同声合唱の曲は、混声、女声、男声、いずれの形態でも演奏できる。

音

資料

創作

《きらきら星》の旋律で音楽をつくろう ・・・・・・・・・・・122

15

◎学習に役立つ二次元コードコンテ ンツを充実させました。

（教科書p.6-7)

定番の教材は残したまま、
学びを深める新しい教材を充実させました。

コードの弾き方（ギター・キーボード）を
視聴することができます。
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年間指導計画例 学習指導要領の内容
A表現 B鑑賞 〔共通事項〕

内容の
取扱い

（1）歌唱 （2）器楽 （3）創作 （1）鑑賞 音楽を形づくっている要素

月 配当
時間 題材名 題材のねらい 学習目標 主な教材 主な学習活動 ア

イ ウ
ア

イ ウ
ア イ

ウ ア イ 音
色
リ
ズ
ム
速
度
旋
律

テ
ク
ス

チ
ュ
ア

強
弱
形
式
構
成（ア）（イ）（ウ）（ア）（イ）（ウ） （ア）（イ）（ウ）（ア）（イ）（ウ） （ア）（イ）（ウ）（ア）（イ）（ウ）（ア）（イ）（ウ）

４
５
６
７

４ 正しい発声を身に付けて、豊かな
響きで歌おう

歌うときの基本的な姿勢や呼吸、発声を身に付け、
自己のイメージをもって歌詞の内容を理解し、曲にふ
さわしい発声で表現を工夫して歌う

バランスのよい姿勢、呼吸の仕方、声の響かせ方を
理解し、曲のイメージをもち、曲想と歌詞との関わり
や旋律の特徴、言葉の抑揚を理解して、表現を創意
工夫して歌う

校歌／翼をください
歌唱のポイント①
歌唱のポイント②
魔法みたいに／歌の翼に

・�歌うときの姿勢、呼吸の仕方、声の響かせ方に注意して、音楽
表現を工夫して歌唱する
・�歌詞の内容を深く捉え、曲想との関わりを理解し、曲のもつ雰
囲気や味わいを理解して歌唱する
・�旋律の特徴や言葉の抑揚を理解して、イメージに合った表現を工夫する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(１) (２) 
(４) (５) 
(８)

４
音色を工夫したり、リズムパターン
を変化させたりしてリズム合奏を楽
しもう

リズム奏に用いる打楽器の組み合わせを工夫して豊か
な音色で表現したり、リズムパターンを即興的に変化
させたりして、ダイナミックなリズム合奏をする

手拍子やボディーパーカッション、唱歌（しょうが）、
打楽器などを用いて、音色を工夫したり、リズムパター
ンを即興で変化させたりして、リズム合奏の表現を創
意工夫して演奏する

クラッピング カルテット第１番
ホローポによるリズムゲーム
音楽って何だろう？④リズムについて

・�リズムパターンを躍動感をもって表現する
・�手拍子やボディーパーカッション、唱歌、打楽器などを組み合
わせて、リズムパターンを音色豊かに、生き生きと演奏する
・�反復、変化、対照などの手法を活用して、リズムパターンを即
興で変化させて演奏する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(１) (２) 
(４) (５) 
(８)

６ 詩、短歌、俳句をもとにして、イメー
ジを膨らませて音楽をつくろう

詩、短歌、俳句をもとにして、自分のイメージを膨ら
ませながら、サウンド系の音楽またはメロディー系の
音楽をつくる

自分にとってイメージの湧きやすい、詩、短歌、俳
句を選び、音楽のもとになる「サウンドピース」や「メロ
ディーの骨格」をつくり、それを表現したいイメージに
合わせて音楽をつくる

詩、短歌、俳句をもとにして音楽を
つくろう

・�詩、短歌、俳句などをもとにイメージを膨らませて、音楽で表
現する
・�音素材を選び、「サウンドピース」や「メロディーの骨格」をつくる
・�音楽を形づくっている要素を手がかりに、自分のイメージに合う
ように音楽をつくる

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(１) (２) 
(３) (４) 
(７) (８) 
(10)

６
日本語の響きや歌詞の内容、曲の
背景を理解して、ふさわしい歌声
で表現しよう

日本語を美しく歌うため、鼻濁音やs音、t音などの
子音に注意して歌唱する。また、歌詞の内容や曲の
背景を理解して、情景を思い描いて詩情に合った歌
唱表現を工夫する

鼻濁音やs音、t音などの子音の発音について学ぶと
ともに、歌詞の内容を理解し、ディナーミクなどに注
意して曲にふさわしい表現を創意工夫して歌う

この道
歌唱のポイント③
さびしいカシの木

・�鼻濁音やs音、t音などの子音に注意し、日本語の美しい発音
に留意して歌う
・�歌詞の内容を理解し、作曲者のディナーミクの指示をもとに、ふさ
わしい表現を工夫して歌う

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (５) 

２ これは音楽だといえるだろうか？音
楽って何だろう？

ふだん何げなく接したり表現したりしている音楽につ
いて、あらためて問うことで、さまざまな音楽と音楽
観を敷衍し、生涯にわたって音楽と関わっていく心情
を育むことを目指す

身の回りのさまざまな音を聴き、「音楽とは何か」を考
え、ジョン・ケージの《４分33秒》やアザーンを例に、
さまざまな音楽のあり方に気付く

表現とは、頭と体を使った他者との
対話
音楽って何だろう？①頭の準備体操

・�身の回りのさまざまな音を聴いて、自分の考える音楽のイメージ
に当てはまるかどうかを評価する
・�音楽の目的や、「音楽とは何か」を考える
・�《４分33秒》を体験したあとで、音楽についてもう一度話し合う

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (８) 
(10)

４

ガムラン《ランチャラン マニャルセ
ウ》の音楽の構造を理解し、ガムラ
ン音楽とインドネシアの風土や気候
との関わりを考えよう

ガムランを特徴付ける楽器の音色やリズムの周期を理
解し、インドネシアの自然から、ガムランがどのよう
な影響を受けたかを考える

ガムランの楽器や１周期16拍の４周期分からなる骨格
旋律などの特徴を理解して《ランチャラン マニャルセウ》
を鑑賞し、ガムラン音楽が育まれたジャワ地域の風土
や気候との関わりについて関心をもつ

ガムラン ランチャラン マニャルセウ ・�ガムランの楽器の名称とそれぞれの役割を理解する
・�楽器とリズムの組み合わせや、骨格旋律について理解する
・�ジャワ島地域の自然と音楽の関わりについて考える ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(１) (２) 
(４) (８) 
(９) (10)

９
10
11
12

４
カンタータ《土の歌》の歌詞や曲全
体の構成を理解し、〈大地讃頌〉の
合唱表現に生かそう

カンタータ《土の歌》全曲における〈大地讃頌〉の位置
付けを理解し、この曲に込められた作詞者と作曲者
の思いを感受し、表現を工夫して合唱する

各楽章の歌詞の内容を理解し、最終楽章の〈大地讃頌〉
に込められた思いを考え、オーケストラ版とピアノ伴
奏版の〈大地讃頌〉の表現の違いを踏まえて合唱する

カンタータ 土の歌（鑑賞）
大地讃頌（合唱）

・�歌詞の内容、各楽章の関連や位置付けを理解する
・�〈大地讃頌〉に込められた思いを考える
・�オーケストラ版とピアノ伴奏版の〈大地讃頌〉の表現の違いを踏ま
えて合唱表現を工夫する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (５) 
(８)

２ イタリア語の発音の特徴を捉え、
曲の雰囲気を楽しみながら歌おう

イタリア語の発音の特徴を捉え、リズムや旋律との関
わりを理解し、歌詞の内容と曲の雰囲気に合った表現
を工夫して歌う

イタリア語の発音の特徴や、リズムや旋律との関わり
を理解し、歌詞の内容にふさわしい表現を創意工夫
して歌う

黒い猫が欲しかった
歌唱のポイント④

・�イタリア語の発音の特徴を理解する
・��イタリア語のアクセントやリズムや旋律との関わりを理解する
・�歌詞の内容を理解し、表現を工夫する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (５)

２
２人の作曲家による《野ばら》を、
それぞれの雰囲気を生かして歌お
う

ドイツ語の発音や、その強弱によるリズムと旋律との
関わりを理解し、２つの《野ばら》をそれぞれの曲にふ
さわしい表現で歌う

ドイツ語の発音やその強弱によるリズムと旋律との関
わりを理解するとともに、同じ詩を用いた２つの《野ば
ら》を、それぞれの曲にふさわしい表現で歌う

野ばら（シューベルト）
野ばら（ヴェルナー）
歌唱のポイント⑤

・�ドイツ語の発音を学び、ゲーテの詩『野ばら』の内容を理解する
・�ドイツ語の強弱によるリズムと旋律との関わりを理解する
・�歌詞の内容や雰囲気を理解して２つの《野ばら》を工夫して歌う

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (５)

４ 《六段の調》の唱歌をよく聴いて覚
え、箏の演奏に生かそう

五線譜ではなく、伝統的な縦譜や唱歌を用いることで、
箏の音楽に特有な旋律の捉え方や余韻の変化、間を
理解し、演奏に生かす

縦譜の読み方や箏の構造、奏法を学び、《六段の調》
の唱歌を歌うことで旋律の動きや余韻の変化、間な
どを理解し、箏の特徴を生かして演奏する

六段の調　初段（p.26-27）
六段の調　初段（p.121）

・�縦譜の読み方や箏の構造、奏法を学ぶ
・�《六段の調》の唱歌を学び、旋律の動きを理解する
・�唱歌と箏の奏法を理解し、唱歌を歌いながら箏を練習する
・�余韻の変化や間を理解し、表現を工夫して演奏する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (５)
(６) (９)

３

日本の民謡や民俗芸能の特徴を知っ
て、沖縄・奄美群島のさまざまな
音楽を聴いてその特徴を感じ取ろ
う

日本にはどのような民謡や民俗芸能があるかを知り、
民謡を通して日本の音階やリズム様式を理解したうえ
で、沖縄・奄美群島のさまざまな音楽を聴いてその
特徴を感じ取る

日本の民謡や民俗芸能の分類を知り、民謡で用いら
れる音階やリズム様式を理解したうえで、沖縄・奄美
群島のさまざまな音楽を鑑賞し、そこで用いられる楽
器、衣装、踊りなどの特徴を理解する

日本の民謡と民俗芸能
沖縄・奄美群島のさまざまな音楽
音楽って何だろう？④リズムについて

・�日本の民謡や民俗芸能の分類を学び、民謡で用いられる音階や
リズム様式を理解する
・�沖縄・奄美群島のさまざまな音楽を鑑賞する
・�音楽だけでなく、用いられる楽器、衣装、踊りなどの特徴を理解する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (８) 
(９)

２
物語と音楽との関わりを理解し、《魔
法使いの弟子》で作曲者が工夫し
たことを探求しよう

作曲者がどのような工夫をして、物語に登場する人
や物を音楽で表現しているかを考える

作品に影響を与えたゲーテの詩『魔法使いの弟子』を
読み、情景を思い浮かべながら曲を鑑賞し、登場す
る人や物、物語のシーンがどのように音楽で表現さ
れているかについて、考察する

交響詩 魔法使いの弟子 ・�ゲーテの詩『魔法使いの弟子』を読み、情景を思い浮かべながら
曲を鑑賞する
・�登場する人や物、物語のシーンがどのように音楽で表現されて
いるかについてグループで話し合う

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (８)

４
オペラ《椿姫》に描かれた社会のあ
り方を理解してオペラならではの表
現を感じ取り、〈乾杯の歌〉を歌おう

実在した人物をモデルに描かれたオペラ《椿姫》を、
当時の社会背景とともに理解し、登場人物の心情が
オペラでどのように描かれているかを考察したうえで、
〈乾杯の歌〉を歌う

オペラ《椿姫》のあらすじと登場人物の心情、当時の
社会背景を理解して、これらがどのようにオペラで描
かれているかについて理解を深め、〈乾杯の歌〉を創
意工夫して歌う

オペラ 椿姫
乾杯の歌

・�《椿姫》のあらすじと登場人物の心情、当時の社会背景を理解する
・�各幕の代表的な場面を鑑賞し、登場人物の心情がどのように描
かれているかについて話し合う
・�〈乾杯の歌〉をイタリア語で歌う

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (８)

３
能《高砂》の詞章を謡ったり、「呂
中干」の唱歌を唄ったりして、能の
音楽の特徴を感じ取ろう

世阿弥が作能した《高砂》を聴いたり、よく知られた
詞章を謡ったりすることで能に親しみ、舞の部分で演
奏される笛の唱歌「呂中干」を唄うことで、能の音楽の
よさや美しさを深く味わう

能の音楽様式を学び、能《高砂》のあらすじを知った
うえで《高砂》を謡い、舞の部分で演奏される笛の唱歌
「呂中干」を学んで、シテの舞と囃子の掛け合いの部
分を鑑賞する

能 高砂 ・�能の音楽様式を学び、能《高砂》のあらすじを知り、《高砂》を謡
う
・�笛の唱歌「呂中干」を学び、シテの舞と囃子の掛け合いの部分を
鑑賞する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (６) 
(８) (９)

４
ベートーヴェンの交響曲第９番第４
楽章を聴いて、この曲に込められ
た作曲者の思いを話し合おう

この曲が器楽と声楽による表現が融合した作品である
ことを理解し、「歓喜のメロディー」の登場の仕方や、
それに付けられた歌詞の内容と合わせて、作曲者が
この曲に込めた思いを話し合う

ベートーヴェンの交響曲第９番第４楽章の曲の構成や
シラーによる歌詞の内容を理解して、音楽に込められ
た作曲者の思いについて話し合い、考えを深める

交響曲第９番 第４楽章 ・�曲の構成や歌詞の内容を理解する
・�オーケストラ、独唱、四重唱、合唱を伴った壮大な音楽の世界
を味わう
・�この曲に込められた作曲者の思いを話し合う

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (８)

1
2
3 ６

《ウエスト サイド ストーリー》
の社会背景を理解して鑑賞し、

〈Tonight〉を歌い、〈America〉の
器楽合奏を楽しもう

《ウエスト サイド ストーリー》の舞台となったアメリカ
の社会問題を理解して鑑賞し、代表的なナンバーの
〈Tonight〉を歌ったり〈America〉を器楽合奏したり
して、ミュージカルのおもしろさを感じ取る

作品のテーマとなっているアメリカの社会問題を理解し、
代表的なナンバーを創意工夫して演奏し、ミュージカ
ル《ウエスト サイド ストーリー》の登場人物の心情を感
じ取る

ミュージカル ウエスト サイド ストーリー
Tonight
America

・�アメリカの社会問題を理解してミュージカル《ウエスト サイド ストー
リー》を鑑賞し登場人物の心情を感じ取る
・�〈Tonight〉を創意工夫して歌唱する
・�〈America〉を創意工夫して器楽合奏する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (８) 
(９)

４ 歌詞に込められた主張を受け止め
て歌おう

ポピュラー音楽のジャンルや歌詞に込められたアーティ
ストの主張を理解して、歌い方や表現を工夫するとと
もに、芸術活動を支える著作権についての理解を深
める

ポピュラー音楽のジャンルや、歌詞に込められたアーティ
ストの主張を理解し、曲にふさわしい歌い方や表現を
創意工夫し、ポピュラー音楽に親しむと同時に、芸術
活動を支える著作権について理解を深める

風に吹かれて
Imagine
ポピュラー音楽のジャンル
音楽に関する知的財産権＝著作権

・�ポピュラー音楽のジャンルを理解する
・�英語歌詞の内容についてその背景を含めて理解する
・�歌詞の内容にふさわしい表現を考えて演奏する
・�芸術活動を支える著作権について理解する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (８) 
(９) (11)

３
舞楽《陵王》の構成を理解し、打物
と竜笛の唱歌を唱え、雅楽の雰囲
気を感じ取ろう

舞楽《陵王》を鑑賞して、舞人登場の音楽〈陵王乱序〉
の打物や竜笛の唱歌を学び、竜笛の旋律をリコーダー
で輪奏することを通して、舞楽《陵王》の構成やその
特徴を理解する

舞楽《陵王》の構成を理解し、〈陵王乱序〉の唱歌を唱
え、身近な楽器で打物のリズムを演奏したり、リコー
ダーで竜笛の追吹の旋律を輪奏することを通して、日
本の伝統音楽である雅楽に親しむ

雅楽 陵王〜舞楽〜
日本音楽の流れ

・�舞楽《陵王》の構成を理解する
・�舞楽《陵王》の舞と器楽演奏の関わりを学び、《陵王》の特徴を
理解する
・�追吹部分の打物と竜笛の唱歌を唱え、身近な楽器で打物のリズ
ムを演奏したりリコーダーで竜笛の旋律を輪奏したりする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(１) (２) 
(４) (６) 
(８) (９)

３ 変奏や編曲に挑戦して、つくった
作品を発表しよう

グループに分かれ、《きらきら星》の旋律をもとに変
奏曲をつくったり、編曲したりして、完成した作品を
発表する

変奏や編曲について理解するとともに、《きらきら星》
の旋律を創意工夫して器楽アンサンブルに編曲し、
創作や器楽合奏に親しむ

《きらきら星》の旋律で音楽をつくろう ・�イメージをもって《きらきら星》の旋律を変奏する
・�つくった《きらきら星》の変奏曲を器楽アンサンブルに編曲する
・�完成した作品をグループごとに発表する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(３) (４) 
(７) (８)
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学習指導要領の内容

A表現 B鑑賞 〔共通事項〕
内容の
取扱い

（1）歌唱 （2）器楽 （3）創作 （1）鑑賞 音楽を形づくっている要素

月 配当
時間 題材名 題材のねらい 学習目標 主な教材 主な学習活動 ア

イ ウ
ア

イ ウ
ア イ

ウ ア イ 音
色
リ
ズ
ム
速
度
旋
律

テ
ク
ス

チ
ュ
ア

強
弱
形
式
構
成（ア）（イ）（ウ）（ア）（イ）（ウ） （ア）（イ）（ウ）（ア）（イ）（ウ） （ア）（イ）（ウ）（ア）（イ）（ウ）（ア）（イ）（ウ）

４
５
６
７

４ 正しい発声を身に付けて、豊かな
響きで歌おう

歌うときの基本的な姿勢や呼吸、発声を身に付け、
自己のイメージをもって歌詞の内容を理解し、曲にふ
さわしい発声で表現を工夫して歌う

バランスのよい姿勢、呼吸の仕方、声の響かせ方を
理解し、曲のイメージをもち、曲想と歌詞との関わり
や旋律の特徴、言葉の抑揚を理解して、表現を創意
工夫して歌う

校歌／翼をください
歌唱のポイント①
歌唱のポイント②
魔法みたいに／歌の翼に

・�歌うときの姿勢、呼吸の仕方、声の響かせ方に注意して、音楽
表現を工夫して歌唱する
・�歌詞の内容を深く捉え、曲想との関わりを理解し、曲のもつ雰
囲気や味わいを理解して歌唱する
・�旋律の特徴や言葉の抑揚を理解して、イメージに合った表現を工夫する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(１) (２) 
(４) (５) 
(８)

４
音色を工夫したり、リズムパターン
を変化させたりしてリズム合奏を楽
しもう

リズム奏に用いる打楽器の組み合わせを工夫して豊か
な音色で表現したり、リズムパターンを即興的に変化
させたりして、ダイナミックなリズム合奏をする

手拍子やボディーパーカッション、唱歌（しょうが）、
打楽器などを用いて、音色を工夫したり、リズムパター
ンを即興で変化させたりして、リズム合奏の表現を創
意工夫して演奏する

クラッピング カルテット第１番
ホローポによるリズムゲーム
音楽って何だろう？④リズムについて

・�リズムパターンを躍動感をもって表現する
・�手拍子やボディーパーカッション、唱歌、打楽器などを組み合
わせて、リズムパターンを音色豊かに、生き生きと演奏する
・�反復、変化、対照などの手法を活用して、リズムパターンを即
興で変化させて演奏する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(１) (２) 
(４) (５) 
(８)

６ 詩、短歌、俳句をもとにして、イメー
ジを膨らませて音楽をつくろう

詩、短歌、俳句をもとにして、自分のイメージを膨ら
ませながら、サウンド系の音楽またはメロディー系の
音楽をつくる

自分にとってイメージの湧きやすい、詩、短歌、俳
句を選び、音楽のもとになる「サウンドピース」や「メロ
ディーの骨格」をつくり、それを表現したいイメージに
合わせて音楽をつくる

詩、短歌、俳句をもとにして音楽を
つくろう

・�詩、短歌、俳句などをもとにイメージを膨らませて、音楽で表
現する
・�音素材を選び、「サウンドピース」や「メロディーの骨格」をつくる
・�音楽を形づくっている要素を手がかりに、自分のイメージに合う
ように音楽をつくる

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(１) (２) 
(３) (４) 
(７) (８) 
(10)

６
日本語の響きや歌詞の内容、曲の
背景を理解して、ふさわしい歌声
で表現しよう

日本語を美しく歌うため、鼻濁音やs音、t音などの
子音に注意して歌唱する。また、歌詞の内容や曲の
背景を理解して、情景を思い描いて詩情に合った歌
唱表現を工夫する

鼻濁音やs音、t音などの子音の発音について学ぶと
ともに、歌詞の内容を理解し、ディナーミクなどに注
意して曲にふさわしい表現を創意工夫して歌う

この道
歌唱のポイント③
さびしいカシの木

・�鼻濁音やs音、t音などの子音に注意し、日本語の美しい発音
に留意して歌う
・�歌詞の内容を理解し、作曲者のディナーミクの指示をもとに、ふさ
わしい表現を工夫して歌う

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (５) 

２ これは音楽だといえるだろうか？音
楽って何だろう？

ふだん何げなく接したり表現したりしている音楽につ
いて、あらためて問うことで、さまざまな音楽と音楽
観を敷衍し、生涯にわたって音楽と関わっていく心情
を育むことを目指す

身の回りのさまざまな音を聴き、「音楽とは何か」を考
え、ジョン・ケージの《４分33秒》やアザーンを例に、
さまざまな音楽のあり方に気付く

表現とは、頭と体を使った他者との
対話
音楽って何だろう？①頭の準備体操

・�身の回りのさまざまな音を聴いて、自分の考える音楽のイメージ
に当てはまるかどうかを評価する
・�音楽の目的や、「音楽とは何か」を考える
・�《４分33秒》を体験したあとで、音楽についてもう一度話し合う

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (８) 
(10)

４

ガムラン《ランチャラン マニャルセ
ウ》の音楽の構造を理解し、ガムラ
ン音楽とインドネシアの風土や気候
との関わりを考えよう

ガムランを特徴付ける楽器の音色やリズムの周期を理
解し、インドネシアの自然から、ガムランがどのよう
な影響を受けたかを考える

ガムランの楽器や１周期16拍の４周期分からなる骨格
旋律などの特徴を理解して《ランチャラン マニャルセウ》
を鑑賞し、ガムラン音楽が育まれたジャワ地域の風土
や気候との関わりについて関心をもつ

ガムラン ランチャラン マニャルセウ ・�ガムランの楽器の名称とそれぞれの役割を理解する
・�楽器とリズムの組み合わせや、骨格旋律について理解する
・�ジャワ島地域の自然と音楽の関わりについて考える ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(１) (２) 
(４) (８) 
(９) (10)

９
10
11
12

４
カンタータ《土の歌》の歌詞や曲全
体の構成を理解し、〈大地讃頌〉の
合唱表現に生かそう

カンタータ《土の歌》全曲における〈大地讃頌〉の位置
付けを理解し、この曲に込められた作詞者と作曲者
の思いを感受し、表現を工夫して合唱する

各楽章の歌詞の内容を理解し、最終楽章の〈大地讃頌〉
に込められた思いを考え、オーケストラ版とピアノ伴
奏版の〈大地讃頌〉の表現の違いを踏まえて合唱する

カンタータ 土の歌（鑑賞）
大地讃頌（合唱）

・�歌詞の内容、各楽章の関連や位置付けを理解する
・�〈大地讃頌〉に込められた思いを考える
・�オーケストラ版とピアノ伴奏版の〈大地讃頌〉の表現の違いを踏ま
えて合唱表現を工夫する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (５) 
(８)

２ イタリア語の発音の特徴を捉え、
曲の雰囲気を楽しみながら歌おう

イタリア語の発音の特徴を捉え、リズムや旋律との関
わりを理解し、歌詞の内容と曲の雰囲気に合った表現
を工夫して歌う

イタリア語の発音の特徴や、リズムや旋律との関わり
を理解し、歌詞の内容にふさわしい表現を創意工夫
して歌う

黒い猫が欲しかった
歌唱のポイント④

・�イタリア語の発音の特徴を理解する
・��イタリア語のアクセントやリズムや旋律との関わりを理解する
・�歌詞の内容を理解し、表現を工夫する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (５)

２
２人の作曲家による《野ばら》を、
それぞれの雰囲気を生かして歌お
う

ドイツ語の発音や、その強弱によるリズムと旋律との
関わりを理解し、２つの《野ばら》をそれぞれの曲にふ
さわしい表現で歌う

ドイツ語の発音やその強弱によるリズムと旋律との関
わりを理解するとともに、同じ詩を用いた２つの《野ば
ら》を、それぞれの曲にふさわしい表現で歌う

野ばら（シューベルト）
野ばら（ヴェルナー）
歌唱のポイント⑤

・�ドイツ語の発音を学び、ゲーテの詩『野ばら』の内容を理解する
・�ドイツ語の強弱によるリズムと旋律との関わりを理解する
・�歌詞の内容や雰囲気を理解して２つの《野ばら》を工夫して歌う

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (５)

４ 《六段の調》の唱歌をよく聴いて覚
え、箏の演奏に生かそう

五線譜ではなく、伝統的な縦譜や唱歌を用いることで、
箏の音楽に特有な旋律の捉え方や余韻の変化、間を
理解し、演奏に生かす

縦譜の読み方や箏の構造、奏法を学び、《六段の調》
の唱歌を歌うことで旋律の動きや余韻の変化、間な
どを理解し、箏の特徴を生かして演奏する

六段の調　初段（p.26-27）
六段の調　初段（p.121）

・�縦譜の読み方や箏の構造、奏法を学ぶ
・�《六段の調》の唱歌を学び、旋律の動きを理解する
・�唱歌と箏の奏法を理解し、唱歌を歌いながら箏を練習する
・�余韻の変化や間を理解し、表現を工夫して演奏する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (５)
(６) (９)

３

日本の民謡や民俗芸能の特徴を知っ
て、沖縄・奄美群島のさまざまな
音楽を聴いてその特徴を感じ取ろ
う

日本にはどのような民謡や民俗芸能があるかを知り、
民謡を通して日本の音階やリズム様式を理解したうえ
で、沖縄・奄美群島のさまざまな音楽を聴いてその
特徴を感じ取る

日本の民謡や民俗芸能の分類を知り、民謡で用いら
れる音階やリズム様式を理解したうえで、沖縄・奄美
群島のさまざまな音楽を鑑賞し、そこで用いられる楽
器、衣装、踊りなどの特徴を理解する

日本の民謡と民俗芸能
沖縄・奄美群島のさまざまな音楽
音楽って何だろう？④リズムについて

・�日本の民謡や民俗芸能の分類を学び、民謡で用いられる音階や
リズム様式を理解する
・�沖縄・奄美群島のさまざまな音楽を鑑賞する
・�音楽だけでなく、用いられる楽器、衣装、踊りなどの特徴を理解する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (８) 
(９)

２
物語と音楽との関わりを理解し、《魔
法使いの弟子》で作曲者が工夫し
たことを探求しよう

作曲者がどのような工夫をして、物語に登場する人
や物を音楽で表現しているかを考える

作品に影響を与えたゲーテの詩『魔法使いの弟子』を
読み、情景を思い浮かべながら曲を鑑賞し、登場す
る人や物、物語のシーンがどのように音楽で表現さ
れているかについて、考察する

交響詩 魔法使いの弟子 ・�ゲーテの詩『魔法使いの弟子』を読み、情景を思い浮かべながら
曲を鑑賞する
・�登場する人や物、物語のシーンがどのように音楽で表現されて
いるかについてグループで話し合う

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (８)

４
オペラ《椿姫》に描かれた社会のあ
り方を理解してオペラならではの表
現を感じ取り、〈乾杯の歌〉を歌おう

実在した人物をモデルに描かれたオペラ《椿姫》を、
当時の社会背景とともに理解し、登場人物の心情が
オペラでどのように描かれているかを考察したうえで、
〈乾杯の歌〉を歌う

オペラ《椿姫》のあらすじと登場人物の心情、当時の
社会背景を理解して、これらがどのようにオペラで描
かれているかについて理解を深め、〈乾杯の歌〉を創
意工夫して歌う

オペラ 椿姫
乾杯の歌

・�《椿姫》のあらすじと登場人物の心情、当時の社会背景を理解する
・�各幕の代表的な場面を鑑賞し、登場人物の心情がどのように描
かれているかについて話し合う
・�〈乾杯の歌〉をイタリア語で歌う

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (８)

３
能《高砂》の詞章を謡ったり、「呂
中干」の唱歌を唄ったりして、能の
音楽の特徴を感じ取ろう

世阿弥が作能した《高砂》を聴いたり、よく知られた
詞章を謡ったりすることで能に親しみ、舞の部分で演
奏される笛の唱歌「呂中干」を唄うことで、能の音楽の
よさや美しさを深く味わう

能の音楽様式を学び、能《高砂》のあらすじを知った
うえで《高砂》を謡い、舞の部分で演奏される笛の唱歌
「呂中干」を学んで、シテの舞と囃子の掛け合いの部
分を鑑賞する

能 高砂 ・�能の音楽様式を学び、能《高砂》のあらすじを知り、《高砂》を謡
う
・�笛の唱歌「呂中干」を学び、シテの舞と囃子の掛け合いの部分を
鑑賞する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (６) 
(８) (９)

４
ベートーヴェンの交響曲第９番第４
楽章を聴いて、この曲に込められ
た作曲者の思いを話し合おう

この曲が器楽と声楽による表現が融合した作品である
ことを理解し、「歓喜のメロディー」の登場の仕方や、
それに付けられた歌詞の内容と合わせて、作曲者が
この曲に込めた思いを話し合う

ベートーヴェンの交響曲第９番第４楽章の曲の構成や
シラーによる歌詞の内容を理解して、音楽に込められ
た作曲者の思いについて話し合い、考えを深める

交響曲第９番 第４楽章 ・�曲の構成や歌詞の内容を理解する
・�オーケストラ、独唱、四重唱、合唱を伴った壮大な音楽の世界
を味わう
・�この曲に込められた作曲者の思いを話し合う

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (８)

1
2
3 ６

《ウエスト サイド ストーリー》
の社会背景を理解して鑑賞し、

〈Tonight〉を歌い、〈America〉の
器楽合奏を楽しもう

《ウエスト サイド ストーリー》の舞台となったアメリカ
の社会問題を理解して鑑賞し、代表的なナンバーの
〈Tonight〉を歌ったり〈America〉を器楽合奏したり
して、ミュージカルのおもしろさを感じ取る

作品のテーマとなっているアメリカの社会問題を理解し、
代表的なナンバーを創意工夫して演奏し、ミュージカ
ル《ウエスト サイド ストーリー》の登場人物の心情を感
じ取る

ミュージカル ウエスト サイド ストーリー
Tonight
America

・�アメリカの社会問題を理解してミュージカル《ウエスト サイド ストー
リー》を鑑賞し登場人物の心情を感じ取る
・�〈Tonight〉を創意工夫して歌唱する
・�〈America〉を創意工夫して器楽合奏する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (８) 
(９)

４ 歌詞に込められた主張を受け止め
て歌おう

ポピュラー音楽のジャンルや歌詞に込められたアーティ
ストの主張を理解して、歌い方や表現を工夫するとと
もに、芸術活動を支える著作権についての理解を深
める

ポピュラー音楽のジャンルや、歌詞に込められたアーティ
ストの主張を理解し、曲にふさわしい歌い方や表現を
創意工夫し、ポピュラー音楽に親しむと同時に、芸術
活動を支える著作権について理解を深める

風に吹かれて
Imagine
ポピュラー音楽のジャンル
音楽に関する知的財産権＝著作権

・�ポピュラー音楽のジャンルを理解する
・�英語歌詞の内容についてその背景を含めて理解する
・�歌詞の内容にふさわしい表現を考えて演奏する
・�芸術活動を支える著作権について理解する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(４) (８) 
(９) (11)

３
舞楽《陵王》の構成を理解し、打物
と竜笛の唱歌を唱え、雅楽の雰囲
気を感じ取ろう

舞楽《陵王》を鑑賞して、舞人登場の音楽〈陵王乱序〉
の打物や竜笛の唱歌を学び、竜笛の旋律をリコーダー
で輪奏することを通して、舞楽《陵王》の構成やその
特徴を理解する

舞楽《陵王》の構成を理解し、〈陵王乱序〉の唱歌を唱
え、身近な楽器で打物のリズムを演奏したり、リコー
ダーで竜笛の追吹の旋律を輪奏することを通して、日
本の伝統音楽である雅楽に親しむ

雅楽 陵王〜舞楽〜
日本音楽の流れ

・�舞楽《陵王》の構成を理解する
・�舞楽《陵王》の舞と器楽演奏の関わりを学び、《陵王》の特徴を
理解する
・�追吹部分の打物と竜笛の唱歌を唱え、身近な楽器で打物のリズ
ムを演奏したりリコーダーで竜笛の旋律を輪奏したりする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(１) (２) 
(４) (６) 
(８) (９)

３ 変奏や編曲に挑戦して、つくった
作品を発表しよう

グループに分かれ、《きらきら星》の旋律をもとに変
奏曲をつくったり、編曲したりして、完成した作品を
発表する

変奏や編曲について理解するとともに、《きらきら星》
の旋律を創意工夫して器楽アンサンブルに編曲し、
創作や器楽合奏に親しむ

《きらきら星》の旋律で音楽をつくろう ・�イメージをもって《きらきら星》の旋律を変奏する
・�つくった《きらきら星》の変奏曲を器楽アンサンブルに編曲する
・�完成した作品をグループごとに発表する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(１) (２) 
(３) (４) 
(７) (８)
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ポロネーズ第６番〈英雄〉

１. ポロネーズ第６番〈英雄〉の各部分の特徴について、気付いたことを書こう。

部分 特徴

序奏

A

a

a’

b

a’

B

c

d

A a’

コーダ

２.「一気に駆け昇る音階」が作品において果たしている役割とその演奏効果について話し合ったこと
　　を書こう。

役割

演奏効果

３. この曲における音楽表現についてまとめよう。

ワークシート

教科書
p.42

6160

ガムラン ランチャラン マニャルセウ ジャワ島

サロン バロン サロン プキン

クト クノン

ボナン バロン

ゴング アグン

クンポル

ルバブ

クンダン

スルントゥム

サロン ドゥモン

グンデル

ガンバン（木琴）

スリン
（縦笛）

ボナン パヌロス

●ガムランとは
　ジャワ島中部地域のガムランは、民間のさまざま
な形の器楽合奏や宗教的な歌謡や民謡が、宮廷にお
いて集大成され、完成された大合奏音楽である。宮
廷における儀礼や集まりに欠かせないものとして演
奏され、その内容に応じてさまざまな編成のガムラ
ンと曲種がある。
　合奏の基本は、まず青銅のゴング類が一定の節目
ごとに鳴らされて曲の枠組みをつくり、鍵盤をもつ
楽器類が基本の旋律を演奏し、太鼓が全体のテンポ
と曲の進行を司る。ガムランの編成や曲種によって、
さらに２弦の弓奏楽器、竹笛、木琴、歌などが加わり、
豊かな合奏音楽が完成する。
　また、ガムランは踊りや演劇など他のジャンルの
芸術と結び付き、多様な総合芸術の要の役割を果た
している。ワヤン クリ（影絵人形芝居）、ワヤン オ
ラン ( 舞踊劇 )、トペン ( 仮面舞踊劇 ) などが有名で
ある。これらは宮廷だけでなく、民間でも広く演奏
されている。

　《マニャルセウ》は、いちばん規模の小さな楽曲形
式「ランチャラン」に基づく曲で、正式には、《ラン
チャラン マニャルセウ》と表記される。「マニャル
セウ」とはジャワ語で「千の鳥」という意味をもち、

人々や自然の生き物たち、精霊や神々が次々に集まっ
てくる、という豊かなイメージがある。小曲だが広
く知られており、結婚式などのおめでたい集まりや
演奏会の最初など、いろいろな機会に演奏される。

　ガムランには、以下に示すような特徴がある。これ
らは、東南アジアの音楽に広く共通するものである。
１．循環性：16拍を最小とし、曲の規模により 32、
64、128、最大で 256 拍の周期で曲の基本旋律が
成り立っていて、その周期が幾度も繰り返されると
いう循環的な構造をもつ。最低音のゴングが基本の
周期をしるす。どの規模の形式であっても、いくつ
かの例外を除き、基本の周期を４等分するところに
少し硬い音のクノンが鳴らされる。合奏は、基本旋
律の最後の拍から始まり同じ拍で終わるのが常であ
る。自然のサイクルに同調しているかのような構造
である。上記の形式には、それぞれ名称がある。そ
の中で《マニャルセウ》が基づいている 16拍周期
の形式は「ランチャラン」と呼ばれる。
２．強尾性：旋律は、例えば、２拍の旋律なら１拍
目より２拍目が、その 2倍では２拍目より４拍目が、
というように後ろの拍が重要となる。4拍ごとのま
とまりの最後の拍を「セレ」と呼ぶ。セレは「置く」
「到達する」という意味で、音楽のエネルギーがその

「ランチャラン」形式を循環の構造で示した図：《マニャルセウ》を例として

音に向かって高まり、解決するといった感じをもつ。
それは、音量の大きな強拍とは異なり、音楽の流れ
が向かっていく求心力の強い到達点といえるもので
ある。最低音のゴングが鳴らされる基本周期の最後
の拍には、最も大きな到達感とエネルギーの放出が
感じられ、その直後は解放された軽い部分になる。
３．組み合わせリズム：ガムランでは、先に述べた
拍や旋律の枠組みを基本とし、基本となる拍の間に
複雑なリズムパターンが入れ込まれる。そのリズム

パターンは楽譜に表すことをせず、規範に沿って半
ば即興的に、多様なバリエーションを伴って演奏さ
れる。演奏は、２人以上がリズムを「分割」「組み合
わせ」「入れ子」「つがい」といった方法で分担して
演奏することが多い。ジャワではそのリズムパター
ンを「インバル」「クレナン」「ピンジャル」(バリで
は「コテカン」)などという。 

（田村史子）

2　　  3  　　5 　　6  　 1

独特な音階なので、完全にこの音高
にはならない。実際の音の高さは楽
器の音域によって異なる。ガムラン
全体で７オクターヴぐらいをカバー
している。

図中の数字をおおよその高さで表した場合

前奏は＊から時計回りに
1
・
→ 6 → 1

・
→ 6 → 5 →３と

ボナンバロンが演奏する。

ここでは、曲の構造を深く理解できるよう、このような図形による記譜
法を試みた。曲の規模が大きくなると複雑になるため、ジャワでは、さ
まざまな記譜法を用いる。現在では一般的に、上の図形楽譜を横に展開
した数字譜（右）が、記録や記憶のために用いられる。両方を比較しな
がら曲を聴いてみよう。

※サロンは１オクターヴずつ音域が違う

図の中央にあるクンダンは、合奏
の中心的な存在で、テンポと曲の
進行を司る、時の守役のようなも
のである。

イラスト：前田達彦

ゴング アグン＋クノン

クノン

クト

クト

クト

クトクト

クト

クト

クト

クノン

クノン

クンポル
クンポル

クンポル

⑤
②
⑥ ５

３

５５

３

３

６ ６

６６

５

５

５

３ ３

３

２

２

２

１ １

１３

６

６

６

１

５

５

３

５５

３

３

６ ６

６６

５

５

５

３ ３

３

２

２

２

１
・

１
・

１
・

３

６

６

６

１
・

５

＊

ここから合奏が始まり
ここで終わる。
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クンダン

拍

　：クト、　：クノン、　：クンポル、 ○：ゴング アグン、　 ：繰り返し
　　のゴング類は、２段目以降も同じパターンで演奏される。
（ジャワの伝統的な記譜法による楽譜）

…基本旋律、　　…ゴング類の鳴らされる拍

2　　  3  　　5 　　6  　　1

独特な音階なので，
完全にこの音高にはならない。

前奏

楽譜中の数字を五線譜に表した場合

ジャワの伝統的な記譜法による楽譜
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教科書 16ページ

18

■セット内容　B5判セットケース入、定価23,100円（本体21,000円+税10%）
①研究資料編

②楽譜資料編

③指導用・鑑賞用CD（６枚組）

❶研究資料編
年間指導計画例、学習指導案例、授業を多角的にサポートする解説・資料、授業に役立つワークシートを掲載してい

ます。

◆解説・資料の例 ◆ワークシートの例

❷楽譜資料編
歌唱教材の伴奏譜の他、簡易伴奏譜、移調譜、教科書の編成とは別の編曲なども掲載しています。

◆例

❸指導用・鑑賞用CD（6枚組）
主な歌唱教材の範唱、参考演奏、原語歌詞の朗読、器楽教材の範奏、鑑賞教材を教科書の目次順に掲載しています。   

■■二次元コードから伴奏音源にアクセスできます。
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観点 教科書の特色

範
囲

●取り扱う内容の範囲は、学習指導要領の
目標及び内容によっているか。

●多様なジャンルから精選された教材によって必要な内容が十分に扱われており、音楽科の
目標を達成するという観点から極めて適切なものとなっている。

程
度

●教材は、生徒の心身の発達段階や能力の
実態に適応しているか。

●歌唱教材においては生徒の心情的な発達段階に応じた楽曲を、器楽教材においては技術的
に平易な楽曲を取り上げている。創作教材においては、生徒が取り組みやすい内容で、具
体的な手順を示している。また、鑑賞教材においては着眼点を明確に示すなど、生徒の能
力の実態に即した適切な内容になっている。

内
容

●教材の選択及び扱いは、学習指導を進め
るうえで適切であるか。

●明確な学習の観点のもと、幅広く変化に富んだ学習活動を行うことのできる教材が用意さ
れており、生徒が、音楽の多様性を理解し、音楽的な見方・考え方を身に付けて、音楽の
よさや美しさを味わい、音楽文化に親しむ態度を養うことができるよう配慮されている。

●三つの柱を踏まえて、基礎的・基本的な
学力の定着について適切な配慮がなされ
ているか。

●教材の内容は、三つの柱（「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、
人間性等」）と相互に関連付けられており、さまざまな参考資料を収録するとともに、基礎的・
基本的な内容を学習できるよう工夫されている。また、鑑賞においては楽曲の構成や文化的・
歴史的背景が分かりやすく解説されており、確実に学習活動が進められるように配慮され
ている。

●説明文やイラスト、写真などは、学習を
進めるうえで適切であるか。

●説明文は平易な言葉で書かれており、その配置も工夫されている。
●イラストや写真の取り上げ方はアイディアにあふれ、音楽的な見方・考え方の育成や知的

理解の深化に配慮されている。

●生徒が音楽やその背景にある社会やさま
ざまな文化に興味・関心をもち、「主体的・
対話的で深い学び」の学習活動に取り組め
るよう工夫されているか。

●教材には、表現する際のポイントや、音楽の背景にある社会や文化について分かりやすく
説明したコラムが設けられており、表現の工夫や音楽理解を促すとともに、「主体的・対話
的で深い学び」の学習活動に取り組めるよう工夫がなされている。

●「創作」に関わる学習活動が適切に取り扱
われているか。

●創作活動においては、生徒の能力に応じて弾力的な指導を進められるよう配慮されている。
●小学校、中学校における「音楽づくり」「創作」の学習内容や、学習指導要領に示された指導

事項を踏まえながら、時間的、能力的に無理なく取り組める教材が、具体的な手順を示し
て取り上げられている。

●我が国や郷土の伝統音楽及び音楽文化に
対する配慮がなされているか。

●歌唱教材においては、古くから歌い継がれている曲を複数取り上げ、器楽教材においては
楽器の奏法などについて唱

しょう

歌
が

を伴って分かりやすく解説している。また、鑑賞教材におい
ては伝統芸能や沖縄・奄美群島の音楽などを取り上げており、生活や社会の中の音や音楽、
音楽文化と幅広く関わる資質・能力を育成できるよう配慮されている。

全
体
の
構
成

●教材は系統的、発展的に組織されているか。 ●各教材の冒頭ページに縦書きで示された学習目標に基づいて、教材が系統的・発展的に配
置されており、確実に学習を進められるよう配慮されている。

●小学校、中学校における学習内容との系
統性・一貫性について配慮がなされてい
るか。

●小学校、中学校の義務教育における音楽科の目標を継承し発展した内容の教科書となって
いる。

●歌い継いでいきたい日本の歌が、小学校、中学校から一貫して取り上げられている。

●各学校や生徒の実態に応じた学習指導計
画を立てるための配慮がなされているか。

●芸術歌曲やクラシック音楽だけでなく、ポピュラー音楽やミュージカル、民族音楽などさ
まざまなジャンルの音楽を教材として取り上げており、学習の深化や相互の関連付けを容
易に行うことができ、各学校や生徒の実態に応じた柔軟な学習指導計画を立てられるよう
配慮されている。

●教材の配列は単なる羅列ではなく、楽曲
の性格に即して適切であるか。

●領域や分野ごとに平易な曲を中心として教材が配列されており、学習の理解や深化を図り
やすいよう配慮されている。

●教材の分量は適切であるか。 ●精選された教材が過不足ない分量で扱われており、各学校や生徒の実態に応じて柔軟に対
応できるよう配慮されている。

記
述

●ユニバーサルデザインへの配慮がなされ
ているか。

●全体に区別しやすい配色を用いながら、学習上の必要に応じて形状や濃度を違えるなど、
確実に識別できるよう配慮されている。

人
権

●国際理解、情報、環境、人権教育など、
社会的及び道徳的教育課題の扱いについて、
適切な配慮がなされているか。

●全体を通して、人権教育について適切に配慮されている。また、歌唱教材や鑑賞教材にお
いても、諸外国の音楽文化に対する理解を深めることができるよう配慮されている。

●音楽に関する知的財産権については、「音楽に関する知的財産権＝著作権」と題し、分かり
やすく解説されている。

体
裁

●全体の体裁は教科書として適切であるか。 ●A4変型判で楽譜が見やすく、紙面のレイアウトも統一感があり、教科書として適切なもの
となっている。

●教科書の内容をイラストで表現した表紙からも高校生に向けてのメッセージが感じられる
よう工夫されており、音楽に親しみやすい体裁となっている。

●印刷・製本などは適切であるか。 ●カラーページとモノクロページに分かれたすっきりした紙面であるとともに、 楽譜、文字、
イラスト、写真などの印刷の発色もよく、鮮明なものとなっている。

●製本は長期の使用に十分耐える堅牢なものとなっている。
●再生紙を使用し、リサイクル可能な表紙加工を施すなど、環境にも十分な配慮がなされて

いる。
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音楽鑑賞DVD
　日本の伝統芸能編

高等学校音楽鑑賞DVD
　民族編

音楽鑑賞Blu-ray Disc
　世界の民族音楽

●DVD１枚／収録時間126分
●雅楽、琵琶楽、能楽、文楽、歌舞伎から
　14演目（曲）を収録

●DVD１枚／収録時間146分
●38カ国、59曲を収録
●民族音楽研究家、江波戸 昭先生の解説付き

●Blu-ray１枚／収録時間202分
●49カ国、86曲を収録
●全ての映像について、研究者によるライナー
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